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１．研究課題名  
 

超分子複合系人工光合成型エネルギー変換システムの開発 
 
２．研究実施の概要  
 近年特に深刻度を増すエネルギー・地球環境問題を解決するためには、人類が使用する

エネルギーは従来の化石燃料に頼るのではなく、自ら生み出した分だけ使用する人工光合

成型エネルギー変換システムを創製することが緊急の課題となっている。光合成では複数

の光捕集系と反応中心が融合して効率的な太陽エネルギー変換が行われている。２１世紀

の最重要課題である地球環境エネルギー資源問題の根本的解決を図るには、光合成機能の

原理を抽出して応用することにより、光合成機能を凌駕する人工光合成システムを構築す

ることが強く望まれている。一方、京都議定書の締結以来、水素エネルギー社会を目指し

た研究開発が進んでいるが、太陽エネルギーを利用した水からの水素製造プロセスの開発

および水素の貯蔵、放出システムの開発が大きな課題として残されている。 
 我々が 1999年から 2004年まで推進した CREST研究では、分子複合系の電子移動につい
て数多くの革新的な研究成果が得られ、光電子移動過程を精密に制御し、天然の光合成に

おける電子移動過程を分子レベルで再現することが可能となっただけでなく天然の光合成

反応中心のエネルギーおよび寿命をはるかに超えるものも得られた。その研究過程で電子

移動を精密に制御する分子設計・合成・その機能解析について膨大な知識とノウハウを蓄

積した。戦略的創造研究推進事業発展研究 (SORST) では、CREST 研究で得られた電子移
動制御に関する膨大な知識とノウハウを最大限活用し、(1) 人工光合成型太陽電池の実用化
と、(2) 水を電子源とする光合成モデル超分子複合系光触媒の開発に焦点を絞って、環境エ
ネギー問題の根本的解決を目指した研究を行った。 
 CREST研究では、光合成の反応中心モデルとして、多段階電子移動過程を利用した光合
成反応中心モデルの構築に成功した。しかし、多段階電子移動過程を利用すると長寿命電

荷分離状態を得るためには大きなエネルギー損失が伴う。本SORST研究では、天然の光合
成を凌駕する機能を有する人工光合成型エネルギー変換システムを創製することを目的に

研究を行った。始めに一段階の電子移動過程で、エネルギー損失を最小限に抑えて、高エ

ネルギー、長寿命の電荷分離状態が得られる一連の電子ドナー・アクセプター連結分子の

設計・合成を行い、電荷分離寿命の世界記録を次々と大幅に更新した。その結果、天然の

光合成反応中心の電荷分離エネルギー、寿命を凌駕する人工光合成反応中心モデルを開発

することに世界で初めて成功した。この電荷分離分子を光触媒として様々な新しいタイプ

の有機合成反応へ応用展開した。また、電荷分離分子と水素発生触媒と組み合わせて、水

素発生光触媒システムを構築し、世界最高の水素発生量子収率を得た。自然界では水素発

生はヒドロゲナーゼにより行われるが、本SORST研究ではその活性中心モデル錯体の構造
を初めて明らかにした。さらに電荷分離分子を光捕集系モデル分子と組み合わせて、高次

に組織化された超分子複合系電子移動システムを構築した。それを用いて低コスト・高効

率な人工光合成型超分子太陽電池の開発を行った。また、イリジウムアクア錯体あるいは

ルテニウムアクア錯体を用いると、水素によりCO2はギ酸に効率良く還元できることを見出

した。生成したギ酸を効率的に水素に戻す触媒も開発できたので、水素は二酸化炭素を還

元して液体であるギ酸として貯蔵し、これを必要に応じて水素に変換できるようになった。

これは、水素エネルギー社会の実現、地球環境エネルギー問題の根本的解決につながる基

盤技術となる。残された課題である水の酸化触媒の開発についても、光合成の酸素発生中
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心錯体モデルの電子移動特性を明らかにし、水を酸素源とする種々の基質の光酸素化触媒

反応システムの構築に成功した。さらに金属イオンが結合した高原子価金属オキソ錯体の

構造と電子移動特性を初めて明らかにし、光合成反応中心におけるCa2+の役割について重要

な知見を得た。 
 人工光合成は、(1) 光捕集、(2) 電荷分離、(3) 水の還元触媒、(4) 水の酸化触媒、(5) CO2

還元触媒からシステムが構成されている。本SORST研究では、人工光合成システムの構成
要素である (1) – (5) に関する全ての研究課題に総合的に取り組み、いずれも上述のように
顕著な研究成果をあげた。その研究成果は2004年末から現在まで224報の原著論文として発
表し、これまでの総原著論文は700報近くに達した。また、引用回数も飛躍的に増大し、2009
年の引用回数は1894回になり、総引用回数は15000回に達した。論文の質と量の指標となる
h–indexは"truly outstanding"とされる60を越して63となった。これは当該分野では世界トップ
レベルのものである。 
 
３．研究構想  
 本SORST研究では、CREST研究で得られた電子移動制御に関する膨大な知識とノウハウ
を最大限活用し、人工光合成システムの構成要素である (1) 光捕集、(2) 電荷分離、(3) 水の還
元触媒、(4) 水の酸化触媒、(5) CO2還元触媒に関する全ての研究課題に総合的に取り組み、環

境エネルギー問題の根本的解決を目指した研究を強力に推進することを目標とした。本

SORST研究では始めの段階で、光合成のように多段階電子移動過程を用いずに、一段階の電子
移動過程で、天然の光合成反応中心の電荷分離エネルギー、寿命を凌駕する人工光合成反応中心

モデルを開発することに成功した。これは、従来の人工光合成モデルの研究戦略を根底から覆す

ものであったので、一段階の電子移動過程で、高エネルギー、長寿命の電荷分離状態が得られる

ドナー・アクセプター連結分子の開発をさらに進めることにした。さらに共有結合を用いずに、

非共有結合で連結した長寿命の電荷分離状態が得られるドナー・アクセプター連結分子の開発に

も成功した。このように非共有結合を用いると、光捕集系と電荷分離系の融合も簡単にできるよ

うになる。そこで、光捕集系と電荷分離系を非共有結合で連結した超分子系を用いて、人工光

合成型高効率太陽電池を開発することにした。また、高エネルギー、長寿命の電荷分離分子

を光触媒として用いれば、新しい有機合成反応の開発が可能となると考え、一連の応用展開を行

なった。さらに、電荷分離分子と水素発生触媒を組み合わせて、水素発生光触媒システムを構築

し、世界最高の水素発生量子収率を得ることを目標に研究を推進した。さらに水素の貯蔵・運搬

の問題とCO2削減の問題を両方一緒に解決することを目指して、水素を液体であるギ酸の形で貯

蔵・運搬できる触媒システムの開発を行った。最後に残された課題として水の酸化触媒の開発が

あるが、光合成では高原子価マンガンオキソ錯体が活性種であることに着目し、一連の高原子価

金属オキソ錯体の電子移動特性を明らかにすることにより、高活性な水の酸化触媒を開発するこ

とを目標にして研究を推進した。 
 全体の人工光合成システム設計は福住が行った。高エネルギー・長寿命電荷分離分子の開発

は主に福住、大久保、末延が担当した。光捕集と電荷分離系の融合、光捕集機能を高めた

人工光合成型高効率太陽電池の開発、光合成モデル光触媒システムの開発は、福住、大久

保、小島、小江、末延が共同して担当した。水素の貯蔵・運搬のための触媒開発及び水の

酸化触媒開発は、福住、末延、山田が共同で担当した。 
 
４．研究実施内容  
4.1高エネルギー・長寿命電荷分離分子の開発  
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 天然に存在する光合成は集光型複合体で光エネルギーを捕集し、そのエネルギーは反

応中心へ励起子相互作用によってアンテナ色素系を介して輸送され、反応中心複合体で

化学エネルギーへと効率よく変換される。この反応中心複合体でのエネルギー変換過程

では電子ドナー (クロロフィル) から電子アクセプター  (キノン) への光誘起電子移動
を経て、約１秒もの長寿命の電荷分離状態をほぼ 100 %の量子収率で生成している。こ
のように高エネルギー・長寿命の電荷分離状態を効率よく生成することは人工光合成シ

ステム構築の必須条件である。 
 天然の光合成のように長寿命の電荷分離状態を人工的に生成するためには逆電子移動

速度定数を小さくする必要がある。逆電子移動の速度定数 (kBET) は電子ドナー (D) や
電子アクセプター (A) の組み合わせ、および溶媒により著しく変化する。その原因は
1956年にマーカス (R. A. Marcus) によって定量的に解明され、式 1のように表されてい
る (h: プランク定数; λ: 再配列エネルギー; kB: ボルツマン因子; T: 温度; V: 電子行列要
素; –ΔGBET: 逆電子移動のドライビングフォース)。 

 

 
(1)

 

 マーカス理論によると kBETはスキーム１a に示すように酸化還元電位の差によって決
定されるドライビングフォース (–ΔGBET) と再配列エネルギー (λ) の 2つのパラメータ
によって支配されている。逆電子移動速度定数を小さくするためにはスキーム１b のよ
うに–ΔGBETの値を大きく、λの値が小さくなるように最適化することが必要となる。 
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 従来の天然の光合成反応中心を模倣したシステムでは、多段階電子移動を経て電荷を

長距離に分離して長寿命電荷分離状態を得ている。この場合、各電子移動段階でその自

由エネルギー変化が負になるため、最終的な電荷分離状態を得るためのエネルギー損失

が極めて大きい。しかも多段階電子移動が起こるためには多数の分子を共有結合で連結

する必要があり、その合成は極めて困難である。従って、このような人工光合成分子の

応用を考える場合、そのコストの高さが大きな問題となる。そこで多段階ではなく一段

階の光誘起電子移動過程で、長寿命かつ高エネルギーの電荷分離状態を得ることのでき

る電子ドナー・アクセプター連結系分子を設計・合成した。従来の人工光合成モデル分

kBET = 4π3

h2 λ kB T

1/2

exp
(ΔGBET + λ)2

4 λ kB T
V 2
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子では、多段階の電子移動過程により生成するラジカルイオン対間の距離を遠く離すこ

とによって電荷分離状態の長寿命化を行ってきた。しかし、一段階の電子移動において

も、D–A間を引き離すのではなく、逆に近接することによって電荷分離状態を長寿命化
できることがスキーム１から予想できる。その場合、D、A として電子移動の再配列エ
ネルギー (λ) の値が小さく、３重項励起エネルギーが高いものを選ぶことが重要になる。
この考え方によると、9–フェニル–10–メチルアクリジニウムイオンは λ の値が 0.30 eV
と非常に小さく、しかも３重項エネルギーが高いので、長寿命かつ高エネルギーの電荷

分離状態を得ることのできるドナー・アクセプター連結系分子の構成分子として非常に

適している。また、溶媒の再配列エネルギーを小さくするためにはドナー・アクセプタ

ー間の距離を小さくして、溶媒が間に入り込まないようにする必要がある。そこで様々

なアルキル芳香族化合物を電子供与体として直結した 9–置換アクリジニウムイオン 
(Chart 1) を合成し、その光ダイナミクスについて詳細な検討を行った。その結果、一連
のアクリジニウムイオンの電子移動速度は完全にマーカス理論と一致することがわかっ

た。特に、9–メシチル–10–メチルアクリジニウムイオン (Acr+–Mes) の場合、その電子
移動状態の逆電子移動過程は「マーカスの逆転領域」に深く落ち込んでいるため非常に

高エネルギーかつ長寿命であり、大きな温度依存性を有していることがわかった。この

電子移動状態のエネルギーは 2.37 eV であり、光合成反応中心よりはるかに高く、その
寿命も温度の低下ともに長くなり、–70°C では２時間という驚異的な長さに達した。液
体窒素温度ではその寿命は無限大に近くなり、実際減衰は観測されない。この報告 (J. 
Am. Chem. Soc. 2004, 126, 1600) は 驚きをもって迎えられ、一部には 3重項励起状態で
はないかとする見方もあったが、この電子移動状態はもとの分子と πダイマーを形成し、
その電荷移動吸収帯が近赤外領域に観測されたことから、長寿命電子移動状態の生成は

疑う余地のないものとなった (Phys. Chem. Chem. Phys. 2007, 9, 1487; 2008, 20, 2283)。  
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 これまでの光合成モデル研究の常識を覆し、D–A間を引き離すのではなく、逆に近接
することによって電荷分離状態を長寿命化できることは、様々な D–A連結系で一般的に
示すことができた (Angew. Chem. Int. Ed. 2004, 43, 853; J. Am. Chem. Soc. 2005, 127, 1216; 
J. Am. Chem. Soc. 2006, 128, 14625; Angew. Chem. Int. Ed. 2008, 47, 6712; J. Am. Chem. Soc. 
2008, 130, 9451; J. Am. Chem. Soc. 2009, 131, 6370; 8787; 13358; Chem. –Eur. J. 2009, 15, 
5301)。最近では光耐性に優れ、レーザー色素として広く用いられているクマリン色素を
用いて、電子供与体である芳香族アミンと直接結合させた電子ドナー・アクセプター連

結系分子を合成し、長寿命電荷分離状態を得た (ChemPhysChem 2010, 11, in press; 特願
2006–233186）。しかし、いずれの場合も室温溶液中では、分子内逆電子移動が遅いと、
電荷分離状態にある分子同士で、分子間の逆電子移動が優先してしまう。この分子間の



 6 

逆電子移動を抑えるにはさらに小さな λを有する分子を用いる必要がある。 
 そこで可視光に強い吸収帯を持ち、生体内で優れた電子伝達物質として機能するフラ

ビンに着目し、その分子間逆電子移動について検討した。分子間逆電子移動については

フラビン誘導体である 10–メチルイソアロキサジン  (MeFl) のベンゾニトリル  (PhCN) 
溶液に様々な電子ドナーを添加し、ナノ秒レーザーを用いてそれぞれの分子間逆電子移

動速度定数 (kbet) を測定した。その中で N,N–ジメチルアニリン (DMA) を電子ドナーと
して用いた場合、kbetの値は 3.5 × 106 M–1 s–1 と PhCN中での kdiffより 1600分の 1 も小
さな値であることがわかった (図１)。そこで DMA をフラビンの 10 位に置換したドナ
ー・アクセプター連結系分子 (DMA–Fl) を合成した。DMA–Flのベンゾニトリル溶液に
ナノ秒レーザーで 440 nm を照射し、過渡吸収を測定した結果、フラビンラジカルアニ
オンと DMA ラジカルカチオンに特徴的な吸収帯が観測された。この電荷分離状態の寿
命は室温、溶液中で 2.1 ミリ秒と非常に長寿命であった。これは従来報告された電荷分
離分子では、室温溶液中で最も長寿命のものである。また、逆電子移動速度定数の温度

依存性から得られた分子内電子移動の λは 0.69 eV であり、非常に小さいことがわかっ
た。このように λの小さいフラビンを用いることで、生成した電荷分離状態の分子間逆

電子移動を抑え、室温溶液中でミリ秒超える長寿命の電荷分離状態の生成に人工系で初

めて成功した (Chem. –Eur. J. 2010, 16, in press)。 
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図 1. (a) DMA (1.0ｘ10–2 M) 共存下、PhCN中、298Kでの MeFl (6.0 ｘ 10–5 M) の過渡吸収
スペクトル (48 µs後、440 nm励起)。 (b) 620 nm の吸光度の経時変化 (36 msまで)。光強
度 13 (●) および 9 () mJ/pulse。挿入図は二次プロット。 

 

4.2 電荷分離ナノカーボン材料の開発  
 カーボンナノチューブに代表されるナノ炭素材料は、sp2炭素で構成された特異な構造に

由来する優れた化学的・物理的性質のため、機能性材料等への応用用途が飛躍的に増大し

ている。特に、光電変換系への応用に向けた電子ドナー・アクセプター複合体の開発は非

常に注目を集めている。その理由としては、ナノ炭素材料は優れたキャリア（電子および

ホール）輸送特性を有すること、化学的に安定な構造のため電極材料としての耐久性に優

れているということが挙げられる。これまでに、ナノ炭素材料を用いた光エネルギー変換

システムとしては単層カーボンナノチューブ (SWNT) 表面にポルフィリンなどの電子ド
ナーを組織化した系が数多く報告されている。しかし、いずれの系においても電荷分離寿

命は非常に短いものしか得られていなかった。これはナノチューブのサイズ (長さまたは
直径) の不均一性に問題がある。現状ではナノチューブのサイズ、特に長さ方向の大き
さの制御は合成上極めて困難であり、合成後の精密な分離操作も確立されていない。そ
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こでカップ積層型カーボンナノチューブを電子移動還元して得られる、サイズ制御され

たカップ型ナノカーボンに着目した (スキーム２)。 
 カップ積層型カーボンナノチューブは、直径および長さが約 50 nmのカップ型ナノカ
ーボンが個々の構造間同士の π–π相互作用により積層している。そのため、還元剤を用
いた熱的な電子移動還元反応もしくは光誘起電子移動還元反応により多電子還元すると、

その積層構造を引きはがし個々のカップ構造体を容易に得ることができた (J. Am. Chem. 
Soc. 2006, 128, 14216; Chem. Commun. 2007, 55）。また、還元後のカップ型ナノカーボン
を出発物質とした化学修飾も可能であり、アルキル基などの様々な置換基を容易に導入

することができた。 

 

 

スキーム  2 
 
 次にサイズ制御されたカップ型ナノカーボンを電子アクセプターとして用いて、光捕

集分子及び電子ドナーとして機能するポルフィリン分子を連結した新規な電子ドナー・

アクセプター複合体を構築した (Chem. –Eur. J. 2009, 15, 9160)。ナトリウムナフタレニド
によって還元したカップ型ナノカーボンと 4–ヨードアニリンを DMF中、30 ºCで反応さ
せることで、アニリン基を修飾したカップ型ナノカーボンを得た。次に、テトラキスカ

ルボキシフェニルポルフィリンの末端カルボン酸を塩化チオニルで処理後、オクタデシ

ルアミンおよびアニリン修飾したカップ型ナノカーボンと反応させ、目的のポルフィリ

ン修飾カップ型ナノカーボン[CNC–(H2P)n]を得た (スキーム３)。未反応のポルフィリン
は繰り返し透析操作で除去した。得られた CNC–(H2P)n の構造は、透過型電子顕微鏡 
(TEM) によって確認した。 
 CNC–(H2P)nの DMF 懸濁液を光照射してポルフィリン部位を励起すると、分子内光誘
起電子移動により電荷分離状態が生成し、470 nmおよび 620 – 800 nm付近にポルフィリ
ンラジカルカチオンに由来するブロードな過渡吸収スペクトルが観測された (図２a)。
過渡吸収スペクトルの 470 nm における吸収の減衰から求めた電荷分離寿命は 0.64 ± 
0.01 msと非常に長寿命であり、これまでに報告されているナノ炭素材料を電子アクセプ
ターとしたナノハイブリッド材料において世界最長寿命の電荷分離状態を達成した。本

複合体の電荷分離寿命が飛躍的に向上した理由は、光照射による電荷分離状態生成後、

カップ型ナノカーボン上での電子のマイグレーションが効率的に起こったためであると

考えられる。このようにサイズ制御されたカップ型ナノカーボンを基盤とする新規な電

子ドナー・アクセプター複合材料を開発し、光照射下において世界最長寿命の電荷分離

状態を生成することに成功した (特願 2007–087334)。 
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スキーム  3. 反応条件: a) THF中、ナフタレン、ナトリウム、室温、24時間。 b) DMF中
4–ヨードアニリン、30 ºC、24 時間。 c) DMF-ピリジン中、porphyrin–COCl、120 ºC, 72時
間。 
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図 2. 脱気 DMF中 298Kでの CNC–(H2P)n の過渡吸収スペクトル。20 µs (白丸)、1.8 ms (黒
丸)、励起光波長 426 nm。 

 

4.3 電荷分離光触媒反応の開発  
 次に長寿命の電子移動状態を生成する Acr+–Mes を光触媒とした用いた反応の開発を
行った。Acr+–Mesの光励起により生成する電子移動状態は非常に強力な酸化還元剤とし
て機能し、1.9 V vs SCEまでの酸化電位を有するドナー分子を電子移動酸化できるだけ
でなく、–0.5 Vまでの還元電位を有するアクセプター分子を電子移動還元することが可
能となる。そこで、酸素をアクセプター分子として用い、Acr•–Mes•+との電子移動反応

によって生成するラジカルカチオン (S•+) と O2
•–とのラジカルカップリングにより新た

な光触媒酸素化反応が進行することを見いだした (スキーム４)。例えば Acr+–Mes の電
子移動状態の強力な酸化還元力を利用して、アントラセン類の酸素化反応が効率良く進

行する (J. Am. Chem. Soc. 2004, 126, 15999)。この光触媒反応では Acr+–Mesの電荷分離状
態からアントラセンラジカルカチオンとスーパーオキシドイオンが同時に発生し、両者

がラジカルカップリングすることでアントラセンエンドパーオキサイド (An–O2) が選 
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スキーム  4 
 

択的に生成した (スキーム５)。An–O2はさらに光反応が進行し、最終生成物としてアン

トラキノンと過酸化水素が得られた。この方法を使うとアントラセンを含むコールター

ルから過酸化水素を得ることができる (Appl. Catal. B 2008, 77, 317; 特願 2008–056585)。

一方、クロロホルム中、酸素がない条件で光触媒反応を行なうとアントラセン類の二量

化反応が効率良く進行する (Org. Lett. 2006, 8, 6079)。また、この光触媒反応はオレフィ

ンからのジオキセタン生成にも適用することができることがわかった (Org. Lett. 2005, 

7, 4265, スキーム５)。これはフラーレンの二量化にも有効に働く (Chem. Commun. 2007, 

3139)。 
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 さらに Acr+–Mes を光触媒とし、白金クラスターを用いると、生体系の電子源である
ジヒドロニコチンアミドアデニンジヌクレオチド  (NADH) を電子源とする水からの水
素発生が効率良く進行することを見出した (Phys. Chem. Chem. Phys. 2007, 9, 1487; 特願
2007–247656)。 この系をアルコール脱水素酵素 (ADH) と組み合わせることでエタノー
ルからの水素発生への展開にも成功した (スキーム ６)。 
 上述のように Acr+–Mes は、可視光照射により光合成の反応中心を凌駕する高い酸化
還元能を有し、かつ長寿命の電子移動状態 (Acr•–Mes•+) を生成する。しかし、室温溶液
中では分子間の逆電子移動により失活する。そこで、メソ多孔性シリカアルミナ 
(AlMCM–41) に Acr+–Mes を挿入して複合体  (Acr+–Mes@AlMCM–41) にすると、
Acr•–Mes•+分子間の逆電子移動が抑制され、長寿命の電子移動状態が得られることが期

待される。可視光透過性を有するナノサイズの新規メソ多孔性シリカアルミナを合成し

て Acr+–Mesを挿入し、クリーンで温和な酸化剤である分子状酸素を用いる高効率な光 



 10 

NADH

NAD+ + H+

Acr+–Mes

Acr•–Mes•+

Acr•–Mes

2H+

H2CH3CHO + 2H+

CH3CH2OH

Enzymatic Reproduction System

Photocatalytic H2 Evolution System

hν

Pt-PVPADH

 

スキーム  6 

 
酸素化触媒系の構築とその触媒作用機構の解明を行った  (スキーム７ , PCT Int. Appl. 
WO/2009/041519)。メソ多孔性シリカ (MCM–41) ナノ微粒子の合成方法をシリカアルミ
ナに適用することで、直径百 nm 程度のチューブ状の新規なナノサイズメソ多孔性シリ
カアルミナ (tAlMCM–41) を合成した。また、文献既知の手法で球状のナノサイズメソ
多孔性シリカアルミナ (sAlMCM–41) も合成した。tAlMCM–41 は、Acr+–Mes の MeCN
溶液に高分散し、撹拌することで、細孔内に Acr+–Mes をカチオン交換により挿入した
複合体 (Acr+–Mes@tAlMCM–41) を調製した。tAlMCM–41 の MeCN 分散液の紫外可視
吸収スペクトルから、λ > 390 nmの可視光の散乱がほとんど起こらず、高い可視光透過
性 を 有 す る こ と が わ か っ た 。 sAlMCM–41 の 場 合 も 同 様 に し て 、 複 合 体 
(Acr+–Mes@sAlMCM–41) を調製した。Acr+–Mes@sAlMCM–41分散液に常温で可視光照
射を行うと、Acr•–Mes•+に由来すると考えられる ESRシグナル (g = 2.0035) が観測され
た。このシグナルの減衰速度から、電子移動状態の寿命は、τ = 2.2 sと、光合成反応中
心の電荷分離寿命 (約 1 s) を凌駕する値を得た。 
 次にメソポーラスシリカに挿入した Acr+–Mes を光触媒として p–キシレンの光酸素化
反応を行った。 酸存在下、Acr+–Mes@sAlMCM–41を光触媒として用いると、反応時間
4時間で、p–トルアルデヒドが収率 85 % (転化率 92 %) で高選択的に得られ、過酸化水 
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素 (収率 75 %) と安息香酸 (収率 7 %) が生成した。同条件下、Acr+–Mes溶液を用いた
場合の転化率は 39 ％、Acr+–Mes@ AlMCM–41を用いた場合の転化率は反応 5時間の時
点でも 64 ％であり、Acr+–Mes@sAlMCM–41の触媒活性が高いことが分かった。反応終
了後、Acr+–Mes@sAlMCM–41 分散液を遠心分離して触媒を回収した後、再度基質と溶
媒を添加した場合も反応は進行し、光触媒のリサイクル利用が確認できた (p–トルアル
デヒド：TON > 1000)。 

 

4.4 電荷分離分子の有機電界効果型トランジスタ  (OFET) への応用展開  

 長寿命の電荷分離分子について、上述の有機光触媒だけでなく有機電界効果型トラン

ジスタ (OFET) デバイスへの応用展開も行った。これまで OFETに適用される有機絶縁

膜の誘電率を上げる手段として、有機絶縁体に比誘電率の高い材料 (酸化チタン) を分

散させる方法や有機絶縁体中に双極子を配列させる方法が報告されている。これら従来

技術は、誘電率を上げることはできるが、外部刺激 (光照射や加熱) によって誘電率を

コントロールすることはできない。しかし、電荷分離色素を双極子とするならば、有機

絶縁膜に分散させた誘電体に光応答性が発現することが期待できる。そこで有機絶縁膜

に電荷分離分子を用い、その電荷分離状態の生成と誘電体の光応答性について検討した 

(スキーム８)。 
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 ポリメチルメタクリレート (PMMA) 中に DPA–CM を分散させた誘電体を作製し、

ESRを測定した結果、暗条件では見られなかった電荷分離状態に由来するシグナルが光
照射下では観測された (図３a)。さらに、暗条件・明条件下において、3218 Gにおける
ESRシグナル強度の経時変化を測定した結果、良好な可逆性を有していることがわかっ
た (図３b)。DPA–CM は基底状態で電荷が 0 であり、光励起によって生成する電荷分離
状態では正電荷 (+1)、負電荷 (–1) で構成される双極子となる。従って、スキーム 8 に
示すように双極子の有無を光によって切り替えることができる。実際、この誘電体を用

いてキャパシタを作製し (図４a、比誘電率 (εr) を測定した結果、暗条件 (εr = 4.1) に比
べ、明条件 (εr = 7.5) では 180 %という顕著な差が得られた (図４b)。この光応答性は
ESR シグナルと同様可逆であり、照射光強度、PMMA 中に分散する DPA–CM の量によ
って εrの値を制御できることがわかった。このように長寿命電荷分離状態を有する色素

を光応答性双極子として用いることによって、光応答性を有した誘電体の開発に初めて

成功した。 
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図 3. (a) 暗状態および明状態での DPA–CM (2.5 × 10–1 mol g–1) を含む PMMA (5.0 wt%)
フィルムの ESRスペクトル (暗状態：波線、明状態：実線、298K)。(b) 3218 Gのシグナ
ル強度の時間変化。 
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図 4. (a) DPA–CMを用いたキャパシタ。(b) 光照射の on, offによる可逆的な誘電率変化。 

 
4.5 超分子電荷分離系分子の開発  
 光合成においては、エネルギー変換効率を向上させるために光捕集系と電荷分離系が

非共有結合を用いて高度に組織化されて融合している。非共有結合を用いたドナー・ア

クセプター連結系としては、NAD+類縁体の一つであるアクリジニウムイオン (AcH+) を
パックマン型ポルフィリンダイマー中にインターカレートして形成させた π 錯体 
(H4DPOx–AcH+) を用いた (スキーム 9)。この π錯体の電子移動状態の寿命は 298 Kで 
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18 µs と長寿命になった。この電子移動状態の寿命には大きな温度依存性が見られた 
(図５a)。77 K では、電子移動状態の寿命は非常に長くなり、低温で定常光照射するこ
とにより電子移動状態に由来する両ラジカル種を安定に観測することに成功した (図５
b, J. Am. Chem. Soc. 2006, 128, 14625)。このように π–π相互作用により容易にポルフィリン
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ダイマーと π系電子アクセプターとの間で超分子を形成することができ、π錯体では効率的
な光電子移動が起こり、長寿命の電荷分離状態が得られた。 
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図 5. (a) パックマン型ポルフィリンダイマーとアクリジニウムイオンとのサンドイッチ型 π
錯体 (H4DPOx–AcH+) の電子移動状態 (H4DPOx•+–AcH•) からの逆電子移動速度定数 (kBET) 
の温度依存性のマーカスプロット。(b) MeTHF/ブチロニトリル中、低温における光照射によ
る電子移動状態 (H4DPOx•+–AcH•) の生成 (スペクトルと色の変化) と 77 Kにおける安定性。 

 
 ポルフィリンやフタロシアニンの超分子形成には配位結合や水素結合も利用できる。

Zn2+イオンはルイス酸として振る舞うことが知られており、そのルイス酸性は配位環境

によって制御される。亜鉛ポルフィリンあるいは亜鉛フタロシアニン分子は５配位構造

をとることができるために、軸配位を利用した超分子の形成によく利用される。しかし、

その軸配位は弱く、配位性の溶媒を用いた場合超分子錯体の形成は困難である。一般に

ポルフィリン、フタロシアニン分子は平面型であるが、多数の置換基を導入することに

より歪んだ非平面型となり、その非共有電子対は平面上から浮き出ている。そのため Zn2+

イオンへのポルフィリンあるいはフタロシアニンからの電子供与が弱まり、Zn2+イオン

のルイス酸性が高まる。その結果、軸配位が強くなることが期待できる。また、非平面

型ポルフィリンは容易にプロトン化されて、安定なジプロトン化ポルフィリンとなるた

め、電子アクセプターとして機能するようになる。さらにジプロトン化ポルフィリンは

水素結合ドナーとしても機能する。従って、サドル型に歪んだドデカフェニルポルフィ

リンジカチオン  (H4DPP2+) とサドル型亜鉛  (II) オクタフェニルフタロシアニン 
(ZnOPPc) の両者を、ピリジンカルボキシレート (PyCOO–) を用いて、水素結合および
配位結合により連結した超分子錯体が容易に得られた (Angew. Chem. Int. Ed. 2008, 47, 
6712)。この超分子錯体の X 線結晶構造解析により H4DPP2+と PyCOO–が水素結合し、

ZnOPPcの Zn2+に PyCOO–のピリジン窒素が強く配位した構造が明らかになった (図６b)。
H4DPP2+は π–π相互作用により πスタックしてナノワイヤ構造が得られた (図６c)。この
結晶をベンゾニトリルに溶かしても超分子構造が保たれていることが電気化学測定及び

吸収スペクトルからわかった。ベンゾニトリル中、515 nm のレーザー光を用いて
H4DPP2+を選択的に励起すると、ZnOPPc から 3(H4DPP2+)* への光誘起電子移動が効率よ
く進行し、電荷分離状態の過渡吸収スペクトルが観測された。 
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図 6. (a) 超分子電荷分離系錯体の構成分子 (Zn(OPPc), 4–PyCOO–, H4DPP2+)。 (b) その結晶
構造。 (c) ナノワイヤ構造。 
 
 平面性の亜鉛フタロシアニンにクラウンエーテル環を導入した化合物 (ZnTCp) に
K+を添加すると、クラウン環の配位によりサンドイッチ型のダイマーが形成される (ス
キーム 10, J. Am. Chem. Soc. 2009, 131, 8787)。さらにフラーレン (C60) にピリジンとアン
モニウムカチオンを導入した化合物 (pyC60NH3

+) を添加するとピリジン部位が Zn2+に

配位し、アンモニウムカチオンはクラウンエーテル環と錯体を形成することにより 2点
で結合することができる。その結果、安定な電荷分離系超分子錯体が得られた。この超

分子錯体に可視光を照射すると、ZnTCPc から pyC60NH3
+への電子移動が効率良く起こ

り、長寿命の電荷分離状態が得られる。電荷分離寿命は 6.7 ms となり、亜鉛ポルフィ
リンを用いた系の寿命 (50 ns) よりはるかに長くなった。これは亜鉛フタロシアニンの
方が亜鉛ポルフィリンよりも電子移動に伴う構造変化が小さいためであると考えられ

る。 
 電荷分離系超分子錯体の形成については、巨大 π–電子系である単層カーボンナノチュー
ブ (SWNTs) も用いることができた。これまでに色素分子と SWNTsを組み合わせたハイブ 
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スキーム  10. K+による ZnTCPcの二量体形成と pyC60NH3

+との超分子錯体形成。 
 

リッド型ドナー・アクセプター超分子は報告例があるが、電荷分離寿命は非常に短いもの

であった。その結果、得られた超分子を集積化して作成した色素増感太陽電池のエネルギ

ー変換効率も極めて低かった。そこで SWNTsの電子伝達能を最大限に生かすために、これ
まで一般的に行われてきた強酸および高出力超音波破砕を使用せずに、熱反応で SWNTsと
ポルフィリンペプチドヘキサデカマー (P(H2P)16) を超分子複合化させた (図７, J. Phys. 
Chem. C 2007, 111, 1194; 特願 2007–87334; 特開 2008–251581)。DMF中、100 ºCで金属触媒
を除去した SWNTsと P(H2P)16を熱処理することにより目的とする超分子を得た。未反応の

SWNTs および P(H2P)16は遠心分離により除去した。得られた高懸濁液を紫外可視近赤外吸

収分光法で観測した結果、超分子複合体中のポルフィリンのソーレー帯は、P(H2P)16に比べ

て 10ナノメートル赤色移動した。このことからポルフィリンとナノチューブ間で π–π相互
作用があることがわかった。また、半導体性ナノチューブの第一バンド間遷移 (S11) は、
ナノチューブのみを DMFに懸濁させたものと比較してシャープになった。これは超分子複
合体を含むDMF懸濁液中に、独立のナノチューブが豊富に含まれているためであり、実際、
高分解能透過型電子顕微鏡 (HRTEM) で観察した結果、多数の独立したナノチューブが確
認できた。これは SWNTs表面がペプチド鎖により被覆されたためであると考えられる。ま
た、出発物質のナノチューブに比べて約 1.3 ナノメートルの直径を有するナノチューブが
豊富に含まれていた。従って、ポリペプチド骨格を有するポルフィリン集合体を用いるこ

とにより、直径選択的にナノチューブを抽出できることがわかった。 
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図 7. ポルフィリンペプチドヘキサデカマーと SWNTとの超分子錯体形成。 
 
 本超分子の DMF懸濁液を光照射してポルフィリン部位を励起すると、超分子内光誘起電
子移動により電荷分離状態の過渡吸収スペクトルが観測された。その寿命は常温で 0.37 ミ
リ秒となり、これまでにナノチューブを用いた電荷分離寿命としては最長となった。これ

は従来と異なり、非破壊の SWNTsを用いたため、電荷分離状態生成後に効率的な電子のマ
イグレーションが起こったためであると考えられる。 
 上述のように単層カーボンナノチューブ (SWNT) を電子アクセプターとした場合、一般
に電荷分離のエネルギーは低くなる。そこで SWNT を電子ドナーとして用い、種々の補酵
素 (CoQ10, VK1, RF) を電子アクセプターとした超分子形成を行った (図８, Chem. Commun. 
2009, 4997)。種々の p–ベンゾキノン誘導体を用いて SWNTの可溶化と複合体形成について
検討した結果、置換基としてイソプレノイド側鎖を有する補酵素 Q10を用いた場合において

のみ超分子複合体 (SWNT–CoQ10) を形成することがわかった。得られた SWNT–CoQ10の構

造を透過型電子顕微鏡によって確認した結果、バンドル構造を引きはがされたナノチュー

ブが観測された。これは SWNT 表面をキノン誘導体が被覆したためであると考えられる。
この SWNT–CoQ10の DMF分散液に光照射してキノン部位を励起すると、分子内光誘起電子
移動により電荷分離状態が生成し、450 – 650 nm 付近にセミキノンラジカルアニオンに由
来する過渡吸収スペクトルが観測された。また、近赤外領域においては SWNT の酸化状態
に由来するブリーチングバンドが観測されたことから、ナノチューブを電子ドナーとした

光誘起電子移動により電荷分離状態が生成していることが明らかとなった。 可視領域にお
ける 610 nmの過渡吸収、近赤外領域における 890 nm および 1160 nm の過渡吸収の減衰か
ら、その電荷分離寿命を 4.8 ± 0.4 ps と決定した。本複合体の光ダイナミクスについて検討
した結果、SWNT を電子ドナーとした電子移動反応が進行し、従来のナノカーボン複合体
を遙かに凌駕する高エネルギーな電荷分離状態を生成していることがわかった。 
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図 8. SWNTと電子アクセプターとの超分子錯体形成。 
 
4.6 電荷分離型超分子光デバイス  
 上述の非平面型歪みを有するポルフィリンを用いることで、平面型ポルフィリンでは作

り得ない新たな電荷分離型構造体の構築および光デバイスへの応用展開が可能となった。

例えば、サドル型に歪んだ Mo (V) ドデカフェニルポルフィリンをトルエン・メタノール中
で結晶化すると、内部に通常不安定な４核 Mo オキソクラスターを内包した超分子集積体
「ポルフィリンナノチューブ」が得られる (Angew. Chem. Int. Ed. 2004, 43, 1825; Chem. Mater. 
2007, 19, 51)。サドル型 H4DPPCl2をヒドロキノン共存下 CHCl3/MeCN混合溶媒中で結晶化
させると、ヒドロキノンをゲスト分子に取り込んだ超分子「ポルフィリンナノチャンネル」

が得られた (図９, Chem. –Eur. J. 2007, 13, 8714)。これらの集積体では、歪んだポルフィリン
が作り出す「閉じた空間」内にゲスト分子を非共有結合性相互作用により取り込むことが

できる。ポルフィリンナノチャンネルは電子受容体である H4DPPCl2と電子供与性ゲスト分

子からなる結晶であり、固体中での光電子移動により、光をスイッチとした光伝導性が発 
 

 
図 9. ヒドロキノンを包摂したポルフィリンナノチャンネル (PNC–H2Q) の結晶構造。 
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現する。ポルフィリンナノチャンネル内には電子供与体であるヒドロキノン類だけでなく 
有機伝導体の材料としてよく用いられ、かつ優れた電子供与性を示すテトラチアフルバレ

ン (TTF) もゲスト分子として取り込むことができる。その結果、ポルフィリンナノチャン
ネル複合体 (PNC–TTF) が得られた (Chem. Mater. 2008, 20, 7492)。PNC–TTF結晶に、２端
子法で端子付けし、伝導度測定を行うと電界強度 3.5 × 104 V/cmのとき、633 nmの He–Ne
レーザー (5 mW) 照射により 0.7 nAの光電流が観測された (図１０b)。また電気伝導度に
は、PNC–TTF 結晶の方向依存性があり、π−π 相互作用が存在する c 軸方向と c 軸に垂直な
方向とでは c 軸方向に約 10 倍大きい伝導性が見られた (図１０a, b)。これは今後光スイッ
チとしての応用が期待される。 
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図 10. (a) 異方性を有する PNC–TTF光電流発生応答; c軸方向（○）、c軸と垂直方向（□）。
(b) 光電流応答；V cm–1: a, 3.5 × 104; b, 3.1 × 104; c, 2.6 × 104; d, 2.1 × 104。 
 
4.7 電荷分離型超分子太陽電池  
 光捕集効率を向上させるためには光捕集能に優れたポルフィリンを組織的に集合化して

電子受容体と超分子錯体を形成させる必要がある。そこで、直鎖ペプチドオリゴマーを用

いてポルフィリンを集合化させ、これをフラーレン (C60) との π–π 相互作用により超分子
を形成させた。得られた超分子を電極上に電析法 (セルを図１１b に示す) により固定化し
た (図１１a, J. Mater. Chem. 2007, 17, 4160)。この光電変換特性はポルフィリンの数の増加と
ともに飛躍的に向上した。 光電流応答は可視光全領域のみならず、ポルフィリンーフラー

レンの電荷移動吸収帯由来の近赤外領域 (950 nm程度まで) まで広がり、このことはポルフ
ィリンとフラーレンの相互作用が波長領域の広域化に大きく寄与していることを示す。光

電流発生のアクションスペクトルでは、C60の添加濃度が増すにつれて劇的な IPCE 値の増
加が観測され、ポルフィリンから C60への効果的な電子移動が起こっていることがわかる。

また、ポルフィリンペプチドオリゴマーの鎖長が長くなるとともに IPCE値が向上した。こ
れは鎖長が長いほどポルフィリン環の間にフラーレンを取りこんだ超分子錯体を形成しや

すくなるため、ポルフィリンから C60への電子移動がより効率良く起こるためであると考え

られる。１６のポルフィリンを有するポルフィリンヘキサデカマーでは、IPCE値が約 60 %、
光電変換効率は約 2 ％まで向上した (図１１c)。これは有機分子だけで構成された初めての
超分子有機太陽電池である。 
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図 11. (a) ポルフィリンペプチドオリゴマー [P(H2P)n (n = 1, 2, 4, 8, 16)]。(b) 電析セル。(c) 
ポルフィリンペプチドオリゴマー・C60超分子太陽電池の電流・電位曲線； a: (P(H2P)16+C60)m, 
b: (P(H2P)8+C60)m, c: (P(H2P)1+C60)m。 
 
 ポルフィリンアルカンチオールで修飾された金ナノ粒子を用いても、フラーレン (C60) 
と π–π相互作用により超分子錯体が形成され、それを用いた超分子太陽電池を作製できる。
この場合も C60の添加濃度が増すにつれて劇的な IPCE 値の増加が観測された。また、アル
カンチオールの鎖長の増加とともに IPCE値が向上した。鎖長が１５の場合のエネルギー変
換効率 (η) は 1.5 % になった (J. Am. Chem. Soc. 2005, 127, 1216)。このような多層膜におい
ては、ポルフィリンとフラーレンの効果的な集合化により高効率な電荷分離特性および輸

送特性が得られ、そのため比較的高いエネルギー変換特性が達成できたと考えられる。 
 上述の超分子的手法は、有機分子のみを用いることが可能であり、まだ効率は低いもの

の、今後低コスト高効率太陽電池を開発する上で有望なものであると言える。 
 
4.8 水素貯蔵・運搬システム  
 水素は燃焼により水しか生じないのでクリーンエネルギーとして使用すれば、究極の地

球温暖化対策になる。しかし、室温で気体であること、反応性が高く空気中で発火や爆発

しやすいことなどから、安定して供給あるいは貯蔵することが困難である。しかし、水素

を CO2固定触媒でギ酸に変換すれば、液体として貯蔵することができる (Eur. J. Inorg. Chem. 
2008, 1351)。水素が必要な場合には、選択的に水素を発生するギ酸分解触媒を用いれば良い。
ギ酸は天然に存在し、生物生産も可能であるため、化石燃料を用いない環境調和型の水素

源として有望である。さらに、ギ酸として水素を備蓄すればするほど CO2 を削減でき、地

球温暖化対策として非常に有効な方法となる。 
 水素の活性化については、ヒドロゲナーゼの活性種モデル錯体の単離、構造決定 (スキー
ム１１) に初めて成功した (Science 2007, 316, 585)。CO2固定触媒についても水溶液中で効

率良く水素からギ酸ができるものを開発した (Dalton Trans. 2006, 4657)。一方、水中でギ酸 
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スキーム  11 
 
を触媒的に分解し、選択的に高効率で水素が発生する触媒も開発した。金属錯体を均一系

分子触媒とする、ギ酸分解による触媒的水素発生反応は、一般に有機溶媒中で比較的高温

において進行する。本研究では、有機ロジウム (III) 錯体 [RhIII(Cp*)(bpy)(H2O)]2+ (1) (Cp* = 
ペンタメチルシクロペンタジエニル、bpy = 2,2’–ビピリジン) が常温常圧水中において、触
媒的にギ酸を分解して選択的に水素を発生する高効率な水素発生触媒として機能すること

を見出した (特願 2007–247656; 特開 2009–078200; ChemSusChem 2008, 1, 827)。水素と CO2

の発生は等量であり、CO の発生は全く認められなかった。水素発生速度は、pH に依存し
て大きく変化し、示適 pHは 3.8であることがわかった。その触媒反応の中間体であるギ酸
錯体 (2)、ヒドリド錯体 (3) の生成も確認できた (スキーム１２)。重水中 pD5.2におけるギ
酸 (HCOOH) の分解反応では、水素ガスとしてD2 (73 %) が主に発生し、同時にHD (24 %)、
H2 (3 %) が発生した。このように、重水素源としては比較的安価な重水中で安価なギ酸 
(HCOOH) を分解して高価な D2 ガスを選択的に生成させることができた  (特願
2008–256900)。一方、低 pH 条件の H2O 中で重水素化ギ酸 (DCOOH) の分解では、非常に
高価な HDガスを高選択的 (84 %) に得ることができた。また、イリジウム−ルテニウム複
核錯体 [IrIII(Cp*)(H2O)(bpm)RuII(bpy)2]4+ (bpm = 2,2’–ビピリミジン) を触媒として用いると、
pH 3.8において TOFは最大 426 h–1となり、[RhIII(Cp*)(bpy)(H2O)]2+の TOF (28 h–1) に比べて
触媒活性が著しく向上した  (J. Am. Chem. Soc. 2010, 132, 1496; 特願 2009–060187; 
PCT/JP2007/060115)。 
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4.9高原子価金属オキソ種の電子移動反応  
 光を用いて水から酸素と水素を発生できるようにするためには、水の酸化および還元両

方の能力を有する電荷分離分子だけでなく水の酸化触媒と還元触媒の開発が必要となる。

上述のように水の酸化および還元両方の能力を有する電荷分離分子の開発、水の還元触媒

の開発はできたので、残された課題は水の酸化触媒の開発である。光合成において水の酸

化は高原子価金属オキソ種が活性種として機能している。水の酸化触媒を開発するために

はまず高原子価金属オキソ種の電子移動特性を明らかにする必要がある。 
 これまでの研究で、マンガンポルフィリンを一電子酸化剤である  [Ru(bpy)3]3+ (bpy = 
2,2'–bipyridine) で電子移動酸化すると、水が酸素源となり、高原子価マンガンオキソ錯体が
生成することがわかった。これは水を酸化的に活性化して高原子価マンガンオキソ錯体を

生成させた世界で初めての例である。さらにその電子移動特性を明らかとした (スキーム 
１３, J. Am. Chem. Soc. 2009, 131, 17127)。 
 

 

スキーム  13. 高原子価マンガンオキソ錯体の電子移動特性。 
 
 また、Ce4+ (CAN) を一電子酸化剤として用いたルテニウム錯体の電子移動酸化によって
高原子価ルテニウムオキソ種が生成することを見いだし、水を酸素源とする基質の選択的

酸素化反応を開発した (スキーム１４, Angew. Chem. Int. Ed., 2008, 47, 5772)。さらに非ヘム
鉄 (IV) オキソ種についても同様にして電子移動酸化により生成させ、水を酸素源とする基
質の選択的酸素化反応に適用できることを示した (Angew. Chem. Int. Ed. 2009, 48, 1803)。こ
の非ヘム鉄 (IV) オキソ種を NADH 類縁体を用いて酸素の還元的活性化により生成させる
ことにも成功した (J. Am. Chem. Soc. 2009, 131, 13910)。 
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スキーム  14. 電子移動による高原子価ルテニウムオキソ錯体の生成及び水を用いた基質
の酸素化反応。 
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 非ヘム鉄 (IV) オキソ錯体の電子移動特性については、その電子移動反応速度定数のドラ
イビングフォース依存性をマーカス理論に基づいて解析することにより初めて明らかにし

た(J. Am. Chem. Soc. 2008, 130, 434)。また、非ヘム鉄 (IV) オキソ錯体水素移動反応及びヒド
リド移動反応機構を解明した (Angew. Chem. Int. Ed. 2008, 47, 7321, J. Am. Chem. Soc. 2008, 
130, 15134)。さらに非ヘム鉄 (IV) オキソ錯体の電子移動特性に対するプロトン及び軸配位
子の効果を明らかにした (Chem. –Eur. J. 2010, 16, 354)。 
 光合成 PSII における酸素発生中心では Mn (V) オキソ種が活性種であることがわかって
いるが、その近傍にある Ca2+イオンの役割はまだ不明である。これまでに高原子価金属オ

キソ種と金属イオンとの相互作用については報告例がなかった。本 SORST研究では、非ヘ
ム鉄 (IV) オキソ種に Sc3+イオンが結合した錯体のＸ線結晶構想を初めて明らかにした 
（図１２, Nature Chemistry 投稿中）。また、Sc3+が結合すると非ヘム鉄 (IV) オキソ種への
電子移動が 1 電子から２電子へ変化することを見出した。これは PSII の酸素発生中心にお
ける Ca2+イオンの役割がオキソ種の親電子性を高めて水との反応を活性化することを示唆

する。 
 

 

図 12. (a) 非ヘム鉄 (IV) オキソ種と Sc(OTf)3との錯体 [(TMC)FeIV(O)–Sc(OTf)4(OH)] (TMC 
= 1,4,8,11–tetramethyl–1,4,8,11–tetra–azacyclotetradecane) の結晶構造。 (b) 化学構造。 

 
得られた研究成果の状況及び今後期待される効果  
 
 上述のように我々はこれまで人工光合成研究に取り組み、光合成反応中心の多段階電子

移動による電荷分離を分子レベルで実現し、光合成の電荷分離寿命に匹敵する人工光電荷

分離分子の開発に成功し、その後も電荷分離寿命の世界記録を次々と大幅に更新した。ま

た、一回の光励起によって水の酸化と還元を同時に行なうのに充分な酸化力、還元力を有

する人工光電荷分離分子を開発することができた。この場合、単純なドナー・アクセプタ

ー２分子連結系を用いて、高エネルギー・長寿命の電荷分離状態を得ることができるので、

プロセスが単純化され、低コスト化をはかることができる。また、長寿命電荷分離分子の

有機エレクトロニクスへの展開も可能となった。また、この高エネルギー・長寿命の電荷

分離分子を用いて様々な光触媒反応を開発した。メソポーラスシリカアルミナの中に電荷

分離分子を挿入することで、その光触媒活性及び安定性をさらに向上させることができた。

光触媒を挿入したメソポーラスシリカアルミナに水の酸化触媒、還元触媒を組み合わせる

ことにより、太陽エネルギーを利用して水からクリーンエネルギーである水素を得ること

も夢ではなくなった。得られた水素を用いて CO2 を還元することにより液体であるギ酸と

して貯蔵し、これを必要に応じて水素に変換できる触媒システムも開発した。これは、水
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素エネルギー社会の実現、地球環境エネルギー問題の根本的解決につながる基盤技術とな

ることが期待される。人工光合成研究は究極の地球温暖化対策として世界中で活発に行わ

れているが、光捕集、電荷分離、水の酸化還元、CO2固定すべての過程を総合して取り組ん

でいるのは本 SORST研究が世界でも唯一のものである。政府は 2020年までにCO2排出 25 %
削減 (1990年基準) を掲げているが、本研究のような人工光合成研究のさらなる発展がその
正否の鍵となると言っても過言ではない。 
 
５．類似研究の国内外の研究動向・状況と本研究課題の位置づけ  
 中間評価結果では以下に記すように非常に高い評価を得ているともに今後の発展が期待

されている。 
 
 研究の進捗状況と今後の見込み：これまでの研究で得られた成果を基に、新規材料の設

計・合成や反応のメカニズムの解明が進んでいる。高エネルギー・長寿命電荷分離分子の

開発では、これまでの研究成果に加え、新たにアクリジニウムイオンを電子受容体として

用い、これにドナー分子を直接結合することで、世界的にもトップレベルの結果が得られ

た。また、アクリジニウムイオンをポルフィリンダイマーに挿入した構造を検討し、電子

移動状態での長寿命化を達成すると共に、それらを用いた新しい光有機合成化学を開拓し

つつある。人工光合成型太陽電池の開発に関しても、光捕集系分子や電子受容体に新しい

材料の組み合わせを検討し、初期段階ながらエネルギー変換効率の高いシステムを開発す

る等、研究の進捗は極めて良好である。 
 研究成果の現状と今後の見込み: 研究代表者による光をトリガーとする分子複合系の電
子移動制御という考え方は、化学反応の新しい局面を開拓しつつあり、興味ある課題が次々

に生み出されている。当初計画には無かったエタノールから水素を発生させる新プロセス

開発や、蟻酸を使った新エネルギーシステムの提案はその代表例である。それらが学術雑

誌に掲載されていることからも明らかなように、サイエンスとして重要な価値を持ってい

る。さらに、工業技術としても重要な価値を有して本研究の成果は非常に高いと言える。

これらの一部は知的財産権として確立されつつあるようであるが、今後は、従前にも増し

た知的財産権獲得に注力されることを期待する。 
 総合的評価: 高エネルギー・長寿命電荷分離分子の開発とこれらを安定に保持する材料の
組み合わせについての検討、既知分子の新しい組み合わせによる高いエネルギー変換効率

の達成等、本研究は高く評価出来る。特に電子をコントロールする方法から新しい触媒の

概念を創出し、また、化学反応をシステム的にとらえる等、化学反応の新局面への展開を

行っている点で科学的インパクトは大きい。また、本研究課題のもたらす成果は、地球全

体が抱える環境・エネルギー問題を解決する糸口となる可能性がある。特に今回開発され

た光触媒材料は他分野にも広く応用出来る可能性を持っており、材料自身の経時変化や信

頼性等の実用性が確認されれば、さらに大きな技術的インパクトが期待される。 
 
 この中間評価における今後の見込みは、上述のようにさらに大きく発展した。特に長寿

命電荷分離分子については、新たな分子の開発 (フラビン及びクマリン) だけでなく、メソ
ポーラスシリカアルミナ内に挿入することによるさらなる長寿命化と光触媒としての安定

性向上をはかることができた。また、ギ酸を用いた水素貯蔵・運搬法の提案も常温・常圧

における効率的な CO2 固定触媒の開発及びより活性なギ酸からの水素発生触媒の開発によ

り実用化も視野に入る段階になった。さらに新たな電荷分離型複合ナノ炭素材料を開発し、

電荷分離型超分子も様々なタイプのものが系統的に得られるようになった。 
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 米国エネルギー省 (DOE) は、環境技術は初期投資を伴うものの、必ず避けて通れない課
題であるとの認識の下、「太陽エネルギー変換技術の開発」を長期目標に掲げた HELIOSプ
ロジェクトを推進している。このプロジェクトは 2 年間ほどの準備期間を経て、2008 年 2
月から正式にスタートした。また、全米科学財団 (NSF) による太陽エネルギーの化学エネ
ルギーへの変換に関するプロジェクト (CCI Solar) では、太陽光を利用して水から水素を製
造することを目標としている。いずれのプロジェクトも目指すところは我々の SORST研究
と同じである。国際的な連携を深めるために、研究代表者 (福住) が「HELIOS」及び「CCI 
Solar」プロジェクトの主要研究者を招聘し、2008年 12月 8–10日、サンフランシスコで人
工光合成を含む環境エネルギー化学に関する国際会議を開催した (図１３)。ここでも我々
の人工光合成研究は高い評価を得た。ここで得られた「HELIOS」及び「CCI Solar」プロジ
ェクトとの国際連携を今後一層強化して、さらに人工光合成研究を発展させたいと考えて

いる。 
 

 

図 13. アメリカの環境エネルギー関連プロジェクト （HELIOSと CCI Solar） の PIとの国
際会議 (研究代表者主催) ; 2008年 12月 8–10日、サンフランシスコにおいて開催。 
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６．研究実施体制   
 (1) 体制：すべて大阪大学大学院工学研究科福住研究室で実施 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (2) メンバー表                                                           
   福住グループ  
 

氏名 所属 役職 
（身分） 

担当する研究項目 参加時期 

福住 俊一 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

教授 研究計画および統括 
H16.11～ 

山田 裕介 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

准教授 
電子移動触媒システ

ムの開発 

H21.4~ 

末延 知義 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

助教 触媒機能解析 
H16.11～ 

大久保 敬 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
員 

光電子移動システム

設計・合成および解析 

H16.11～ 

小笠原 史惠 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
補助員 

研究データの収集、解

析 

H20.4~ 

電荷分離分子開発グループ 
福住、大久保、末延 

 
電荷分離分子の合成・光触媒機能評価を担当 

水の酸化触媒開発グループ 
福住、山田、末延 

 
高原子価金属オキソ種を用いた水の酸化触媒

開発と光触媒との組み合わせを担当 

研究代表者 
福住俊一 

 
人工光合成システム設計 

人工光合成型超分子太陽電池開発グループ 
福住、末延、大久保 

 
電荷分離型超分子を用いた有機太陽電池開発

を担当 

水素貯蔵・運搬システム開発グループ 
福住、山田、末延 

 
水素とギ酸の相互変換触媒開発を担当 
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スチュワート 

五十鈴 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
補助員 

研究データの収集、解

析 

H20.10~
H21.10 

小江 誠司 
九州大学 
未来化学創造センタ

ー 
教授 

金属錯体触媒の合成

および構造解析 

H16.11～ 

小島 隆彦 
筑波大学大学院数理

物質科学研究科 教授 
金属錯体及びポルフ

ィリン超分子の設

計・合成・構造解析 

H17.11～ 

村田 英幸 
北陸先端科学技術大

学院大学 准教授 
有機デバイスの開

発・評価 

H19.9～ 

湯浅 順平 
奈良先端科学技術大

学院大学 助教 
電子移動触媒システ

ムの開発 

H16.11～ 

Pance Naumov 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

特任講

師 
光励起種の X線結晶
構造解析 

H20.4~ 

小谷 弘明 日本学術振興会 
特別研

究員 
光合成反応中心モデ

ルの開発 

H16.11～ 

田仲 真紀子 日本学術振興会 
特別研

究員 
生体系電子移動シス

テムの解析 

H16.11～
H21.9 

宮崎 総司 日本学術振興会 
特別研

究員 
金属錯体の設計・合

成・構造解析 
H17.12～ 

中西 達昭 日本学術振興会 
特別研

究員 

ポルフィリン超分子

の設計・合成・構造解

析 

H18.4~H22.1 

大谷 政孝 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H17.4~ 

川島 知憲 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 生体系電子移動解析 
H16.11～ 

村上 元信 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H17.4~ 

高井 淳朗 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H17.4~ 

金光 洋修 
九州大学 
未来化学創造センタ

ー 
DC2 

生体系電子移動シス

テムの解析 

H17.4~ 

横山 温和 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC2 
ポルフィリン超分子

の設計・合成・構造解

析 

H17.10~ 
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小林 岳史 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H19.5~ 

花崎 亮 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H19.5~ 

本多 立彦 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
ポルフィリン超分子

の設計・合成・構造解

析 

H19.5~ 

矢野 雄一 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体の設計・合

成・構造解析 

H19.5~ 

乾 祐巳 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H20.4~ 

土井 馨 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H20.4~ 

水島 健太郎 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H20.4~ 

Mustafa Supur 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H20.10~ 

兼松 正典 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC1 
ポルフィリン超分子

の設計・合成・構造解

析 

H20.4~ 

小林 崇希 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC1 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H21.4~ 

中山 和哉 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC1 
金属錯体の設計・合

成・構造解析 

H20.4~ 

村上 将人 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC1 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H20.4~ 

森本 祐麻 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC1 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H20.4~ 

洪 達超 大阪大学工学部 B4 
生体系電子移動シス

テムの解析 
H21.4~ 

福西 友理恵 大阪大学工学部 B4 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 
H21.4~ 

前中 佑太 大阪大学工学部 B4 
ポルフィリン超分子

の設計・合成・構造解

析 

H21.4~ 

矢野 謙太郎 大阪大学工学部 B4 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 
H21.4~ 
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Wentong Chen 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

特任研

究員 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H20.4~ 

Jung Hei Choi 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

特任研

究員 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H20.4~ 

Mohamed E. 
El-Khouly 

大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

特任研

究員 
光電子移動システム

設計・合成および解析 

H20.7~ 

(下記離脱者） (離脱時所属）      

伊藤 攻 
東北大学 
多元物質科学研究所 教授 光ダイナミクス測定

および解析 

H16.11~
H19.3 

荒木 保幸 
東北大学 
多元物質科学研究所 助教 

光ダイナミクス測定

および解析 

H16.11~
H19.3 

渋谷ひとみ 
科学技術振興機構本

部雇用 

JSTチー
ム事務

員 
研究事務 

H16.11~
H17.3 

林  秀樹 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
員 

金属錯体触媒の合成

および構造解析 
H16.11~
H17.3 

原田 了輔 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
員 

生体系電子移動シス

テムの解析 
H17.4~H18.3 

岡見 彩 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
補助員 

研究データの収集、解

析 
H17.4~H19.5 

山口 彩子 
科学技術振興機構本

部雇用 

JSTチー
ム事務

員 
研究事務 

H17.4~H20.3 

川端 由佳 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
補助員 

研究データの収集、解

析 
H19.6~H20.3 

奥野 江里子 
科学技術振興機構本

部雇用 
JST研究
補助員 

研究データの収集、解

析 
H20.4~H20.9 

羽曽部 卓 日本学術振興会 
特別研

究員 
人工光合成型太陽電

池の開発 
H16.11~
H17.3 

岡本  健 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC2 
光合成反応中心モデ

ルの開発 

H16.11~
H17.3 

北口 博紀 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 
金属錯体触媒の合成

および構造・反応解析 

H16.11~
H18.3 

須賀  教 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 
光触媒システムの開

発 

H16.11~
H18.3 

西田 裕美 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H17.3 

尼崎 一路 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
光合成反応中心モデ

ルの開発 

H16.11~
H17.3 
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武部 能節 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H17.3 

服部 繁樹 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
人工光合成型太陽電

池の開発 

H16.11~
H17.3 

岸 貴志 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H18.3 

村田 裕輔 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H18.3 

行本 和紗 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
生体系電子移動シス

テムの解析 

H16.11~
H18.3 

南條 崇 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
電子移動触媒システ

ムの開発 

H16.11~
H18.3 

西村 貴史 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H18.3 

水野 琢也 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H18.3 

川口 久美子 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

B4 生体系電子移動解析 
H16.11~
H17.3 

上原 啓嗣 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 
金属錯体触媒の合成

および構造・反応解析 

H16.11~
H19.3 

斎藤 健二 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 金属錯体触媒の合成

および構造・反応解析 

H16.11~
H19.3 

久禮 文章 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC3 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H19.3 

柳本 高廣 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

DC1 
光合成反応中心モデ

ルの開発 

H17.4~H19.3 

猪木 大輔 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H16.11~
H19.3 

小野 俊哉 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
生体系電子移動触媒

システムの開発 

H16.11~
H19.3 

山田 俊介 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
電子移動触媒システ

ムの開発 

H16.11~
H19.3 
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嘉部 量太 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H17.4~H19.3 

岡田 悠登 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC1 
生体系電子移動シス

テムの解析 

H17.5~
H18.11 

金光 洋修 
"大阪大学大学院工学
研究科 
生命先端工学専攻" 

MC2 
生体系電子移動シス

テムの解析 

H17.4~H20.3 

伊藤 彰規 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
ポルフィリン超分子

の設計・合成・構造解

析 

H18.4~H20.3 

平佐 典久 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体の設計・合

成・構造解析 

H18.4~H20.3 

森本 剛 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体の設計・合

成・構造解析 

H18.4~H20.3 

岩田 亮介 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H18.5~H21.3 

英  翔 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
ポルフィリン超分子

の設計・合成・構造解

析 

H18.5~H21.3 

平井 雄一郎 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H18.5~H21.3 

藤岡 直史 
大阪大学大学院工学

研究科 
生命先端工学専攻 

MC2 
金属錯体触媒の合成

および反応解析 

H18.5~H21.3 
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７．研究期間中の主な活動  
 (1)ワークショップ・シンポジウム等       
 
年月日 名称 場所 参加人

数 
概要 

H21.10.28 第５回 SORST横断
デバイス物性研究会 

大阪大学コンベ

ンションセンター 
50名 有機化合物・無機化合物

のデバイスへの応用を目

指した研究会 
H21.2.12–13 SORSTシンポジウム

（2） 
フレクシブルデバイス

/マテリアルの未来像 

コクヨホール 500名 有機材料をもととする、光

電変換デバイス／人工光

合成を主題として討論が

行われた。 
H20.10.3–5 第１９回基礎有機化

学討論会 
大阪大学コンベ

ンションセンター 
600名 当該分野の最先端研究

発表会。 
Laren M. Tolbert教授、小
松紘一教授の特別講演。

口頭発表 84 件。ポスター
300件が行われた。 

H20.10.1 第４回 SORST横断
デバイス物性研究会 

大阪大学先端科

学イノベーション

センターVBL棟 

50名 有機化合物・無機化合物

のデバイスへの応用を目

指した研究会 
H20.9.9–10 第４回分子情報ダイ

ナミクス研究会 
大阪大学 
銀杏会館 

45名 有機化合物・無機化合物

のデバイスへの応用を目

指した研究会 
H20.3.22–23 International 

Symposium on 
Advanced Science 
and Biotechnology 

2008 

大阪 80名 国内外の生物無機化学

の著名人を招待して開か

れた国際シンポジウム 

H20.3.14–15 The 1st International 
Symposium on 
Photofunctional 

Devices 
 

第 1回 光機能デバ

イス国際シンポジウ

ム 

大阪 100名 日本で開発された各種

材料・デバイスを海外向

けに発信するとともに、

海外からの有識者を招

聘し、協同で討論を行

い、JST研究課題のさら
なる発展を目指す国際

シンポジウム。 
 

H20.1.27–29 The 1st International 
Global COE 

Symposium on 
Global Education and 
Bio–Environmental 

Chemistry 
(GCOEBEC–1) 

大阪 250名 大阪大学が採択されたグ

ローバル COE プログラム
が主催する第１回目の国

際シンポジウム。 

H19.8.8 配位化合物の光化

学 20周年記念講演
会 

神戸 80名 「配位化合物の光化学討

論会」20周年を記念して、
配位化合物の光化学を切

り開いてきた先生方４名に

講演して頂いた。 
H19.8.7–9 第 20回配位化合物

の光化学討論会 
神戸 90名 当該分野の最先端研究

発表会。口頭発表３１件。
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ポスター46 件が行われ
た。 

H19.8.6 第 3回配位化合物の
光化学夏の学校 

大阪 50名 若手研究者向けの講習会

を兼ねた研究交流会 
H19.4.13 第１回デバイス物性

研究会 
大阪大学 20名 有機化合物・無機化合物

のデバイスへの応用を目

指した研究会 
H18.4.7–9 International 

Symposium on 
Frontier Life Science 

and Technology; 
Sponsored by 

Graduate School of 
Engineering of Osaka 
University and Japan 

Science and 
Technology Agency 

ホテル阪急エキ

スポパーク 
70名 生命フロンティア融合工

学の第一線で活躍する外

国人研究者 11名（招待者
7 名）を含む 80 名以上の
参加者を得て、英語によ

る講演および活発な討議

を行なった。 

H17.10.2–3 SORST International 
Symposium on 
Homogeneous 

Oxidation Catalysis; 
Sponsored by Japan 

Science and 
Technology Agency, 

Co–sponsored by 
COE of Osaka 

University: Post 
Symposium of 5th 

World Congress on 
Oxidation Catalysis 

ホテル阪急エキ

スポパーク 
70名 均一系錯体触媒から固

体触媒までを用いた酸

化反応における世界最

大規模の学会である

WCOC の参加者から錯
体触媒を扱う参加者を

集めたポストシンポジ

ウムである。 

H17.9.7–8 第１回分子情報ダ

イナミクス研究会 
チサンホテル新

大阪 
80名 分子ダイナミクスに興味

を持つあらゆる化学分野

の研究者が集結し、討論

および情報交換をする場

が必要である。今回、「分

子情報ダイナミクス」の

研究会を開催した。 
 



 33 

 
(2)招聘した研究者等 

氏 名（所属、役職） 招聘の目的 滞在先 滞在期間 
 

Yong–Min Lee 
（梨花女子大・特任教授） 

金属オキソ種の電

子移反応の解析 
大阪大学大学院

工学研究科 
H21.7.31~8.3  

Kevin Barnese 
（カリフォルニア大ロサンゼル

ス校・博士研究員） 

新規 SOD触媒開発 大阪大学大学院
工学研究科 

H21.4.15~20  

Laren Tolbert 
（ジョージア工科大・教授） 

デバイス物性研究

会および基礎有機

化学討論会におけ

る特別講演など 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.9.26~10.6  

Heather Lucas 
（ジョンホプキンス大・博士後期

課程学生） 

銅錯体による酸素

還元反応の解析 
大阪大学大学院

工学研究科 
H20.8.31~9.25  

Wonwoo Nam 
（梨花女子大・教授） 

金属オキソ種の電

子移動反応の解析 
大阪大学大学院

工学研究科 
H20.8.9~8.10  

Yong–Min Lee 
（梨花女子大・特任教授） 

金属オキソ種の電

子移反応の解析 
大阪大学大学院

工学研究科 
H20.7.29~8.12  

Sai Ho Lee 
（シドニー大・博士後期課程学

生） 

ポルフィリン−フ
ラーレン誘導体の

光有機電子移動ダ

イナミクスの解析 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.5.5~6.18  

Nazario Martin 
(マドリード大・教授) 

第 1回光機能デバイ
ス国際シンポジウ

ム講演者 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.3.14–16  

Kyung Byung Yoon 
（西江大・教授） 

第 1回光機能デバイ
ス国際シンポジウ

ム講演者 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.3.13–16  

Kilwon Cho 
（浦項工科大・教授） 

第 1回光機能デバイ
ス国際シンポジウ

ム講演者 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.3.13–16  

Michael R. Wasielewski 
（ノースウエスタン大・教授） 

第 1回光機能デバイ
ス国際シンポジウ

ム講演者 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.3.11–17  

Dirk M. Guldi 
（エアランゲン大・教授） 

第 1回光機能デバイ
ス国際シンポジウ

ム講演者 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.3.9–16  

Li–Jun Wan 
（中国科学院・教授） 

第 1回光機能デバイ
ス国際シンポジウ

ム講演者 

大阪大学大学院

工学研究科 
H20.3.9–16  

Martin Newcomb 
（イリノイ大シカゴ校・教授） 

第 5回世界酸化触媒
会議ポストカンフ

ァレンス講演者 

札幌コンベンシ

ョンセンター、ホ

テル阪急エキス

ポパーク 

H17.9.25–10.2  

Wonwoo Nam 
（梨花女子大・教授） 

第 5回世界酸化触媒
会議ポストカンフ

ァレンス講演者 

札幌コンベンシ

ョンセンター、ホ

テル阪急エキス

ポパーク 

H17.9.25–10.2  
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Lawrence Que, Jr. 
（ミネソタ大・教授）  

第 5回世界酸化触媒
会議ポストカンフ

ァレンス講演者 

札幌コンベンシ

ョンセンター、ホ

テル阪急エキス

ポパーク 

H17.9.25–10.2  

 
 
８．発展研究による主な研究成果  
 

(1) 論文発表（英文 224件 邦文 21件） 
 

原著論文 

 
(1) Photocatalytic Oxygenation of Anthracene and Olefins with Dioxygen via Selective Radical 

Coupling using 9−Mesityl−10−methylacridinium Ion as an Effective electron Transfer 
Photocatalyst, Hiroaki Kotani, Kei Ohkubo and Shunichi Fukuzumi, J. Am. Chem. Soc., 126 (49), 
15999−16006 (2004) (doi: 10.1021/ja048363b) 

(2) pH−Selective Synthesis and Structures of Alkynyl, Acyl, and Ketonyl Intermediates in 
anti−Markovnikov and Markovnikov Hydrations of a Terminal Alkyne with a Water−soluble 
Iridium Aqua Complex in Water, Seiji Ogo, Tsutomu Abura, Keiji Uehara, Yoshihito Watanabe, 
and Shunichi Fukuzumi, J. Am. Chem. Soc., 126 (50), 16520−16527 (2004) (doi: 
10.1021/ja0473541) 

(3) Dehydrogenation versus Oxygenation in Two−electron and Four−electron Reduction of 
Dioxygen by 9−alkyl−10−methyl−9,10−Dihydroacridines Catalyzed by Monomeric Cobalt 
Porphyrins and Cofacial Dicobalt Porphyrins in the Presence of Perchloric Acid, Shunichi 
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·Indaba6 (Kruger National Park, South Africa, 2009.8.30−9.4) 基調講演 

61. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“New Developments of Artificial Photosynthesis” 
·Gratama Workshop 2009 (Delft, the Netherlands, 2009.9.13−16) 基調講演 

62. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Satoru Hiroto, Hiroshi Shinokubo, Atsuhiro Osuka (京大理), 
Fumito Tani, Yasunori Naruta (九大先導研), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Charge Separation of Directly Linked Porphyrin− and Phthalocyanine−Fullerene 
Dyads” 
·216th ECS Meeting (Vienna, Austria, 2009.10.4−9) 

63. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Roles of Metal Ions in Bioinspired Electron−Transfer Systems” 
·The 2nd Asian Conference on Coordination Chemistry (Nanjing, China, 2009.11.1−4) 基調講演 

64. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Bioinspired Artificial Photosynthetic Systems for Cutting CO2 Emission” 
·Symposium on Advanced Biological Inorganic Chemistry (Mumbai, India, 2009.11−4.7) 基調講
演 

65. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Perspectives on Bioinspired Artificial Photosynthesis” 
·The 75th ICS Meeting of the Israel Chemical Society (Tel Aviv, Israel, 2010.1.25−26) 基調講演 

66. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Metal Ion−Coupled Electron Transfer in Bioinspired Redox Processes” 
·Gordon Research Conferences: Metal in Biology (California, USA, 2010.1.31−2010.2.5) 

 
国内・招待講演 
1. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 

「電子移動化学の新しいパラダイムと応用」 
 COEに向けての化学・材料研究セミナー (九州, 2004.12.18) 

2. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動化学の新しいパラダイムと応用」(日本化学会賞受賞講演) 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川, 2005.3−26−29) 
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3. 福住俊一, 斎藤健二 (阪大院工, SORST), 羽曾部卓 (北陸先端大) 
「超分子人工光合成システム」 
·第 49回日本学術会議材料研究連合講演会 (京都, 2005.9.15−16) 

4. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「分子複合系エネルギー変換システム」 
 CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

5. 大久保敬 (阪大院工, SORST) 
「超長寿命電荷分離状態を有するドナー・アクセプター連結系の分子デザイン」 
·第 2回 SORSTプロジェクト横断計算科学研究会 (東京大, 2006.1.17−18) 

6. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「人工光合成の新展開」 
·多電子酸化還元を駆動する触媒シンポジウム (東工大, 2006.3.1) 

7. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「生体関連電子移動反応における金属イオンの役割とその利用」 
·分子研研究会 (岡崎, 2006.3.18−20) 

8. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
「Primary Roles of Coordination Chemistry in Solar Energy Conversion Systems」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

9. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「生命機能を越える電子移動系の構築と応用」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18). 

10. 小島隆彦 (阪大院工, SORST) 
「歪んだポルフィリン分子を基盤とする分子包接ナノ構造の構築とその機能開発」 
·有機合成協会九州山口支部 第１８回若手研究者のためのセミナー (福岡, 2006.8.17−18). 

11. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「生物に学ぶ太陽エネルギー変換電子移動システム」 
·日本生物工学会平成 18年度大会 (大阪大, 2006.9.11−13). 

12. 末延知義 (阪大院工, SORST) 
「金属錯体の光化学と光−化学エネルギー変換」 
·フロントリサーチャー育成プログラムシンポジウム~機能性物質が拓く明日の化学~ (九
州大, 2006.11.21−22). 

13. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「人工光合成システム」 
·ポスト京都議定書時代に向けて, グリーンフォーラム (2007.6.27) 

14. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ナノカーボン材料を用いた光合成モデル」 
·日本化学会第１回関東支部大会 (首都大, 2007.9.27−28) 

15. 大久保敬 (阪大院工, SORST) 
「天然を凌駕する電荷分離寿命を有するドナー・アクセプター連結分子を用いた光触媒反

応」 
·新物質創製研究アスペクト研究交流会 (筑波大, 2007.10.6) 

16. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「地球温暖化対策としての人工光合成」 
·理研シンポジウム (理研, 2007.10.17) 

17. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
「Bioinspired Artificial Photosynthesis」 
·第 67回岡崎コンファレンス(分子科学とケミカルバイオロジーによる生体機能の理解) (岡
崎, 2007.11.10−12.) 

18. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「太陽光による水素生産, 新しい光触媒反応」 
·JSTシンポジウム (東京, 2007.12.22) 
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19. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「生命環境化学グローバル教育研究拠点」 
·「物質･材料科学研究推進機構」講演会 (東工大, 2008.1.23) 

20. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「生命環境化学グローバル教育研究拠点」 
·第１回医工連携シンポジウム (名市大, 2008.3.16) 

21. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「生体に学ぶ電子移動触媒反応系の構築とエネルギー変換と有機合成への応用」 
·第 18回万有福岡シンポジウム (九州大, 2008.5.10) 

22. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「Nanoscale Model Systems of Photosynthesis for Solar Energy Conversion」 
 NIMS Conference 2008 (つくば, 2008.7.14−15) 

23. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「人工光合成の新展開と展望」 
·日本化学会東海支部地区講演会 (信州大, 2008.10.9) 

24. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「人工光合成の物理化学研究」 
·中部化学関係学協会支部連合秋季大会 (名大, 2008.11.8) 

25. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「Artificial Photosynthetic Systems」 
·太陽光エネルギーの有効利用に関するワークショップ (大阪, 2008.12.15) 

26. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「人工光合成材料」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

27. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「地球温暖化対策としての人工光合成」 
·第８９日本化学会春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

28. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「人工光合成と超分子有機太陽電池」 
·高分子学会 09−2 ポリマーフロンティア 21 (東工大, 2009.6.5) 

29. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
「Global Education and Research Center for Bio−Environmental Chemistry」 
·名古屋大学 GCOE成果報告会 (名大, 2009.6.9) 

30. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「Hydrogen Storage by Catalytic Conversion between Hydrogen and Formic Acid with Transition 
Metal Complexes」 
·第 59回錯体化学討論会 (長崎大, 2009.9.25−27) 

31. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「地球温暖化対策としての人工光合成」 
·工研シンポジウム 2009「グリーンエネルギー産業の創出をめざす基盤技術の展望」(大阪
市, 2009.10.2) 

 
口頭発表・海外開催 
1. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST) Javier Ortiz, Ana M. Gutiérrez, Fernando Fernández−Lázaro, 

Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernández大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Delayed and Selective Formation of Triplet Excited State of Perylenediimide in Zinc 
Phthalocyanine Perylenediimide Dyad” 
·207th Meeting of the Electrochemical Society (Quebec City, Canada, 2005.5.15−20) 

2. Taku Hasobe (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (Notre Dame大), Kenji Saito (阪大院工, 
SORST), Vincent Troiani, Nathalie Solladié (Louis Pasteur大), Tae Kyu Ahn (Yonsei大／Seoul大), 
Seong Keun Kim (Seoul 大), Dongho Kim (Yonsei 大), Francis D'Souza (Wichita 州立大), 
Anusorn Kongkan, Susumu Kuwabata (阪大院工), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photovoltaic Cells Composed of Supramolecular Clusters Based on Porphyrin−Peptide Oligomers 
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and Fullerenes” 
·207th Meeting of the Electrochemical Society (Quebec City, Canada, 2005.5.15−20) 

3. Kenji Saito, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Vincent Troiani, Nathalie Solladié (Louis Pasteur 
大), Suresh Gadde, Francis D’Souza (Wichita州立大), Maxwell J. Crossley (Sydney大), Yasuyuki 
Araki, Osamu Ito (東北大多元研), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Artificial Photosunthetic Models Composed of Zinc Porphyrin Assembly/Fullerne Supramolecular 
Complexes” 
·207th Meeting of the Electrochemical Society (Quebec City, Canada, 2005.5.15−20) 

4. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 
Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics of Supramolecular Complexes of Bisporphyrins with NAD+ Analogs by π−π 
Interaction” 
·207th Meeting of the Electrochemical Society (Quebec City, Canada, 2005.5.15−20) 

5. Yasuhiro Kobori (Chicago大)，Seigo Yamauchi (東北大多元研)，Shozo Tero−Kubota (東北大多
元研)，Hiroshi Imahori (京大院工)，Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST)，James R Norris Jr. 
(Chicago大) 
“Primary Charge−Recombination in an Artificial Photosynthetic Reaction Center” 
·The ACS National Meeting (Washington, DC, USA, 2005.8.28−9.1) 

6. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Fernando Fernández−Lázaro, Ángela Sastre−Santo (Miguel 
Hernández大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of a Long−Lived Charge Separated State of Donor−Acceptor Dyads by Complexation 
with Metal Ions” 
·2005 Korea−Japan Symposium on Frontier Photoscience (Busan, South Korea, 2005.10.7−11) 

7. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 
Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Extremely Long−Lived Charge Separated State in π−Complex of Bisporphyrins with Acridinium 
Ion” 
·2005 Korea−Japan Symposium on Frontier Photoscience (Busan, South Korea, 2005.10.7−11) 

8. Kojima Takahiko (阪大院工, SORST), Harada Ryosuke (九大院理, SORST), Nakanishi Tatsuaki 
(九大), “Nanostructures of Self−Assembled Saddle−Distorted Porphyrins and Metalloporphyrins 
and Their Inclusion of Functional Molecules and Metal Clusters”  
·The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005) 
(Hawaii, USA, 2005.12.15−20) 

9. Tomoyoshi Suenobu, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photocatalytic Hydrogen Evolution via the Excited−State Deprotonation of Metal Hydride 
Complexes under Visible Light Irradiation” 
·The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005) 
(Hawaii, USA, 2005.12.15−20)  

10. Takahiko Kojima (阪大院工, SORST), Tatsuaki Nakanishi, Ryosuke Harada (九大, SORST), Kei 
Ohkubo, Hiroshi Kitagawa (九大院理), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
”Porphyrin Nanochannels toward Functional Materials: Photoinduced Electron Transfer and Proton 
Conduction” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

11. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Javier Ortiz, Luis Martín−Gomis, Fernando Fernández−Lázaro, 
Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernández大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of a Charge−Separated State of a Fullerene−Trinitrofluorenone Dyad by Complexation 
with Metal” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

12. Kenji Saito (阪大院工, SORST), Vincent Troiani, Nathalie Solladié (Louis Pasteur大) Takao 
Sakata, Hirotaro Mori (阪大超高圧電顕), Yasuyuki Araki, Osamu Ito (東北大, SORST), Shunichi 
Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Synthesis and Photodynamics of Porphyrinic Peptide−Wrapped Single−Walled Carbon Nanotube” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

13. Makiko Tanaka, Ichiro Amasaki, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard 
(Bourgogne大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“π−Complex Formation between Various Bisporphyrins and Acceptor Ion and the Photodynamics” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 
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14. Nathalié Solladie (Louis Pasteur大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat 
(Notre Dame大), Kim Dongho (Center for Ultrafast Optical Characteristics Control) 
“Enhancement of Light−Energy Conversion Efficiency by Multi−Porphyrin Arrays of 
Porphyrin−Peptide Oligomers with Fullerene Clusters” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

15. Prashant V. Kamat (Notre Dame大), Taku Hasobe (北陸先端大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, 
SORST) 
“Single Wall and Stacked−Cup Carbon Nanotubes for Light Energy Conversion” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

16. Taku Hasobe (北陸先端大) Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST), Yoshinori Ohsaki, Shigeki 
Hattori, Yuji Wada (阪大院工), Prashant V. Kamat (Notre Dame大) 
“Enhanced Photoelectrochemical Properties of Shape and Functionality Controlled Organization of 
TiO2−Porphyrin−C60 Assemblies” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

17. Taku Hasobe (北陸先端大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (Notre 
Dame大) 
“Photovoltaic Cells Composed of Composite Molecular Assemblies Based on Multi−Porphyrin 
Arrays and Fullerenes” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

18. Taku Hasobe (北陸先端大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (Notre 
Dame大) 
“Ordered Structures of Porphyrins and Carbon Nanotubes and their role in Light Energy 
Conversion” 
·209th Meeting of the Electrochemical Society (Colorado, USA, 2006.5.7−12) 

19. Takahiko Kojima, Tatsuaki Nakanishi (阪大院工, SORST), Ryosuke Harada (九大, 未来化セ), 
Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Porphyrin Nanochannels toward Photofunctional Materials” 
·International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines (ICPP−4) (Rome, Italy, 2006.7.2−7) 

20. Kenji Saito (阪大院工, SORST), Vincent Troiani, Hongjin Qiu, Nathalie Solladié (Louis Pasteur
大), Takao Sakata, Hirotaro Mori (阪大超高圧電子顕), Mitsuo Ohama (阪大院理), Shunichi 
Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photosynthetic Models composed of Non−Destructive Single Walled Carbon Nanotubes 
Functionalized with Porphyrinic Polypeptides as Light Harvesters” 
·COEIEC8 (Nara, 2006.8.28−29) 

21. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), F. Javier Céspedes−Guirao, Fernando Fernández−Lázaro, Ángela 
Sastre−Santos (Miguel Hernández大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Charge Separation of Zinc Phthalocyanine–Perylenebisimide Pentameric Arrays” 
·213th ECS Meeting (Arizona, USA, 2008.5.18−22) 

22. Motonobu Murakami, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Vito Sgobba, Dirk M. Guldi, Florian 
Wessendorf, Andreas Hirsch (Erlangen大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Charge Separation of Electron Donor−Substituted Flavin and Supramolecular 
Formation with Fullerene Receptor by Hydrogen Bonding” 
·213th ECS Meeting (Arizona, USA, 2008.5.18−22) 

23. Masataka Ohtani (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (Notre Dame大), Shunichi Fukuzumi 
(阪大院工, SORST) 
“Photoelectrochemical Properties of Donor−Acceptor Nanohybrids of Size−Controlled 
Cup−Shaped Nanocarbons” 
·213th ECS Meeting (Arizona, USA, 2008.5.18−22) 

24. Shunichi Fukuzumi, Masataka Ohtani, Kenji Saito (阪大院工, SORST) 
“Size−Controlled Cup−Shaped Nanocarbons Functionalized with Porphyrins” 
·5th International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines (ICPP−5) (Moscow, Russia, 
2008.7.7−11) 

25. Takahiko Kojima, Tatsuhiko Honda, Tatsuaki Nakanishi, Kei Ohkubo (阪大院工 , SORST), 
Takamitsu Fukuda, Nagao Kobayashi (東北大院理), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“A Supramolecular Assembly Composed of Saddle−Distorted Protonated Porphyrin and 
Zn−Phthalocyanine” 
·5th International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines (ICPP−5) (Moscow, Russia, 
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2008.7.7−11) 
26. Motonobu Murakami, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 

“Formation of the Charge−Separated State in N,N−Dimethylaniline–Flavin Dyad with Millisecond 
Lifetime in Solution at Room Temperature” 
·2008 Korea−Japan Symposium on Frontier Photoscience (KJFP 2008) (Jeju, South Korea 
2008.9.25−28) 

27. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Jing Shen (University of Houston, Houston), Claude P. Gros, 
Jean−Michel Barbe (Université de Bourgogne), Karl M. Kadish (University of Houston, Houston), 
Roger Guilard (Université de Bourgogne), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Homogeneous and Heterogeneoues Catalytic Reduction of Dioxygen Using Cobalt Corroles” 
·The 4th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference (AsBIC) (Jeju, South Korea, 
2008.11.10−13) 

28. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Metal Ion−Coupled Electron Transfer in Bioinspired Electron−Transfer Systems” 
·The 4th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference (AsBIC) (Jeju, South Korea, 
2008.11.10−13) 

29. Tomoyoshi Suenobu, Takeshi Kobayashi, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Efficient Catalytic Generation of H2 From Formic Acid with a Water−Soluble Rhodium Complex” 
·The 4th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference (AsBIC) (Jeju, South Korea, 
2008.11.10−13) 

30. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos, Fernando Fernández−Lázaro, Shunichi 
Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of Charge−Separated States of Axially−Substituted Silicon Phthalocyanine Triads and 
Pentad”  
·2009 Korea−Japan Symposium on Frontier Photoscience (KJFP2009) (Sejong, South Korea, 
2009.10.30−11.3) 

 
ポスター発表・海外開催 
1. Hiroaki Kotani, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 

“Rational Design of Donor−Acceptor Linked Dyads with Long−Lived Charge−Separated States 
and Application to Photocatalytic Reactions” 
·2005 Korea−Japan Symposium on Frontier Photoscience (Busan, South Korea, 2005.10.7−11) 

2. Kei Ohkubo, Takahiro Tsuchiya, Takatsugu Wakahara, Takeshi Akasaka (筑波大), Shunichi 
Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Electron−Transfer Reduction Properties of La@C82” 
·The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005) 
(Hawaii, USA, 2005.12.15−20) 

3. Kenji Saito, Yukiyasu Kashiwagi (阪大院工, SORST), Hiroshi Imahori (京大), Vincent Troiani, 
Nathalie Solladié (St. Louis Pasteur大), Maxwell J. Crossley (Sydney大), Fukuzumi, Shunichi (阪
大院工, SORST) 
“Novel Artificial Photosynthetic Models Composed of Multiporphyrin Array–Pyridyl-naphthalene- 
diimide Supramolecular Complexes” 
·The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005) 
(Hawaii, USA, 2005.12.15−20) 

4. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 
Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of Supramolecular Complex between Porphyrin and NAD+ Analogs by π−π Interaction 
and Photoinduced Electron Transfer” 
·The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005) 
(Hawaii, USA, 2005.12.15−20) 

5. Hiroaki Kotani, Toshiya Ono, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“A New Photocatalytic Hydrogen Evolution System Using 9−Mesityl−10−methylacridinium Ion” 
·The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005) 
(Hawaii, USA, 2005.12.15−20) 

6. Takahiko Kojima (阪大院工, SORST) Taisuke Sakamoto, Soushi Miyazaki (九大院理), Kei 
Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Ruthenium−bound Pterin and Flavin Radicals and Their Electronic Structures” 
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·The 2005 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies (PACIFICHEM 2005) 
(Hawaii, USA, 2005.12.15−20) 

7. Hiromi Akahori, Kenji Ohnuma, Hideki Komatsu, Tetsuya Suzuki, Tsuyoshi Mitsuhashi (コニカミ
ノルタ㈱), Takashi Nanjyo, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Fine Control of Electron−Transfer Properties of Bisphenol Developing Agents for Silver Salt 
Photothermographic Materials by Hydrogen Bonding Substituents” 
·International Congress of Imaging Science (ICIS) ’06 (New York, USA, 2006.5.7−12) 

8. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Guolin Li (Roswell癌研), Zhongping Ou, Hui Zhao, Karl M. 
Kadish (Houston大), Ravindra K. Pandey (Roswell癌研), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Charge Separation of Zinc Chlorin−Fullerene Dyads Directly Linked at Different 
Positions” 
·International Conference on Porphyrins and Phthalocyanine (ICPP−4) (Rome, Italy, 2006.7.2−7) 

9. Kenji Saito, Masataka Ohtani (阪大院工, SORST), Hongjin Qiu, Vincent Troiani, Nathalie Solladié 
(Louis Pasteur大), Suresh Gadde, Francis D’Souza (Wichita State大), Takao Sakata, Hirotaro Mori 
(阪大超高圧電顕), Yasuyuki Araki, Osamu Ito (東北大多元研), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, 
SORST) 
“Novel Photosynthetic Model Nanohybrids Composed of MultiPorphyrinic Polypeptides and 
Carbon Nanomaterials” 
·International Conference on Porphyrins and Phthalocyanine (ICPP−4) (Rome, Italy, 2006.7.2−7) 

10. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 
Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics in Various Complexes between Acridinium Ion and Freebase, Monozinc and Zinc 
Bisporphyrins” 
·International Conference on Porphyrins and Phthalocyanine (ICPP−4) (Rome, Italy, 2006.7.2−7) 

11. Javier Ortiz, Ana M. Gutiérrez, Fernando Fernández−Lázaro, Ángela Sastre−Santos (Miguel 
Hernández 大), Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工 , SORST), Teodosio del Caño, 
Yasuhiko Shirota (阪大 VBL) 
“Phthalocyanine−Perylene Dyad−Based Photovoltaic Cell Preparation” 
·International Conference on Porphyrins and Phthalocyanine (ICPP−4) (Rome, Italy, 2006.7.2−7) 

12. Tatsuaki Nakanishi (阪大院工, SORST), Ryosuke Harada (九大, 未来化セ), Keiichi Nakayama 
(阪大院工), Kei Ohkubo, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photochemical Properties of Porphyrin Nanochannels to Exhibit Photofunctionality” 
·International Conference on Porphyrins and Phthalocyanine (ICPP−4) (Rome, Italy, 2006.7.2−7) 

13. Soushi Miyazaki, Kei Ohkubo, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Modulation of Characteristics of a Flavin Analogue Coordinated to a Ruthenium (II) Center by 
Noncovalent Interactions” 
·13th International Conference on Biological Inorganic Chemistry (ICBIC 13) (Vienna, Austria, 
2007.7.15−20) 

14. Masataka Ohtani, (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (Notre Dame大), Shunichi Fukuzumi 
(阪大院工, SORST) 
“Photoconversion Properties of Donor−Acceptor Nanohybrid Film Based on Size−Controlled 
Cup−Shaped Nanocarbons Functionalized with Porphyrins” 
·5th International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines (ICPP−5) (Moscow, Russia, 
2008.7.7−11) 

15. Atsuro Takai, (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne 大), Shunichi 
Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Enhanced Electron−Transfer Properties of Cofacial Porphyrin Dimers through π–π Interaction” 
·5th International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines (ICPP−5) (Moscow, Russia, 
2008.7.7−11) 

16. Atsutoshi Yokoyama, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Construction of Conglomerates Composed of a Saddle−Distorted Metalloporphyrin and 
Heteropolyoxometalates” 
·5th International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines (ICPP−5) (Moscow, Russia, 
2008.7.7−11) 

17. Tatsuhiko Honda, Takahiko Kojima, Tatsuaki Nakanishi (阪大院工, SORST), Takamitsu Fukuda, 
Nagao Kobayashi (東北大院理), Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics of Supramolecule Composed of Saddle−Distorted Protonated Porphyrin and 
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Zn−Phthalocyanine” 
·5th International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines (ICPP−5) (Moscow, Russia, 
2008.7.7−11) 

18. Hiroaki Kotani (東工大院工, SORST), Tomoyoshi Suenobu (阪大院工, SORST), Yong−Min Lee, 
Wonwoo Nam (梨花女子大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Electron−Transfer Properties of Non−Heme Oxoiron (IV) Complexes: Contrasting Effects of 
Axial Ligands on the Electron−Transfer vs Proton−Coupled Electron−Transfer Reactions” 
·The 4th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference (AsBIC IV) (Jeju, South Korea, 
2008.11.10−13) 

19. Tatsuhiko Honda, Takahiko Kojima, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Motoo Shiro (リガク), 
Takahiro Kusukawa, Takamitsu Fukuda, Nagao Kobayashi (東北大), Shunichi Fukuzumi (阪大院
工, SORST) 
“A Discrete Supramolecular Conglomerate Composed of Saddle−Distorted Porphyrin Dication and 
Zn (II)−Phthalocyanine Complexes” 
·The 4th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference (AsBIC IV) (Jeju, South Korea, 
2008.11.10−13) 

20. Atsutoshi Yokoyama (阪大院工, SORST) 
“Construction of Conglomerates Composed of a Saddle−Distorted Metalloporphyrin and 
Heteropolyoxo− metalates” 
·The International Workshop on Molecular Information and Dynamics 2008 (Taipei, Taiwan, 
R.O.C., 2008.11.10−12) 

21. Masataka Ohtani (阪大院工, SORST) 
“Novel Donor−Acceptor Nanohybrid System Composed of Size−Controlled Cup−Shaped 
Nanocarbons for Photochemical Energy Conversion” 
·Osaka University Forum 2008 (California, USA, 2008.12.8−10) 

22. Atsuro Takai (阪大院工, SORST) 
“Enhanced Electron−Transfer Properties of Face−to−Face Bisporphyrins through π−π Interaction” 
·Osaka University Forum 2008 (San Francisco, USA, 2008.12.8−10) 

23. Shunichi Fukuzumi, Hiroaki Kotani, Tomoyoshi Suenobu (阪大院工, SORST), Seungwoo Hong, 
Yong−Min Lee, Wonwoo Nam (梨花女子大) 
“Effects of Axial Ligands on the Electron−Transfer vs Proton−Coupled Electron−Transfer 
Reactions of Non−Heme Oxoiron (IV) Complexes” 
·ICBIC14 (名古屋, 2009.7.25−30) 

24. Takahiko Kojima (筑波大院数物), Yuichirou Hirai, Yasuhisa Mizutani (阪大院工), Kenichiro 
Ikemura, Takashi Ogura (兵庫県立大), Yoshihito Shiota, Kazunari Yoshizawa (九大先導物質), 
Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Reactivity of Ru (IV)−Oxo Complexes Derived from Proton−Coupled Electron Transfer of Ru 
(II)−Aqua Complexes” 
·ICBIC14 (名古屋, 2009.7.25−30) 

25. Yuma Morimoto, Hiroaki Kotani, Pance Naumov (阪大院工, SORST), Yong−Min Lee, Wonwoo 
Nam (梨花女子大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Structure and Reactivity of Metal Ion Complexes of Non−Heme Iron (IV)−Oxo Species” 
·ICBIC14 (名古屋, 2009.7.25−30) 

26. Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST, 梨花女子大), Tatsuhiko Honda (阪大院工, SORST), 
Tatsuaki Nakanishi (阪大院工, SORST), Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Takamitsu Fukuda, 
Nagao Kobayashi (東北大院理), Takahiko Kojima (筑波大院数物) 
“Photoinduced Electron Transfer Dynamics in Hydrogen−Bonded Supramolecular Assemblies 
Composed of a Saddle−Distorted Porphyrin Diacid and Electron Donors with a Carboxylate 
Moiety” 
·1st International Symposium on Emergence of Highly Elaborated π−Space and Its Function (大
阪, 2009.12.18−19) 
 

口頭発表・国内開催 
(国際学会) 
1. Takashi Nanjo, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 

“Efficient Oxygenation of Tetraphenylethylene to the Dioxetane by Electron−Transfer State of 
9−Mesityl−10−methylacridnium Ion” 
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·5th World Congress on Oxidation Catalysis (Sapporo, 2005.9.25−30) 
2. Takahiko Kojima (阪大院工, SORST), Taisuke Sakamoto (九大院理), Shunichi Fukuzumi (阪大

院工, SORST) 
“Reversible Dissociation and Binding of a Pyridylmethyl Arm in [Ru(TPA)(bpy)]2+ (TPA = 
Tris(2−pyridylmethyl)amine) A Novel Photochemical and Thermal Machinery” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, 2006.4.2−7)  

3. Tomoyoshi Suenobu, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of Dinuclear Organoiridium Hydride Complexes and the Deprotonation under 
Irradiation with Visible Light” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, 2006.4.2−7) 

4. Fabian Spänig, Dirk M. Guldi (Erlangen−Nürnberg大), M. Salomé Rodríguez−Morgade, Tomás 
Torres (Madrid自治大学), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Supermolecular Bis(zincphthalocyanine)−Perylenediimide Ensembles” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2007 (Osaka, 2007.3.7−9) 

5. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoreductive DNA Cleavage Induced by UVA Irradiation of Coenzyme” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2007 (Osaka, 2007.3.7−9) 

6. Shunichi Fukuzumi, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Xiang Zheng, Yihui Chen, Ravindra K. 
Pandey (Roswell Park Cancer Institute), Riqiang Zhan, Karl M. Kadish (Houston大) 
“Photocatalytic Function of Metal Bacteriochlorins S” 
·第１回アジア錯体化学会議 (1st ACCC) (岡崎, 2007.7.29−8.2) 

7. Takahiko Kojima, Soushi Miyazaki (阪大院工, SORST), Taisuke Sakakoto, Tetsuya Matsumoto 
(九大院理), Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Ruthenium (II) Complexes Having Heteroaromatic Coenzymes as Ligands: Their Redox 
Properties and Radical Intermediates” 
·第１回アジア錯体化学会議 (1st ACCC) (岡崎, 2007.7.29−8.2)  

 
(国内学会) 
8. 小江誠司, 上原啓嗣, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 

「末端アルキンの水和反応とケトンの還元的アミノ化反応を pH で連続的に制御したドミ
ノ反応による第一級アミノ化合物の触媒的合成」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

9. 末延知義, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属ヒドリド錯体の光脱プロトン化と可視光水素発生」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

10. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernande大), 福住俊一 (阪大院
工, SORST) 
「亜鉛フタロシアニン−ペリレンジイミド連結分子のエネルギー移動と電子移動ダイナミ
クス」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

11. 大久保敬 (阪大院工, SORST), 土屋敬広, 若原孝次, 赤阪 健 (筑波大 TARA センター), 福
住俊一 (阪大院工, SORST) 
「La@C82 の電子移動交換反応」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

12. 林 秀樹, 小江誠司, 大久保 敬, 福住俊一 
「水中酸性条件下での二酸化炭素の触媒的水素化反応と触媒活性種の同定」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

13. 羽曾部 卓, 斎藤健二 (阪大院工, SORST), Prashant. V. Kamat (Notre Dame 大), Vincent 
Troiani, Nathalie Solladié (Louis Pasteur大), Tae Kyu Ahn, Seung Keun Kim (Yonsei大), Dongho 
Kim (Seoul国立大), 桑畑 進 (阪大院工), Anusorn Kongkanand (Seoul国立大), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「ポルフィリンペプチドオリゴマーとフラーレンの超分子混合分子クラスターに基づいた

新規光電変換システムの開発」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

14. 岡本 健, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「亜鉛ポルフィリンーキノン連結系における水素結合生成に伴う立体骨格制御および光電

子移動制御による長寿命電荷分離状態の観測」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29). 

15. 北口博紀, 大久保 敬, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「リポキシゲナーゼにおける酸素付加位置制御機構」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

16. 須賀 教, 大久保 敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), Maxwell J. Crossley (Sydney大) 
「10−メチルアクリジニウムイオンを光触媒とするピバリン酸の光酸素化反応」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

17. 田仲真紀子, 大久保敬 (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne 大), 
Nathalie Solladié (Louis Pasteur大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリン多量体とNAD+類縁体の π−π相互作用による超分子錯体形成と光電子移動」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

18. 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属イオンによるオルトキノン類の電子移動還元反応の活性化とセミキノンラジカルア

ニオン金属錯体の色調制御」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

19. 上原啓嗣, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「イントラジオール型カテコールジオキシゲナーゼの構造および機能モデル錯体の合成」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

20. 斎藤健二, 大久保敬 (阪大院工, SORST), Francis D’Souza (Wichita 州立大), M. J. Crossley 
(Sydney大), 荒木保幸, 伊藤攻 (東北大多元研, SORST), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「マルチポルフィリンアレイとフラーレン誘導体の超分子錯体形成と光誘起電子移動」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

21. 武部能節, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水中炭素―炭素結合形成における高活性パラジウム触媒」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

22. 福住俊一, 尼崎一路 (阪大院工, SORST), Maxwell J. Crossley (Sydney大) 
「ポルフィリンデンドリマーと π 電子系拡張ビオロゲン誘導体との超分子形成およびその
光電子移動反応」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

23. 小谷弘明, 大久保 敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ビオローゲン修飾プラチナクラスターと 9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオン
を用いた水素発生」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

24. 西田裕美, 村田裕輔, 林 秀樹, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水素の還元的脱離に伴うギ酸錯体から CO錯体への変換」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

25. 岸貴志, 小尻哲也, 岡本 健, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属ポルフィリンを触媒とする電子移動反応によるオレフィンの酸素化反応」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

26. 南條崇, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを光触媒とする芳香族オレフィンの光環
化反応」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

27. 村田裕輔, 林 秀樹, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「pHで制御するイリジウムトリヒドリド錯体合成における反応中間体の単離」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

28. 行本和紗, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンと核酸塩基との光電子移動による核酸塩
基ラジカルカチオンの検出および DNA損傷」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

29. 服部繁樹, 羽曾部卓 (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (Notre Dame大), 浦野泰照, 長野
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哲雄 (東大院薬), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「色素集積酸化チタン微粒子とフラーレンのナノ構造超分子集合体による光電変換システ

ムの開発」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

30. 久禮文章, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「マンガン四価サーレン錯体を用いたオレフィンの触媒的エポキシ化反応と触媒活性種の

検出」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3−26−29) 

31. 水野琢也, 小尻哲也, 岡本健, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動による高原子価パックマン型マンガンオキソポルフィリンの生成とその反応

性」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

32. 西村貴史, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「新規水溶性ルテニウム−ニッケルヒドリド硫化物錯体の合成・構造・反応性」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

33. 山田俊介, 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADH類縁体と不斉キノン誘導体との環化付加反応」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

34. 猪木大輔, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「カプセルタイプの非点対称不完全ダブルキュバン型Mo/Cu/Ru硫化物クラスターの合成」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

35. 小野俊哉, 小谷弘明, 大久保 敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを用いた光触媒水素発生」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

36. 大迫隆男 (阪市大院理), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 多喜正泰 (阪市大院理), 福住俊一 
(阪大院工, SORST), 伊東忍 (阪市大院理) 
「フェノキシルラジカル種による水素引き抜き反応機構」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

37. 中西郁夫 (放医研, 阪大院工, SORST), 上林將人 (京都薬大), 大久保敬 (阪大院工, SORST) 
川崎郁男 , 山下正行 , 太田俊作  (京都薬大), 小澤俊彦  (放医研), 福住俊一  (阪大院工 , 
SORST) 
「抗酸化活性を示すジヒドロピリジン誘導体の酸化還元挙動」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

38. 中西郁夫 (放医研, 阪大院工, SORST), 薬丸晴子 (放医研) 川島知憲 (共立薬大) 大久保敬 
(阪大院工, SORST), 金澤秀子 (共立薬大), 福原 潔, 奥田晴宏 (国立衛研), 小澤俊彦 (放医
研), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「分子内にピリジン骨格を有するビタミンＥ誘導体の合成とラジカル消去活性」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

39. 松本鉄也, 小島隆彦 (九大院理), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 北川宏 (九大院
理) 
「新規ルテニウム(II)−プテリン錯体の合成とそのプロトン共役電子移動」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

40. 今井新, 大月穣 (日大理工), 赤坂哲郎, 吉川功, 荒木孝二 (東大生研), 末延知義, 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「酸化還元に応答する Ru/Os四核錯体の特性」 
·日本化学会第８５春季年会 (神奈川大, 2005.3.26−29) 

41. 中西郁夫 (放医研, SORST), 川島知憲 (共立薬大, SORST), 乳井美奈子, 薬丸晴子 (放医
研), 川口久美子 (共立薬科大, SORST), 大久保 敬 (阪大院工, SORST,) 金沢秀子 (共立薬
科大), 奥田晴宏 (国立衛研), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 小澤俊彦 (放医研), 福原潔 
(国立衛研), 伊古田暢夫 (放医研) 
「フェノール性抗酸化剤のラジカル消去反応における塩基触媒作用」 
·27th日本フリーラジカル学会学術集会 (岡山大, 2005.6.3−5) 

42. 末延知義, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「有機金属イリジウム錯体の光脱プロトン化と触媒的光水素発生」 
·第 18回配位化合物の光化学討論会 (宮城 2005.8.3−5) 

43. 末延知義, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「複核有機金属ヒドリド錯体の光脱プロトン化」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

44. 大久保敬  (阪大院工 , SORST), Fernando Fernández−Lázaro, Ángela Sastre−Santos (Miguel 
Hernández大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「亜鉛フタロシアニン−ペリレンジイミド連結分子の分子内エネルギー移動・電子移動の制
御」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

45. 須賀教, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「分子状酸素を酸化剤に用いた脂肪酸の光触媒酸素化反応」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

46. 斎藤健二 (阪大院工, SORST), 柏木行康 (大阪市工研), Nathalié Solladie (Louis Pasteur大), 
Maxwell J. Crossley (Sydney大), 荒木保幸, 伊藤攻 (東北大多元研, SORST), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「マルチポルフィリン光合成モデル超分子錯体の光誘起電子移動」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

47. 田仲真紀子, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADHおよびそのモデル化合物による DNA光損傷」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

48. 小谷弘明, 小野俊哉, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「超長寿命光電荷分離分子を光触媒として用いた NADH を電子源とする高効率水素発生
光触媒システム」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

49. 行本和紗, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「核酸塩基の電子移動酸化および酸素活性種による酸化反応における反応性比較」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

50. 小江誠司, 上原啓嗣, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「第一級アミノ化合物の pH 制御によるドミノ合成：末端アルキンの水和とケトンの還元
的アミノ化の水中連続反応」 
·第 52回有機金属化学討論会 (同志社大 2005.9.15−16) 

51. 北口博紀, 大久保敬, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「不飽和脂肪酸の電子移動酸化特性とリポキシゲナーゼ反応機構」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大 2005.9.17−18) 

52. 水野琢也, 原田了輔, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動によるパックマン型高原子価 Mnオキソポルフィリンの生成と反応性」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大 2005.9.17−18) 

53. 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「キノン類およびセミキノンラジカルアニオンの金属イオン錯体の結合様式の違いと電子

移動反応への影響」 
·第 55回有機反応科学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

54. 原田了輔, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「新規マンガンポルフィリン環状二量体を用いた高原子価マンガンオキソ種の生成と反応

性」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

55. 岸貴志, 原田了輔, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水溶性金属ポルフィリンを触媒、水を酸素源として用いる基質の光酸素化反応」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

56. 村田裕輔, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ヒドロゲナーゼ機能モデル錯体の合成と反応性」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

57. 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「9−メシチルアクリジニウムイオンを光触媒として用いた芳香族炭化水素の酸素酸化反応
による過酸化水素発生」 
·第 38回酸化反応討論会 (北大, 2005.11.17−18) 

58. 羽曾部卓, 酒井平祐, 村田英幸 (北陸先端大), Prashant V. Kamat (ノートルダム大学放射線
研究所), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「カップ積層型カーボンナノチューブの光電気化学特性」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

59. 斎藤健二(阪大院工, SORST), Nathalie Solladié (Louis Pasteur 大), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「ポルフィリンペプチドオリゴマーで組織化したナノハイブリッド単層カーボンナノチュ

ーブと光誘起電子移動」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

60. 金光洋修 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「N,N'−置換アミノ酸五座配位子を有する水溶性 Rh(III)錯体の合成, 構造, 反応性」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

61. 岡田悠登 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「トリアザシクロノナン配位子を有する水溶性モノカルボニルジヒドリドロジウム触媒を

用いたカルボニル化合物の水中水素移動型還元反応」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

62. 上原啓嗣 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アセチレン化合物からケト酸, アミノ酸化合物へのワンポット合成」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

63. 村田裕輔 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「「水素分子のヘテロリティックな開裂反応」と「水素分子と水分子の間のＨ／Ｄ同位体交

換反応」の両方を触媒する水溶性イリジウムアクア錯体」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

64. 嘉部量太, 林秀樹, 原田了輔 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「水中酸性条件下での CO2固定における触媒活性種の直接観測と触媒反応機構」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

65. 猪木大輔 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「Ｎ−置換アミノ酸三座配位子を有する新規水溶性ニッケル(II)および白金(II)錯体の合成
と構造」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

66. 久禮文章, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ) 
「水中で亜リン酸をヒドリド源として用いる新規水溶性ルテニウムヒドリド錯体の合成」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

67. 原田了輔, 猪木大輔, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ) 
「水中での有機金属窒素錯体の合成と構造」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

68. 西村貴史, 久禮文章 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「[NiFe]ヒドロゲナーゼ機能モデルとしての[NiRu]水酸化物錯体による水素分子のｐＨ選
択的ヘテロリティックな活性化とカルボニル化合物の水素化反応」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

69. 松本鉄也, 坂本太介 (九大院理), 小島隆彦, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 北川
宏 (九大院理) 
「ルテニウム(II)−ピリジルアミン錯体に配位したプテリン類のプロトン共役電子移動」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大 2006.3.27−30) 

70. 水野琢也, 原田了輔, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「高原子価マンガンオキソモノマーポルフィリンおよびパックマン型ダイマーポルフィリ

ンの電子移動反応による生成と酸素化反応活性」 
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·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 
71. 岸貴志, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, 

SORST) 
「光電子移動反応による高原子価マンガンオキソポルフィリンの生成と水を酸素源とする

オレフィンの光触媒酸素化反応」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

72. 宮崎総司, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 北川宏 (九大院理), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非共有結合性相互作用によるルテニウムに配位したアロキサジンの酸化還元挙動及び電

子状態の制御」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

73. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ravindra K. Pandey (ローズウェル癌研), Karl M. Kadish (ヒュ
ーストン大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「光線力学療法のための金属バクテリオクロリンの開発」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

74. 古川俊輔, 島田恵一, 後藤敬 (東大院理), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 川島隆
幸 (東大院理) 
「Bowl型立体保護基を用いた安定なスルフィニルラジカルの合成」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

75. 中西達昭, 原田了輔, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 北川宏, 山内清語 (九大院理), 福住俊
一 (阪大院工, SORST) 
「電子供与体を包摂したポルフィリンナノチャンネルの光励起状態の研究」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

76. 大久保敬, 須賀教, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−フェニル−10−メチルアクリジニウムイオンを用いたベンジルアルコールからベンズ
アルデヒドへの酸素分子による無溶媒光触媒酸素化反応」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

77. 山田俊介, 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アミノ酸由来のアンモニウムカチオンとセミキノンラジカルアニオンとの水素結合形成

による p−ベンゾキノン類の電子移動還元反応の活性化」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

78. 村上元信, 南條崇, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子供与体, クマリン連結分子の光誘起電荷分離, 再結合ダイナミクス」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

79. 北口博紀, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アンモニウムイオンとスーパーオキシドイオンとの水素結合による酸素の電子移動還元

反応の活性化」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

80. 高井淳朗, 岸貴志, 水野琢也, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ダイマーポルフィリンラジカルカチオンの生成平衡」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

81. 南條崇, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを用いた分子状酸素による光触媒酸化反
応」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

82. 小野俊哉, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADHを用いた高効率光水素発生系の開発」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

83. 行本和紗, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「核酸塩基の活性酸素種との反応性比較」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

84. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernande大), 福住俊一 (阪大院
工, SORST) 
「金属イオンとの錯形成によるドナー, アクセプター連結系分子の電荷分離状態の生成」 
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·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 
85. 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 

「ドナー, アクセプター連結分子を用いた長寿命電子移動状態の生成とその π−ダイマーラ
ジカルカチオンの検出」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

86. 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「光増感による 1,2,4,5−テトラジン類の三重項励起状態の生成と NADH 類縁体との水素移
動反応」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

87. 田仲真紀子, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「UVA照射による NADHの励起三重項状態の生成と DNA損傷」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

88. 末延知義 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム錯体の可視光増感によるイリジウムヒドリド錯体の脱プロトン化」 
·日本化学会第 86春季年会 (日本大, 2006.3.27−30) 

89. 大久保敬  (阪大院工 , SORST), Fernando Fernandez−Lazaro, Ángela Sastre−Santos (Miguel 
Hernández大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「フラーレンを電子供与体とするドナー・アクセプター連結系の電荷分離状態の生成」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

90. 小谷弘明, 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子供与性部位を連結したキノリニウムイオン誘導体の長寿命電子移動状態の生成」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

91. 小野俊哉, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電荷分離型光増感剤を用いた高効率水素発生系の構築」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

92. 山田容子, 山下裕子, 小野昇 (愛媛大理), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ペンタセンの光化学及び電気化学的合成」 
·2006年電気化学秋季大会 (同志社大, 2006.9.14−15) 

93. 上原啓嗣 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「pHで制御するアセチレンカルボン酸類の触媒的水和反応」 
·第 56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

94. 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム—アロキサジン錯体の光化学挙動」 
·第 56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

95. 久禮文章, 猪木大輔 (阪大院工, 九大未来化セ, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST), 
福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム・ニッケル硫化物錯体を用いた水中・常温・常圧下における水素分子の活性

化」 
·第 56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

96. 嘉部量太 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「イリジウムおよびルテニウム錯体を用いた水中・メタノール中での CO2固定」 
·第 56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

97. 高井淳朗, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリンダイマーラジカルカチオンの生成と構造制御」 
·第 56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

98. 田仲真紀子, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「補酵素およびそのモデル化合物の光励起によって発生させた活性ラジカル種による

DNA切断」 
·第 21回生体機能関連化学シンポジウム (京大 2006.9.28−30) 

99. 猪木大輔, 久禮文章 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ), 樋口芳樹 (兵庫県立大
理), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「ヒドロゲナーゼおよびモデル錯体による H2/D2O交換反応」 
·第 21回生体機能関連化学シンポジウム (京都大, 2006.9.28−30) 

100. 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADH類縁体の水素移動及びヒドリド移動反応における一段階移動と多段階プロトン共
役電子移動機構との境界領域」 
·第 56回有機反応化学討論会 (九産大, 2006.10.7−9) 

101. 大久保敬, 小谷弘明, 南條崇, 須賀教, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アクリジニウムイオンを光触媒とする分子状酸素を用いた高効率光酸素化反応」 
·第 39回酸化反応討論会 (産総研, 2006.11.6−7) 

102. 大久保敬, 諸岡良彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「神経伝達物質の分子内水素結合による高効率ペルオキシルラジカル消去反応」 
·第 39回酸化反応討論会 (産総研, 2006.11.6−7) 

103. 佐藤寛恵, 小幡誠, 新木直子, 三方裕司 (奈良女大), 尾形信一 (奈良先端大), 大槻主税 (名
大院工), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 船引卓三, 矢野重信 (同志社大) 
「光線力学的療法用糖鎖連結フラーレン誘導体の光化学的性質」 
·第 39回酸化反応討論会 (産総研, 2006.11.6−7) 

104. 高井淳朗, Claude P. Gros, Roger Guilard, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ダイマーポルフィリンの電子移動酸化と構造変化」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

105. 末延知義 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来創造セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「架橋型配位子を有する有機金属イリジウム錯体による常温水中ギ酸からの触媒的水素発

生」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

106. 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ピレンおよびその誘導体の電荷分離状態を用いた電子移動酸化還元反応」 
·日本化学会第87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

107. 田仲真紀子, 行本和沙, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「補酵素類縁体を用いた DNA光損傷とその光ダイナミクス」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

108. 小谷弘明, 小野俊哉, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子ドナー, キノリニウムイオン連結分子の長寿命電子移動状態生成とその光触媒水素
発生系への応用」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

109. 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動によるスカンジウムイオン架橋キラルπセミキノンラジカルアニオンダイマー
錯体の生成」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

110. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「フラビン誘導体の分子間, 分子内光電子移動」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

111. 岩田亮介, 大久保敬, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動酸化によるジメチルアントラセンの光触媒ラジカルカップリング反応」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

112. 山田俊介, 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「プロトン化したヒスチジンと水素結合したセミキノンラジカルアニオンの ESR による
直接検出」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

113. 小野俊哉, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属ナノ粒子を用いた電荷分離型光触媒による高効率水素発生」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

114. 伊藤彰規, 小谷弘明, 末延知義, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ドナー, アクセプター連結分子のゼオライトへのサイズ選択的挿入」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28)  
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115. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 鈴木信夫 (東京化成), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「芳香族アミン−クマリン連結系分子を用いた長寿命電荷分離状態の生成」 
·日本化学会第87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

116. 藤岡直史, 水野琢也, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「高原子価マンガンオキソポルフィリンの生成とプロトン共役電子移動反応」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28)  

117. 中西達昭, 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリンジカチオンを電子受容体とする光誘起電子移動」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28)  

118. 大谷政孝, 斎藤健二 (阪大院工, SORST), 坂田孝夫, 森博太郎(阪大超高圧電顕), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「ポルフィリンを修飾したカップ型ナノカーボンの合成と光ダイナミクス」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28)  

119. 斎藤健二, 大谷政孝 (阪大院工, SORST)，坂田孝夫, 森博太郎 (阪大超高圧電顕), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「電子移動還元反応を利用したカップ状ナノカーボンの創製」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28)  

120. 猪木大輔, 久禮文章 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来創造セ), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「 Ir(mu−H)(mu−SO4)Ir錯体を触媒とする H2/D2O同位体交換反応」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

121. 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウムに配位したプテリンの酸化還元挙動及び電子状態の非共有結合性相互作用に

よる制御」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

122. 金光洋修, 小江誠司 (九大未来創造セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「pHに依存する新規水溶性白金(II)ヌクレオシド錯体の合成」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

123. 英翔, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「曲面構造を有するスズ(IV)−ポルフィリンと金属クラスターの新規複合体の構築」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

124. 横山温和, 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サドル型モリブデン(V)−ポルフィリンとケギン型ヘテロポリ酸複合体の合成と物性」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

125. 上原啓嗣, 小江誠司 (九大未来創造セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アルキンカルボン酸化合物の位置選択的触媒的水和反応」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

126. 久禮文章, 猪木大輔, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来創造セ) 
「Ni(µ−H)Ru錯体を用いた H2/D2O同位体交換反応」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

127. 嘉部量太, 上原啓嗣, 久禮文章 (阪大院工, SORST), 西村貴史, Saija. C. MENON, 原田了輔, 
小江誠司 (九大未来創造セ), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水中で H2から合成した Ni(µ−H)Ru錯体」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

128. 森本剛, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム錯体における構造変化を伴うピリジルアミン配位子の部分脱着反応のダイナ

ミクス」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

129. 平井雄一郎, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「三脚型ピリジルアミンを配位子とする新規ルテニウムアコ錯体の合成と反応性」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

130. Sushma Manda, 中西郁夫 (放医研), 川島知憲, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 金澤秀子 (共
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立薬大), 小澤俊彦 (放医研, 東北大), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 伊古田暢夫, 安西和紀 
(放医研) 
「ニトロキシルラジカルの酸化還元挙動に対する溶媒効果」 
·日本化学会第 87春季年会 (関西大, 2007.3.25−28) 

131. 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「架橋配位子と希土類イオンとの段階的錯形成を利用した蛍光センサーの開発」 
 第 24回希土類学会 (九大, 2007.5.17−18) 

132. 小島隆彦, 中西達昭, 原田了輔 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化学セ), 山内清語 
(東北大多元研), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリンナノチャンネルにおけるゲスト包接と光誘起電子移動」 
·第２回ホスト・ゲスト化学シンポジウム (阪市大, 2007.5.24−25) 

133. 小幡誠 (奈女大院理), 廣原志保, 谷原正夫 (奈良先端大院物質), 田中里佳 (阪市大工), 木
下勇 (阪市大院理), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 矢野重信 (奈女大院理) 
「フッ素クロリン金属錯体の光化学的性質と光線力学療法への応用」 
·第 20回配位化合物の光化学討論会 (兵庫, 2007.8.7−9) 

134. 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム—アロキサジン錯体の光異性化反応に伴う発光制御」 
·第 20回配位化合物の光化学討論会 (神戸, 2007.8.7−9) 

135. 高井淳朗 (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「ポルフィリンの光誘起電子移動過程における二量体構造の役割」 
·第 20回配位化合物の光化学討論会 (兵庫, 2007.8.7−9) 

136. 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Lewis acid vs Brønsted Acid Catalysis for Hydride Transfer of NADH Analogue. One−Step 
Hydride Transfer vs Electron−Transfer Pathways” 
·第３回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2007.8.30−31) 

137. 小谷弘明, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Efficient Photocatalytic Hydrogen Evolution Using a Simple Electron Donor−Accepter Dyad” 
·第３回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2007.8.30−31) 

138. 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“A Reversible Photochemical and Thermal Isomerization of a Ruthenium (II)−Alloxazine Complex 
Based on Its Unusual Coordination Mode” 
·第３回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2007.8.30−31) 

139. 中西達昭, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Selective Guest Inclusion into Porphyrin Nanochannels Consisting of Diprotonated Porphyrin 
Dications and Photoinduced Electron Transfer from Guest Molecules to the Porphyrin Dications” 
·第３回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2007.8.30−31) 

140. 久禮文章，福住俊一 (阪大院工, SORST) 小江誠司 (九大未来化セ, SORST) 
「水溶性 NiRuヒドリド錯体によるカルボニル化合物の還元」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

141. 宮崎総司, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), James M. Mayer (ワシントン大学), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「ルテニウム―プテリン錯体のプロトン共役電子移動とそれに基づく基質酸化反応」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

142. 平井雄一郎, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水を酸素源とする高原子価ルテニウム−オキソ錯体の生成とその触媒的酸素化反応への
応用」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

143. 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
 「p−ベンゾキノン類の電子移動還元反応によって生成するスカンジウムイオン架橋キラ
ル p−セミキノンラジカルアニオンダイマー錯体とその励起状態」 
 第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

144. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernández大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
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“Photoinduced Charge Separation in Silicon Phthalocyanines Linked with Electron Acceptors as 
Axial Ligands” 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

145. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics of an Electron Donor−Flavin Dyad: Formation of the Charge−Separated State with 
Millisecond Lifetime in Solution at Room Temperature” 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

146. 小島隆彦, 宮崎総司 (阪大院工, SORST), 松本鉄也, 坂本太介 (九大院理), 大久保敬, 福住
俊一 (阪大院工, SORST) 
“Synthesis of Ruthenium Complexes Bearing Heteroaromatic Coenzymes as Ligands and Their 
Redox Behavior” 
·第 22回生体機能関連化学シンポジウム (東北大, 2007.9.28−29) 

147. 小幡誠 (奈女大院), 廣原志保, 谷原正夫 (奈良先端大院物質), 田中里佳 (阪市大工), 木下
勇(阪市大院理), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 矢野重信 (奈女大院理) 
「糖分子を機能素子とするフッ素クロリン誘導体の合成と光細胞毒性」 
·第 22回生体機能関連化学シンポジウム (東北大, 2007.9.28−29) 

148. 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Hydrdie−Transfer Reactions of an NADH Analogue via Proton−Coupled Electron Transfer from 
an NADH Analogue to o− and p−Quinone Derivatives” 
·第 57回有機反応化学討論会 (広島大, 2007.9.29−30) 

149. 大久保敬 (阪大院工, SORST) 
「天然を凌駕する光電荷分離寿命を有するドナー・アクセプター連結系分子を用いた光触

媒反応」 
·新物質創製研究アスペクト研究交流会 (筑波大, 2007.10.6.) 

150. 平井雄一郎, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 水谷泰久 (阪大院理), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「ルテニウム錯体による水を酸素減とする炭化水素の触媒的酸素化反応」 
·第 40回酸化反応討論会 (奈女大, 2007.11.17−18) 

151. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Francis D’Souza (Wichita State 大), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「コロール−フラーレン連結分子の光電荷分離状態の生成」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

152. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernández大) 福住俊一 (阪大院
工, SORST) 
「フタロシアニン−4分子ペリレンビスイミド連結系の光電荷分離状態の生成」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

153. 伊東彰規, 小谷弘明, 末延知義, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST)  
「メソポーラスシリカに挿入されたドナー・アクセプター連結分子の高温長寿命電荷分離

状態の生成」  
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

154. 英翔, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「曲面構造を有するスズ(IV)ポルフィリンとルテニウム三核クラスターとの新規複合体の
構築と電荷分離状態の生成」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

155. 横山温和, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サドル型モリブデン(V)−ポルフィリンとケギン型ヘテロポリ酸複合体の構築と反応性」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

156. 花崎亮, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「白金代替触媒の開発とその光触媒水素発生系への応用」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

157. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アントラセン誘導体の電子移動酸化における π ダイマーラジカルカチオン生成と自己触
媒作用」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 
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158. 金光洋修, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「イリジウム(III)アクア錯体を用いたアルキンカルボン酸エステルの触媒的水和反応」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

159. 高井淳朗 (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「光合成スペシャルペア機能モデルの光電子移動ダイナミクス」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

160. 小谷弘明 (阪大院工, SORST), Yong−Min Lee (梨花女子大), 末延知義 (阪大院工, SORST), 
Wonwoo Nam (梨花女子大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非ヘム Feオキソ錯体の電子移動特性と NADHモデル化合物とのヒドリド移動反応」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

161. 小林岳史, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「有機ロジウム錯体を用いた常温水中での pH選択的ギ酸分解による水素発生」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

162. 森本剛, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム–TPA–ジイミン錯体のフォトクロミズム機構とそれを利用した触媒機能の制
御」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

163. 川島知憲, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 諸岡良彦 (東工大名誉, 常磐大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「神経伝達物質によるフリーラジカルの消去反応」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

164. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), Vito Sgobba, Dirk M. Guldi, Florian Wessendorf, 
Andreas Hirsch (Erlangen大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子ドナー・フラビン連結分子とレセプターを有するフラーレンの水素結合による超分

子形成と光電気化学特性」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

165. 大谷政孝 (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (Notre Dame 大), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「カップ型ナノカーボンを基盤とするドナー・アクセプターナノハイブリッドの光電変換

特性」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

166. 中西達昭, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 羽曾部卓 (北陸先端大, さきがけ), 小島隆彦, 福住
俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子供与性分子を包摂したポルフィリンナノチャンネルにおける光伝導性の発現」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

167. 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「スカンジウムイオン架橋キラル π−セミキノンラジカルアニオンダイマー錯体の生成ダ
イナミクス」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

168. 藤岡直史, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「マンガン(IV)オキソポルフィリンのプロトン酸による不均化反応を経る NADH類縁体か
らのヒドリド移動反応」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

169. 平井雄一郎, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム錯体におけるプロトン共役電子移動を利用した炭化水素の触媒的酸素化反

応」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

170. 平佐典久, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「カテコール部位を有するルテニウム−ピリジルアミン錯体の合成と性質」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

171. 本多立彦, 大久保敬, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 福田貴光, 小林長夫 (東北大院理), 福
住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「サドル型亜鉛(II)−フタロシアニン錯体からサドル型ジプロトン化ポルフィリンへの光誘
起電子移動」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

172. 葛原大軌, 高橋哲郎, 山田容子, 小野昇 (愛媛大院理工, PRESTO), 大久保敬, 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「モノアンスラポルフィリン−ジケトン前駆体の合成と光化学的挙動」 
·日本化学会第 88春季年会 (立教大, 2008.3.26−30) 

173. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos (ミグエルフェルナンデス大), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「金属イオンとの錯形成による金属フタロシアニン−電子アクセプター連結分子の光電荷
分離状態生成」 
·第 21回配位化合物の光化学討論会 (北里大, 2008.8.5−7) 

174. 川島知憲, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 諸岡良彦 (常盤大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADH による光誘起ヒドロキシルラジカル発生と神経伝達物質による DNA 損傷の阻害
効果」 
·第３回バイオ関連化学合同シンポジウム 2008 (東工大, 2008.9.18−20) 

175. 小谷弘明 (東工大院, SORST), 末延知義 (阪大院工, SORST), Yong−Min Lee, Wonwoo Nam 
(梨花女子大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水溶性 Mn(III)ポルフィリンの光触媒電子移動酸化による Mn (V)オキソポルフィリンの
生成と反応性」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

176. 大久保敬, 小谷弘明 (阪大院工, SORST), Sai H. Lee, Maxwell J. Crossley (シドニー大), 福住
俊一 (阪大院工, SORST) 
「フェロセン−亜鉛ポルフィリン−フラーレン３分子連結系の電子移動反応における構造
依存性」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

177. 平井 雄一郎, 小島 隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水を酸素源とする新規ルテニウム−オキソ錯体の生成とその反応性」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

178. 宮崎総司 (阪市大院理, SORST), 小島 隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非共有結合性相互作用によるルテニウムに配位した複素環補酵素の酸化還元電位及び電

子状態の制御」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

179. 小林 岳史, 末延 知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「有機ロジウム錯体を触媒とするギ酸分解水素発生反応における触媒活性種の検出とその

反応性」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

180. 大谷政孝, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サドル型ジプロトン化ポルフィリン・サドル型亜鉛フタロシアニン複合超分子の構築と

光誘起電子移動」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

181. 小林岳史, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「イリジウム−ルテニウム複核錯体触媒を用いた水中常温での pH選択的ギ酸分解による高
効率水素発生反応と水素同位体ガスの選択的生成」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

182. 森本祐麻  (阪大院工 , SORST), 小谷弘明  (東工大院生命理工 , SORST), Yong−min Lee, 
Wonwoo Nam (梨花女子大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非ヘム Fe(IV)オキソ錯体の電子移動還元反応における金属イオンの効果」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

183. 小谷弘明  (東工大院生命理工 , SORST), 末延知義  (阪大院工 , SORST), Yong−Min Lee, 
Wonwoo Nam (梨花女子大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非ヘム鉄(IV)オキソ錯体の電子移動特性に対する軸配位子効果」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 
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184. 花崎 亮 (阪大院工, SORST), 小谷弘明 (東工大院生命理工, SORST), 大久保敬, 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「光触媒修飾金属ナノ粒子を用いた光水素発生システムの構築」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

185. 英翔 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ドデカフェニルポルフォジメテンを配位子として用いた新規な金属錯体の合成とその性

質」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

186. 藤岡直史, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「高原子価マンガン(IV)オキソポルフィリンの電子移動還元反応」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

187. 中西達昭, 本多立彦 (阪大院工, SORST), 原田了輔 (九大院工未来化セ), 城始勇 (リガク), 
小島隆彦 (筑波大院数理物質), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アミノピリジン類を軸配位子とする亜鉛ポルフィリン錯体におけるポルフィリンの歪み

が軸配位子に与える影響」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

188. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 羽曾部卓 (北陸先端大), Dirk M. Guldi, Andreas 
Hirsch (エアランゲン大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「フラーレン誘導体と N,N−ジメチルアニリン−フラビン連結分子との超分子複合体の生成
と光電変換特性」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

189. Mohamed E. El−Khouly, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サブフタロシアニンを電子アクセプターとする電荷分離系」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

190. 大久保敬 (阪大院工, SORST) 広戸聡, 忍久保洋 (名大院工), 大須賀篤弘 (京大院理), 福住
俊一 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリンーフラーレン直結分子の長寿命光電荷分離状態の生成」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

191. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Rachel Garcia, Karl M. Kadish, (ヒューストン大), Maxwell J. 
Crossley (シドニー大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「スカンジウムイオンによる亜鉛キノキサリノポルフィリン—金キノキサリノポルフィリ
ン連結分子の光電荷シフト状態の長寿命化」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

192. 乾祐巳 (阪大院工, SORST), 宮崎総司 (阪市大院理, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福
住俊一 (阪大院工, SORST) 
「フラビン類縁体を架橋配位子とした特異な構造を有する新規４核イリジウム錯体の合成

と性質」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

193. Wengton Chen, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ニコチン酸及びイソニコチン酸のランタノイド錯体の超音波による集合体形成と光物

性」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

194. 本多立彦, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アントラセン誘導体を用いたサドル型ポルフィリンのモノ及びジプロトン化体の合成と

性質」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

195. 川島知憲, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「p−ベンゾキノン誘導体を電子受容体としたスーパーオキシドスカンジウム錯体の電子移
動反応」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

196. 水島健太郎, 岩田亮介, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 山本康生, 鈴木信夫 (東
京化成), 福住俊一 (阪大院工, SORST)  
「電子ドナー置換アクリジニウムイオンを光電子移動触媒として用いた芳香族炭化水素の
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光酸素化及び過酸化水素生成反応」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

197. 高井淳朗, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動酸化によるメソ位連結ポルフィリンダイマーの生成ダイナミクス」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

198. 土井馨, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「メソポーラスシリカに挿入したカチオン性ドナー・アクセプター連結分子を用いたアル

キルベンゼン類及びベンジルアルコール類の光触媒酸素酸化反応」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

199. 矢野雄一 , 宮崎総司  (阪市大院理 ), 小島隆彦  (筑波大院数物 ), 福住俊一  (阪大院工 , 
SORST) 
「新規ルテニウム三核錯体を触媒とする協同的水素移動型水素化反応」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

200. 平井雄一郎 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 水谷泰久, 池村賢一郎 (阪大院
理), 小倉尚志 (兵庫県立大院理), 塩田淑仁, 吉澤一成 (九大先導研), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST)  
「水素結合形成が関与するルテニウム(IV)–オキソ錯体による水中での基質の選択的多電
子酸化反応」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

201. 宮崎総司 (阪市大院理), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「光及び熱によるルテニウム(II)−ピリジルアミン−補酵素錯体の構造変化」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

202. 中山和哉, 宮崎総司 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「水素結合形成が関与するルテニウム(IV)–オキソ錯体による水中での基質の選択的多電
子酸化反応」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

203. 村上将人 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「無機配位子を有する複核ルテニウム錯体を用いた水からの光触媒酸素発生」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大学 2009.3.27−30) 

204. 信国浩文, 谷文都, 島崎優一 (九大院理), 成田吉徳 (九大先導研), 大久保敬, 中西達昭 (阪
大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 関修平 (阪大院
工) 
「フラーレンを包接したポルフィリンナノチューブの構造と光・電子物性」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

205. 真鍋充, 矢野将文, 辰巳正和 (関大化学生命工), 柏木行康, 中許昌美 (阪市工研), 小山宗孝 
(京大院工), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 佐藤和信, 工位武治 (阪市大院理) 
「オキサゾール環を持つトリアリールアミン類の合成と物性」 
·日本化学会第 89春季年会 (日本大, 2009.3.27−30) 

206. 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「高次 π空間の構造と電子移動機能」 
·新学術領域研究「高次 π 空間の創発と機能開発」第２回公開シンポジウム  (京都
2009.8.27−28) 

207. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Santos−Sastre (ミグエルフェルナンデス大), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「シリコンフタロシアニン−フラーレン−トリニトロフルオレノン連結系における長寿命
光電荷分離状態の生成」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18.) 

208. 中西達昭, 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「ポルフィリン−フラビン連結分子の合成と光電子移動反応」 
·2009年光化学討論会 (群馬 2009.9.16−18.) 

209. 小林岳史, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「有機金属複核錯体を触媒とする常温水中でのギ酸分解水素同位体発生反応におけるトン

ネル効果」 
·第 59回錯体化学討論会 (長崎大, 2009.9.25−27) 

 
ポスター発表・国内開催 
(国際学会) 
1. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Guolin Li (Roswel癌研), Ravindra K. Pandey (Roswel癌研), 

Zhongping Ou, Hui Zhao, Karl M. Kadish (Houston大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Extremely Long−Lived Charge−Separated States of Zinc Chlorin–C60 Dyads” 
·Second International Workshop on Supramolecular Nanoscience of Chemically Programmed 
Pigments (Kyoto, Japan, 2005.6.6−8) 

2. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 
Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Long−Lived Charge−Separated States Produced by Photoinduced Electron Transfer in 
Supramolecular Complexes of a Bisporphyrin with Acridinium Ion” 
·Second International Workshop on Supramolecular Nanoscience of Chemically Programmed 
Pigments (Kyoto, Japan, 2005.6.6−8) 

3. Hiroaki Kotani, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“An Efficient Hydrogen Evolution System using Viologen−Modified Platinum Clusters and 
9−Mesityl−10−methylacridinium Ion” 
·Second International Workshop on Supramolecular Nanoscience of Chemically Programmed 
Pigments (Kyoto, Japan, 2005.6.6−8) 

4. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Yoshihiko Moro−oka (常磐大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, 
SORST) 
“Hydrogen Abstraction from Neurotransmitters by Active Oxygen Species and Direct Detection of 
Radical Intermediates” 
·5th World Congress on Oxidation Catalysis (Sapporo, Japan, 2005.9.25−30) 

5. Hiroaki Kotani, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of Hydrogen Peroxide in Photocatalytic Oxidation of Anthracene with Oxygen using 
9−Mesityl−10−methylacridinium Ion as an Effective Photocatalyst” 
·5th World Congress on Oxidation Catalysis (Sapporo, Japan, 2005.9.25−30) 

6. Kazusa Yukimoto, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Detection of Nucleotide Radical Cations and DNA Oxidative Damage by Photoinduced Electron 
Transfer of 9−Mesityl−10−methylacridinium Ion with Nucleotides” 
·5th World Congress on Oxidation Catalysis (Sapporo, Japan, 2005.9.25−30) 

7. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Javier Otitz, Ana M. Gutiérrez, Fernando Fernández−Lázaro, 
Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernández大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of Charge Separated State in Fullerene−Trifluorenone Dyad by Complexation with 
Metal Ions” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

8. Kei Ohkubo, Hironori Kitaguchi, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Electron−Transfer Oxidation and Hydrogen−Transfer Reactivity of Unsaturated 
Fatty Acids” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

9. Junpei Yuasa Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Mechanism of Hydrogen Transfer from NADH Analogs to Triplet Excited States of Tetrazines and 
[Ru(bpy)3]2+* ” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

10. Kenji Saito (阪大院工, SORST), Nathalie Solladié (Louis Pasteur大), Francis D’Souza (Wichita 
State大), Yasuyuki Araki, Osamu Ito (東北大, SORST), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics of Nanohybrids Composed of Porphyrin−Peptide Oligomers and Carbon 
Nanomaterials” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

11. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Generation of Triplet Excited State of NADH by UVA Irradiation and DNA Cleavage Mechanism” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

12. Hiroaki Kotani, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Shafiqul Islam, Yasuyuki Araki, Osamu Ito (東
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北大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of π−Dimer Radical Cation Complexes of Long−Lived Electron−Transfer States of 
Donor−Acceptor Linked Dyads” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

13. Motonobu Murakami, Takashi Nanjo, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Rational Design of Donor−Substituted Coumarin Dyads for Formation of the Long−Lived Charge 
Separated State” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

14. Masataka Ohtani, Kenji Saito, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Destacking of Cup−Stacked−Type Carbon Nanotubes by Photoinduced Electron−Transfer 
Reduction” 
·21st IUPAC Symposium on Photochemistry (Kyoto, Japan, 2006.4.2−7) 

15. Soushi Miyazaki, Kei Ohkubo, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Control of Redox Behavior and Electronic Structure of Alloxazine Coordinated to Ruthenium (II) 
Center by Hydrogen Bonds” 
·COEIEC8 (Nara, Japan, 2006.8.28−29) 

16. Takahiro Yanagimoto, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Efficient Photoinduced Oligomerization of Fullerene Catalyzed by 
9−Mesityl−10−methylacridinium Ion” 
·COEIEC8 (Nara, Japan, 2006.8.28−29) 

17. Tatsuaki Nakanishi (阪大院工, SORST), Ryosuke Harada (九大院理), Ken−ichi Nakayama (阪大
院工), Kei Ohkubo, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photochemical Properties of Porphyrin Nanochannels” 
·COEIEC8 (Nara, Japan, 2006.8.28−29) 

18. Atsutoshi Yokoyama, Takahiko Kojima, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
「架橋型配位子とスカンジウムイオンとの錯形成による発光制御」 
·Second International Symposium on Chemistry of Coordination Space (ISCCS 2006), (Fukuoka, 
Japan, 2006.12.15−16) 

19. Bunsho Kure, Daisuke Inoki, Yusuke Murata, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST), Seiji Ogo 
(九大未来化セ, SORST) 
“Development of Water−Soluble Transition−Metal Catalysts for Isotopic Exchange between H2 and 
D2O Controlled by pH in Water under Ambient Conditions” 
·COEIEC 9 (Hyogo, Japan, 2007.1.16−18) 

20. Tatsuaki Nakanishi, Kei Ohkubo, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics of Porphyrin Dication that Acts as an Electron Acceptor” 
·COEIEC 9 (Hyogo, Japan, 2007.1.16−18) 

21. Soushi Miyazaki, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photochemical and Thermal Isomerization by Pseudo−Rotation of Alloxazine Ligand Showing 
Unusual Coordination to the Ruthenium Center” 
·COEIEC 9 (Hyogo, Japan, 2007.1.16−18) 

22. Tatsuaki Nakanishi (阪大院工, SORST), Ryosuke Harada (九大未来化セ), Kei Ohkubo, Takahiko 
Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Solid−State Photochemical Properties of Porphyrin Nanochannels Consisting of Porphyrin 
Dication and Electron Donors” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2007 (Osaka, Japan, 
2007.3.7−9) 

23. Atsutoshi Yokoyama, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“A Conglomerate of a Saddle−Distorted Mo (V)−Porphyrin with a Keggin−Type 
Heteropolyoxometalate” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2007 (Osaka, Japan, 
2007.3.7−9) 

24. Atsuro Takai (阪大院工 , SORST), Croud P. Gros, Roger Guilard (Bourgone 大), Shunichi 
Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation Dynamics of Cofacial Bisporphyrin Radical Cations by Photoinduced Electron 
Transfer” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2007 (Osaka, Japan, 
2007.3.7−9) 
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25. Akinori Ito, Hiroaki Kotani, Tomoyoshi Suenobu, Fukuzumi Shunichi (阪大院工, SORST) 
“Incorporation of Donor−Acceptor Linked Dyads into Zeolites” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2007 (Osaka, Japan, 
2007.3.7−9) 

26. Norihisa Hirasa, Soushi Miyazaki, Takahiko Kojima, Shunichi (阪大院工, SORST) 
“Functionalization of Ruthenium (II)−Pyridylamine Complexes by Introduction of Redox−active 
Moieties via Amide Linkage” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2007 (Osaka, Japan, 
2007.3.7−9) 

27. Tsuyoshi Morimoto, Soushi Miyazaki, Takahiko Kojima, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Ru−pyridylamine−Diimine Complexes Showing Reversible Structural Change Responding to 
External Stimuli” 

28. Tomonori Kawashima (阪大院工, SORST), Ikuo Nakanishi, (阪大院工, SORST, 放医研), Kei 
Ohkubo (阪大院工, SORST), Sushma Manda (放医研), Kiyoshi Fukuhara, Haruhiro Okuda (医薬
品食品衛生研), Toshihiko Ozawa (放医研, 横浜薬大), Nobuo Ikota (就実大), Kazunori Anzai 
(放医研), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Effects of Metal Ions on Radical−Scanvenging Reactions of Curcumin” 
·The 4th Joint Meeting of the Society For Free Radical Research Australasia and Japan (SFRR A+J 
2007) (Kyoto, Japan, 2007.12.1−5) 

29. Tatsuaki Nakanishi (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics of a Saddle−Distorted Diprotonated Porphyrin as an Electron Acceptor in 
Supramolecular Crystals and in Solutions” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

30. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST) 
“Long−Lived Charge−Separation of Electron−Acceptor Substituted Phthalocyanine Dyads and 
Triads” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

31. Masataka Ohtani (阪大院工, SORST) 
“Novel Donor−Acceptor Nanohybrid Based on Size−Controlled Cup−Shaped Nanocarbons for 
Light Energy Conversion” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

32. Soushi Miyazaki (阪大院工, SORST) 
“Photochemical and Thermal Isomerization of a Ruthenium (II)−Alloxazine Complex Based on 
Pseudo−Rotation of the Alloxazine Ligand” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

33. Hiroaki Kotani (阪大院工, SORST) 
“Construction of a Photocatalytic Hydrogen−Evolution System Using Donor−Acceptor Linked 
Dyads and Metal Colloids” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

34. Motonobu Murakami (阪大院工, SORST) 
“Long−Lived Charge Separation of an Electron Donor−Substituted Flavin Dyad” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

35. Atsutoshi Yokoyama (阪大院工, SORST) 
“Construction of Conglomerates Composed of Saddle−Distorted Metalloporphyrins and 
Heteropolyoxomatalates” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

36. Atsuro Takai (阪大院工, SORST) 
“Photodynamics of Cofacial Bisporphyrins with Enhanced Electron−Transfer Properties” 
·The 1st International Symposium on Photofunctional Devices (Osaka, Japan, 2008.3.14−15) 

37. Soushi Miyazaki (阪大院工, SORST) 
“Mechanistic Investigation on Hydrogen Atom Transfer from Phenol Derivatives to a Ruthenium 
(III)−Pterin Complex” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2008 (Osaka, Japan, 
2008.3.22−23) 

38. Tomonori Kawashima (阪大院工, SORST) 
“Hydrogen Abstraction from Catecholamine Neurotransmitters by Reactive Oxygen Species at 
Ambient Temperature” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2008 (Osaka, Japan, 
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2008.3.22−23) 
39. Yuichirou Hirai (阪大院工, SORST) 

“Ruthenium−Catalyzed Oxygenation of Hydrocarbons with Water as an Oxygen Source” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2008 (Osaka, Japan, 
2008.3.22−23) 

40. Motonobu Murakami (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Electron−Transfer of Supramolecular Complex between an Electron 
Donor−Substituted Flavin and Fullerene with Receptors by Hydrogen Bonding” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2008 (Osaka, Japan, 
2008.3.22−23) 

41. Atsuro Takai (阪大院工, SORST) 
“Enhanced Electron−Transfer Properties of Cofacial Bisporphyrins through π−π Interaction” 
·International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2008 (Osaka, Japan, 
2008.3.22−23) 

42. Tomoyoshi Suenobu, Akinori Ito, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation and Application of Long−Lived Charge−Separated State in Cationic Donor−Acceeptor 
Linked Dyads incorporated into Mesoporous Silicas” 
·Third International Conference on Advanced Organic Synthesis Directed toward the Ultimate 
Efficiency and Practicability (Shiga, Japan, 2008.5.26−27) 

43. Takeshi Kobayashi, Tomoyoshi Suenobu, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Highly Efficient Hydrogen Evolution in Decomposition of Formic Acid Catalyzed by an 
Organorhodium Complex in Water” 
·Third International Conference on Advanced Organic Synthesis Directed toward the Ultimate 
Efficiency and Practicability (Shiga, Japan, 2008.5.26−27) 
 

(国内学会) 
44. 中西郁夫 (放医研, SORST), 上林將人 (京都薬大), 川島友憲 (共立薬科大, SORST), 田草川

光子 (放医研), 川口久美子 (共立薬科大, SORST), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 金沢秀子 
(共立薬科大), 川崎郁勇, 山下正行, 太田俊作 (京都薬大), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 
小澤俊彦、伊古田暢夫 (放医研) 
「活性酸素消去能を有するジヒドロピリジン誘導体の酸化還元挙動」 
·第 27回日本フリーラジカル学会学術集会 (岡山大, 2005.6.3−5) 

45. 川島知憲 (共立薬大, SORST), 中西郁夫 (放医研, 阪大院工, SORST), 乳井美奈子 (放医研), 
川口久美子 (放医研／共立薬大), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 金澤秀子 (共立薬大), 奥
田晴宏, 福原 潔 (国立衛研), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 小澤俊彦, 伊古田暢夫 (放医
研) 
「プロトン性溶媒中におけるフェノール性抗酸化剤のラジカル消去反応に対する金属イオ

ンの触媒作用」 
·第１５回金属が関与する生体関連反応シンポジウム (大阪 2005.6.9−10) 

46. 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム錯体を光増感剤とするテトラジン類の三重項励起状態生成と電子移動制御」 
·第１８回配位化合物の光化学討論会 (宮城, 2005.8.3−5) 

47. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ravindra K. Pandey (Roswell 癌研), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「パラジウムバクテリオクロリンによる高効率一重項酸素発生」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

48. 大久保敬 (阪大院工, SORST), 土屋敬広, 若原孝次, 赤阪健 (筑波大), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「La@C82の光電子移動還元反応」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

49. 大久保敬  (阪大院工 , SORST), Fernando Fernández−Lázaro, Ángela Sastre−Santos (Miguel 
Hernández大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「スカンジウムイオンとの錯形成によるトリニトロフルオレノン−フラーレン連結分子の
光電荷分離」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 



 80 

50. 南條崇, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを光触媒として用いた光酸素化反応機構」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

51. 小野俊哉, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを光触媒として用いたエタノールからの
高効率水素発生光触媒システム」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

52. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子供与体・クマリン連結分子を用いた長寿命電荷分離状態の生成」 
·2005年光化学討論会 (福岡, 2005.9.12−14) 

53. 久禮文章, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウムホスファイト錯体の加水分解による新規水溶性ルテニウムヒドリド錯体の合

成」 
·第 52回有機金属化学討論会 (同志社大 2005.9.15−16) 

54. 西村貴史, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水溶性[NiRu]硫化物錯体触媒による pH 選択的水素分子の活性化とカルボニル化合物の
水素化反応」 
·第 52回有機金属化学討論会 (同志社大, 2005.9.15−16) 

55. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ravindra K. Pandey (Roswell癌研), Karl M. Kadish (Houston大), 
福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属バクテリオクロリンによる高効率一重項酸素発生」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

56. 田仲真紀子, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADHによる活性酸素種発生と光 DNA切断」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

57. 小谷弘明, 大久保敬, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADHラジカルカチオンの直接観測」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

58. 行本和紗, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「核酸塩基のペルオキシルラジカル消去能」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

59. 小野俊哉, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンとアルコール脱水素酵素を用いたエタノ
ールを電子源とする光触媒的水素発生」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

60. 中西郁夫 (放医研, SORST), 乳井美奈子 (放医研), 川口久美子 (放医研, SORST), 田草川光
子 (放医研), 川島知憲 (放医研, SORST), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 福原潔, 奥田晴宏 
(国立衛研), 金澤秀子 (共立薬大), 宮田直樹 (名市大院薬) 
「水溶性 C70−シクロデキストリン錯体の光還元による活性酸素生成」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

61. 西澤千穂 (放医研), 中西郁夫 (放医研, SORST), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 竹下啓蔵 
(崇城大薬), 鈴木和夫 (千葉大院薬), 宮田直樹 (名市大院薬), 奥田晴宏 (国立衛研), 福住
俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADH類縁体によるピリジン N−オキシドの光還元による活性酸素生成」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

62. 川口久美子  (共立薬科大 , SORST), 中西郁夫  (放医研 , SORST), 大久保敬  (阪大院工 , 
SORST), 川島知憲 (共立薬科大, SORST), 金澤秀子 (共立薬科大), 安西和紀, 小澤俊彦 
(放医研), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 伊古田暢夫 (放医研) 
「ニトロキシルラジカルによるペルオキシルラジカル消去機構」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

63. 川島知憲 (共立薬科大, SORST), 中西郁夫 (放医研, ORST), 宇都義浩 (徳島大工), 大久保
敬 (阪大院工, SORST), 川口久美子 (共立薬科大, SORST), 金澤秀子 (共立薬科大), 福原潔, 
奥田晴宏 (国立衛研), 永沢秀子, 堀均 (徳島大工) 
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「4−プロペニルフェノール誘導体のラジカル消去活性」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

64. 宮崎総司, 小島隆彦 (九大院理), 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 北川 宏 (九大
院理) 
「新奇な配位様式のアロキサジンを配位子とするルテニウム錯体の合成と酸化還元挙動」 
·第 20回生体機能関連化学シンポジウム (名市大, 2005.9.17−18) 

65. 大久保敬  (阪大院工 , SORST), Fernando Fernández−Lázaro, Ángela Sastre−Santos (Miguel 
Hernández大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属イオンとの錯形成によるドナー・アクセプター連結系分子の光電荷分離」 
·第 55回有機反応科学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

66. 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「セミキノンラジカルアニオン−金属錯体のサーモクロミズム」 
·第 55回有機反応科学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

67. 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「キラル配位子によって強い CDを示すスカンジウムイオン架橋 π−ダイマーラジカルアニ
オン錯体の生成」 
·第 55回有機反応科学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

68. 山田俊介, 湯浅順平, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「p−ベンゾキノン誘導体の還元反応におけるスカンジウムイオンの反応促進作用機構：電
子移動とヒドリド移動の比較」 
·第 55回有機反応科学討論会 (新潟, 2005.9.21−23) 

69. 末延知義, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「架橋型配位子を有する有機イリジウムヒドリド錯体の合成と光反応性」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9−21−23) 

70. 上原啓嗣  (阪大院工 , SORST), 山田容子  (愛媛大理), 小江誠司 , 福住俊一  (阪大院工 , 
SORST) 
「水中でルイス酸触媒として機能する新規水溶性ピンセットアクア錯体の合成と構造」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9−21−23) 

71. 西村貴史  (阪大院工 , SORST), 金子雄一  (高知大理), 小江誠司 , 福住俊一  (阪大院工 , 
SORST) 
「新規水溶性ルテニウム—ニッケル錯体の合成と構造」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9−21−23) 

72. 水野琢也, 原田了輔, 小江誠司 (阪大院工, SORST), Claude Gros, Roger Guilard (ブルゴーニ
ュ大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動反応によるパックマン型高原子価マンガンオキソポルフィリンの生成」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9−21−23) 

73. 猪木大輔, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「新規水溶性有機金属窒素錯体の合成、構造及び反応性」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9−21−23) 

74. 嘉部量太, 林秀樹, 村田裕輔, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水中 CO2固定におけるルテニウムヒドリド錯体とイリジウムヒドリド錯体の触媒作用」 
·第 55回錯体化学討論会 (新潟, 2005.9−21−23) 

75. 福住俊一, 湯浅順平, 末延知義 (阪大院工, SORST) 
「電子受容体ラジカルアニオン−金属イオン錯体の結合様式と電子移動反応制御」 
·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

76. 福住俊一, 斎藤健二, 田仲真紀子, 尼崎一路, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 荒木保幸、伊藤
攻 (東北大多元研) 
「ポルフィリン多量体を用いた超分子錯体の長寿命電荷分離状態の生成」 
·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

77. 福住俊一, 水野琢也, 岸貴志, 原田了輔, 岡本健, 小江誠司 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリンダイマーを触媒とする酸化・還元反応」 
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·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

78. 小江誠司, 林秀樹, 嘉部量太, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「イリジウムおよびルテニウムヒドリド錯体を触媒とする水素による水中 CO2固定反応」 
·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

79. 大久保敬, 岡本健, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属イオンによるドナー・アクセプター連結系分子の電荷分離状態の長寿命化」 
·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

80. 大久保敬, 小谷弘明, 南條崇, 村上元信, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「９−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを用いた高エネルギー・超長寿命電荷分
離状態の生成と光触媒反応」 
·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

81. 大久保敬, 小谷弘明, 小野俊哉, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「超長寿命光電荷分離分子を光触媒として用いた NADH を電子源とする高効率水素発生
光触媒システム」 
·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

82. 大久保敬, 行本和紗, 田仲真紀子, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「DNA核酸塩基の電子移動および活性酸素種による酸化反応」 
·CREST 研究領域「分子複合系の構築と機能」研究領域／総合シンポジウム  (東京 , 
2005.10.20) 

83. 大久保敬 (阪大院工, SORST), 諸岡良彦 (常盤大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「活性酸素による神経伝達物質からの水素引き抜き反応とラジカ ル中間体の直接観測」 
·第 38回酸化反応討論会 (北大, 2005.11.17−18) 

84. 南條崇, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを光触媒として用いた光酸素化反応によ
るジオキセタン生成と酸素化反応機構」 
·第 38回酸化反応討論会 (北大, 2005.11.17−18) 

85. Kenji Saito (阪大院工, SORST), Nathalie Solladié (Louis Pasteur大), Shunichi Fukuzumi (阪大院
工, SORST) 
“Novel Photosynthetic Model Nanohybrids Composed of Single−Walled Carbon Nanotube 
Functionalized with Porphyrinic Peptides” 
·第 30回フラーレン・ナノチューブ総合シンポジウム (名城大, 2006.1.7−9) 

86. Masataka Ohtani, Kenji Saito, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Electron−Transfer Reduction of Cup−Stacked−Type Carbon Nanotube” 
·第 30回フラーレン・ナノチューブ総合シンポジウム (名城大, 2006.1.7−9) 

87. 中西郁夫 (放医研, SORST), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 川島知憲, 川口久美子 (放医研, 
SORST), 乳井美奈子, 田草川光子 (放医研), 末延知義 (阪大院工, SORST), 福原 潔, 奥田
晴宏 (国立衛研), 金澤秀子 (共立薬大), 宮田直樹 (名市大院薬), 小澤俊彦 (放医研, 東北
大未来研), 安西和紀 (放医研), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 伊古田暢夫 (放医研) 
「水溶性 C70フラーレンの光反応による活性酸素生成と DNA切断」 
·第 28回日本フリーラジカル学会 (三重大, 2006.5.13−14) 

88. 川島知憲, 中西郁夫 (放医研, SORST), 川口久美子 (放医研, 共立薬大), 大久保敬 (阪大院
工, SORST), Sushma Manda (東北大未来研), 金澤秀子, 安西和紀 (共立薬大), 福住俊一 (阪
大院工, SORST), 小澤俊彦, 伊古田暢夫 (放医研) 
「金属イオン存在下におけるニトロキシドスピンプローブの酸化還元挙動」 
·第 16回金属の関与する生体関連反応シンポジウム (東京大, 2006.6.1−2) 

89. 湯浅順平, 末延知義, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「架橋型配位子とスカンジウムイオンとの錯形成による発光制御」 
·第19回配位化合物の光化学討論会 (つくば, 2006.8.2−4) 

90. 斎藤健二 (阪大院工, SORST), Nathalie Solladié (Louis Pasteur大), 福住俊一 (阪大院工, 
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SORST) 
「ポルフィリン多量体で組織化した単層カーボンナノチューブの合成と光ダイナミクス」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

91. 田仲真紀子, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADHによるDNAの光電子移動還元と切断機構」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

92. 柳本高廣, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンの長寿命電子移動状態によるフラーレン
の電子移動酸化還元ダイナミクス」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

93. 中西達昭 (阪大院工, SORST), 中山健一 (阪大院工), 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「ポルフィリンジカチオン−電子供与体複合超分子系における光電子移動反応と光導電性
の制御」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

94. 大谷政孝, 斎藤健二 (阪大院工, SORST), 坂田孝夫, 森博太郎 (阪大超高圧電顕), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「カップ型カーボンの光誘起電子移動還元と化学修飾」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

95. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「フラビン色素を用いたドナー・アクセプター連結分子の長寿命電荷分離状態の生成」 
·2006年光化学討論会 (東北大 2006.9.10−12) 

96. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを用いたアントラセン類の光電子移動酸
化とπダイマーラジカルカチオン生成」 
·2006年光化学討論会 (東北大, 2006.9.10−12) 

97. 末延知義, 小江誠司, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「イリジウム複核錯体を用いる水中常温ギ酸分解による触媒的水素発生」 
·第56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

98. 岡田悠登 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「水溶性ロジウムアクア錯体を用いたギ酸からメタノールへの還元」 
·第56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

99. 金光洋修 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST), 
「N,N'−置換アミノ酸配位子を有するロジウムアクア錯体と核酸塩基との反応」 
·第56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

100. 森本 剛, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム–2,2'−ビピリミジン錯体を基盤とする分子機械の創製」 
·第56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

101. 平佐典久, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「キノン部位を有するルテニウム−TPA錯体における分子内プロトン共役電子移動」 
·第56回錯体化学討論会 (広島大, 2006.9.16−18) 

102. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernández大), 福住俊一 (阪大院
工, SORST) 
「亜鉛フタロシアニン−ペリレンジイミド２分子および３分子連結系の分子内エネルギー
移動・電子移動過程の制御」 
·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

103. 田仲真紀子, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「補酵素NADHの光励起によるDNAの電子移動還元」 
·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

104. 小谷弘明, 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「キノリニウムイオン連結分子の長寿命電子移動状態の生成とその反応性」 
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·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 
105. 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 

「ルテニウム錯体上におけるフラビン誘導体の光誘起擬回転とその制御」 
·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

106. 柳本高廣, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「長寿命電荷分離分子を用いたフラーレンの多量体化とその電子移動ダイナミクス」 
·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

107. 中西達昭, 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非平面型ポルフィリンを構築素子とする超分子複合体における光電子移動ダイナミク

ス」 
·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

108. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「クマリン色素を用いたドナー・アクセプター連結分子の長寿命電荷分離」 
·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

109. 小野俊哉, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを用いた高効率光水素発生とその電子移
動過程」 
·第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

110. 伊藤彰規, 末延知義, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ドナー・アクセプター連結分子のゼオライトへの担持」 
 第２回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2006.9.25−26) 

111. 中西郁夫 (放医研, SORST), 宇都義浩 (徳島大工), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 川島知憲 
(放医研, SORST, 共立薬大), スシュマ・マンダ (放医研), 金澤秀子 (共立薬大), 永澤秀子 
(岐阜薬大), 堀均 (徳島大工), 奥田晴宏, 福原潔 (国立衛研), 小澤俊彦 (放医研, 東北大未
来研), 伊古田暢夫 (放医研), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 安西和紀 (放医研) 
「アルテピリンＣおよびその誘導体のラジカル消去活性」 
·第21回生体機能関連化学シンポジウム (京都大 2006.9.28−30) 

112. 川島知憲 (放医研, SORST, 共立薬大), 中西郁夫 (共立薬大, SORST), 大久保敬 (阪大院工, 
SORST), スシュマ・マンダ (放医研), 金澤秀子 (共立薬大), 奥田晴宏, 福原潔 (国立衛研), 
小澤俊彦 (放医研, 東北大未来研), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 伊古田暢夫, 安西和紀 
(放医研) 
「クルクミンのラジカル消去活性に対する金属イオンの効果」 
·第21回生体機能関連化学シンポジウム (京都大 2006.9.28−30) 

113. 湯浅順平, 山田俊介, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「p−ベンゾキノン類の電子移動還元反応によって生成するスカンジウムイオン架橋キラル
π−ラジカルアニオンダイマー錯体」 
·第56回有機反応化学討論会 (九産大, 2006.10.7−9) 

114. 山田俊介, 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「スカンジウムイオンにより促進されるNADH類縁体からp−ベンゾキノン誘導体へのヒド
リド移動反応における一段階のヒドリド移動と電子移動を経由する機構の境界」 
·第56回有機反応化学討論会 (九産大, 2006.10.7−9) 

115. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「クマリン誘導体およびフラビン誘導体の長寿命電荷分離状態の生成」 
·第56回有機反応化学討論会 (九産大, 2006.10.7−9) 

116. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを用いたアントラセン誘導体の光触媒二
量化反応」 
 第56回有機反応化学討論会 (九産大, 2006.10.7−9) 

117. 高橋哲郎, 山田容子 (愛媛大院理工), Atula Sandanayaka, 伊藤攻 (東北大多元研), 大久保敬, 
福住俊一 (阪大院工, SORST), 宇野英満 (愛媛大INCS), 小野昇 (愛媛大院理工) 
「新規ポルフィリン‐フラーレン化合物の合成と分子内電子移動反応」 
·第18回基礎有機化学連合討論会 (九産大, 2006.10.7−9) 

118. 中西郁夫 (放医研, SORST), 宇都義浩 (徳島大工), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 川島知憲 



 85 

(放医研, SORST, 共立薬大), スシュマ・マンダ (放医研), 金澤秀子 (共立薬大), 永澤秀子 
(岐阜薬大), 堀均 (徳島大工), 奥田晴宏, 福原潔 (国立衛研), 小澤俊彦 (放医研, 東北大未
来研), 伊古田暢夫 (放医研), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 安西和紀 (放医研) 
「ＥＳＲによる新規アルテピリンＣ誘導体のラジカル消去活性評価」 
·第45回電子スピンサイエンス学会年会 (SEST2006) (京都, 2006. 11.14−16) 

119. 小林岳史, 末延知義 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「9族金属錯体触媒を用いるギ酸分解常温水中高効率水素発生」 
·第 20回配位化合物の光化学討論会 (神戸, 2007.8.7−9) 

120. 岩田亮介, 柳本高廣, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンの電子移動状態を用いたフラーレンの高
効率光オリゴメリゼーション」 
·第 3回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2007.8.30−31) 

121. 平井雄一郎, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水分子を酸素源とするルテニウム−オキソ錯体の形成とそれを活性種とする炭化水素の
触媒的酸素化反応」 
·第 3回分子情報ダイナミクス研究会 (大阪, 2007.8.30−31) 

122. 畑中輝義, 松井太郎 (東工大院理工), 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 
真島豊 (東工大院理工) 
「9−メシチル−10−カルボキシメチルアクリジニウムイオンの電 荷分離状態の表面電位像
による観察」 
·第 68回応用物理学会学術講演会 (北海道工大, 2007.9.4−8) 

123. 小林岳史, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「有機金属錯体触媒による室温でのギ酸分解水素発生反応」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

124. 平佐典久, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「カテコール及びキノン部位を導入したルテニウム—ピリジルアミン錯体の合成とプロト
ン共役電子移動」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大 2007.9.25−27) 

125. 金光洋修, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST) 
「新規イリジウムアセト酢酸エチル錯体の合成と性質」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

126. 森本剛, 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「外部刺激応答型ルテニウム錯体の可逆的構造変換制御とその反応機構の解明」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

127. 横山温和, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サドル型歪みを有する Mo(V)−ポルフィリンと Keggin型ヘテロポリ酸との複合体合成と
その性質」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

128. 英翔, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非平面性スズ(IV)ポルフィリン錯体とルテニウム三核クラスターとの新規複合体の構
築」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

129. 藤岡直史, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「高原子価マンガンオキソポルフィリンのプロトン共役電子移動反応」 
·第 57回錯体化学討論会 (名工大, 2007.9.25−27) 

130. 小谷弘明, 大久保敬 (阪大院工, SORST), Maxwell J. Crossley (Sydney大), 福住俊一 (阪大院
工, SORST) 
“Synthesis and Photoinduced Electron−Transfer Properties of Porphyrin–9−Mesityl−10− 
methylacridinium Ion Linked System“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

131. 大谷政孝 (阪大院工, SORST), 坂田孝夫, 森博太郎 (阪大超高圧電顕), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
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“Synthesis and Photodynamics of Donor−Acceptor Nanohybrids Based on Cup−Shaped 
Nanocarbons“  
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

132. 田仲真紀子, 行本和沙, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Intermolecuar vs. Intramolecular Photoinduced Electron Transfer from Nucleotides in DNA to 
Acridinium Ions“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

133. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 鈴木信夫 (東京化成), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
“Formation of Long−Lived Charge−Separated State in Coumarin− and Flavin−Based 
Donor−Acceptor Linked Dyads“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

134. 中西達昭, 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST)  
“Synthesis and Photophysical Properties of Supramolecules Derived from Doubly Protonated and 
Fluorinated Docecaphenylporphyrin Derivatives“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

135. 伊藤彰規, 小谷弘明, 末延知義, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Formation of Long−Lived Charge−Separated State in Donor−Acceptor Linked Dyads 
Incorporated into Zeolites at High Temperature“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

136. 岩田亮介, 柳本高廣, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Enhanced Photocatalytic Oligomerization of Fullerenes Using Electron−Transfer State of 
9–Mesityl–10–Methylacridinium Ion“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

137. 花崎亮, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Construction of a Photocatalytic Hydrogen−Evolution System by Using Alternative Platinum 
Colloids“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

138. 高井淳朗 (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
“Modeling of the Photoinduced Electron−Transfer Dynamics of the Photosynthetic Special Pair“ 
·2007年光化学討論会 (信州大, 2007.9.26−28) 

139. 小谷弘明, 小野俊哉, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
“Inverse kinetic isotope effect in a proton−coupled electron−transfer reaction on platinum colloids“ 
·第 57回有機反応化学討論会 (広島大, 2007.9.29−30) 

140. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アントラセン誘導体の電子移動酸化における自己触媒作用と π ダイマーラジカルカチオ
ン生成」 
·第 57回有機反応化学討論会 (広島大, 2007.9.29−30) 

141. 大井博巳, 佐藤寛恵 (奈女大院), 廣原志保, 谷原正夫 (奈良先端大院物質), 大久保敬, 福住
俊一 (阪大院工, SORST), 小幡誠, 三方裕司 (奈女大院), 船引卓三 (同志社大), 矢野重信 
(奈女大院) 
「オリゴ糖連結フラーレン誘導体の光線力学的効果と光化学的性質」 
·第 40回酸化反応討論会 (奈女大, 2007.11.17−18) 

142. 川島知憲, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 諸岡良彦 (東工大名誉, 常磐大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「カテコールアミン類神経伝達物質と活性酸素種の反応ダイナミクス」 
·第 40回酸化反応討論会 (奈良女子大, 2007.11.17−18) 

143. 藤岡直史, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動によって生成させた高原子価マンガンオキソポルフィリンを用いた酸化反応」 
·第 40回酸化反応討論会 (奈良女子大, 2007.11.17−18) 

144. 松井太郎, 畑中輝義 (東工大院理工), 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 
真島豊 (東工大院理工) 
「9−メシチル−10−カルボキシメチルアクリジニウムイオンの電 荷分離状態の表面電位像
による観察」 
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·電子情報通信学会ソサイエティ大会 (北九州 2008.3.18−21) 
145. 中西郁夫 (放医研, SORST),宇都義浩 (徳島大工)，大久保敬 (阪大院工, SORST)，白井斉, 中

田栄司 (徳島大工)，Sushma Manda1，永澤秀子 (岐阜薬大)，堀均 (徳島大工)，福原潔，奥
田晴宏 (国立衛研)，伊古田暢夫 (就実大薬)，福住俊一 (阪大院工, SORST)，安西和紀 (放
医研)，小澤俊彦 (放医研, 横浜薬大) 
「ヒドロキノン類によるラジカル消去速度に及ぼす金属イオンの効果」 
·第18回金属の関与する生体関連反応シンポジウム SRM2008 (名市大, 2008.6.5−6) 

146. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属イオンと錯形成した N,N−ジメチルアニリン–フラビン連結分子の光電子移動」 
·第 21回配位化合物の光化学討論会 (北里大, 2008.8.5−7) 

147. 小林岳史, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム錯体を光増感剤とするロジウム(II)錯体の生成と反応性」 
·第 21回配位化合物の光化学討論会 (北里大, 2008.8.5−7) 

148. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属フタロシアニン錯体の光誘起自己促進電子移動反応」 
·第21回配位化合物の光化学討論会 (北里大, 2008.8.5−7) 

149. 水島健太郎, 岩田亮介, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 鈴木信夫 (東京化成), 福住俊一 (阪
大院工, SORST),” 
「アクリジニウム誘導体の電子移動状態を用いた分子状酸素による芳香族炭化水素の光酸

素化反応」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

150. 土井 馨, 伊藤彰規, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「メソポーラスシリカに挿入されたカチオン性ドナー・アクセプター連結分子の長寿命電

荷分離状態を用いたベンジルアルコール類の光触媒酸化反応」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

151. 岩田亮介, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 山本康生, 鈴木信夫 (東京化成), 福住
俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子ドナー置換 10−メチルアクリジニウムイオンの光電子移動」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

152. 中西達昭, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水素結合でリンクされたポルフィリンカルボキシラート−ジプロトン化ポルフィリンジ
カチオンからなるドナー・アクセプター超分子における光誘起電子移動」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

153. 村上元信, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「N,N−ジメチルアニリン−フラビン連結分子の光電子移動における金属イオンの効果」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

154. 花崎 亮, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオン・水溶性金属コロイド複合光触媒を用いた
高効率水素発生系」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

155. 大谷政孝 (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (ノートルダム大放射線研), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「カーボンナノダイアモンドを基盤とするドナー・アクセプターナノハイブリッドの光ダ

イナミクスと光電気化学特性」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

156. 宮崎総司, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウムーピリジルアミンー補酵素錯体の光構造変化」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

157. 大久保敬 (阪大院工, SORST), 広戸 聡, 忍久保洋, 大須賀篤弘 (京大院理), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「亜鉛ポルフィリン−フラーレン直結型２分子連結系の光電荷分離状態の生成」 
·2008年光化学討論会 (阪府大, 2008.9.11−13) 

158. 矢野 雄一, 小島 隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「フェナンスロリン部位を有するルテニウム(II)–ピリジルアミン錯体の合成と性質」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

159. 英翔, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サドル型スズ(IV)ポルフィリン錯体–ルテニウム三核クラスター複合集積体の構築と光
誘起電子移動」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

160. 乾祐巳(阪大院工, SORST), 宮崎総司 (阪市大院理, SORST), 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院
工, SORST) 
「フラビン類縁体を架橋配位子とする多核遷移金属錯体の合成と性質」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

161. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Maxwell J. Crossley (シドニー大), Karl M. Kadish (ヒュースト
ン大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子供与体・電子受容体両者の機能を有する π 拡張銀ポルフィリン錯体」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

162. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属フタロシアニン錯体のπ ダイマーラジカルカチオン生成による電子移動酸化反応の
活性化」·第58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

163. 横山温和, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), Ulrich Kortz (Jacobs University Bremen), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「サドル型 Mo (V)−ポルフィリン錯体と欠損 Keggin 型ヘテロポリ酸誘導体との複合体構
築:構造と性質」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

164. 本多立彦, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ジアゾ化合物を架橋子とするポルフィリン金属フタロシアニン複合超分子の構築と光応

答」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

165. 高井淳朗, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「高原子価マンガンオキソポルフィリン錯体を用いた m−クロロ過安息香酸の光触媒分解
反応」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

166. 藤岡直史, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「高原子価マンガン(IV)オキソポルフィリンの電子移動還元反応」 
·第 58回錯体化学討論会 (金沢大, 2008.9.20−22) 

167. 中西郁夫 (放医研, SORST), 大久保敬 (阪大院工, SORST)，宇都義浩 (徳島大工), 川島知憲 
(阪大院工, SORST), 松本謙一郎 (放医研, SORST), Sushma Manda (放医研, SORST), 堀均 
(徳島大工)，福原潔，奥田晴宏 (国立衛研), 伊古田暢夫 (就実大薬)，福住俊一 (阪大院工, 
SORST)，小澤俊彦 (放医研, 横浜薬大), 安西和紀 (放医研, SORST) 
「アルテピリンＣおよびその誘導体のラジカル消去反応における構造活性相関」 
·第 47回電子スピンサイエンス学会年会 SEST2008 (九州大, 2008.10.1−3) 

168. 英翔, 小島隆彦, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 城始勇 (リガク), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「ドデカフェニルポルフォジメテンの合成とその性質」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

169. 本多立彦, 大久保敬, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 城始勇 (リガク), 楠川隆博 (京工繊大
院工芸科学), 福田貴光, 小林長夫 (東北大院理), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サドル型ジプロトン化ポルフィリン・サドル型亜鉛フタロシアニン複合超分子の構築と

光誘起電子移動」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

170. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「芳香族化合物の電子移動酸化における自己触媒作用と π ダイマーラジカルカチオン生
成」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

171. 川島知憲, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 諸岡良彦 (常磐大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「神経伝達物質と活性酸素種モデルとの水素移動反応における金属イオンの効果」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

172. 水島健太郎, 岩田亮介, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 山本康生, 鈴木信夫 (東
京化成), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子ドナー置換アクリジニウムイオンを光触媒として用いた分子状酸素による芳香族炭

化水素の光酸素化反応」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

173. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 鈴木信夫 (東京化成), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「溶液中・ポリマー中における芳香族アミン−クマリン連結系分子の光電荷分離」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

174. 中西達昭, 大久保敬, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「歪みを有するポルフィリンと電子供与体との水素結合超分子における光電子移動ダイナ

ミクス」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

175. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Francis D'Souza (ウィチタ州立大), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「Face−to−Face 型亜鉛フタロシアニン二量体とフラーレンからなるドナー・アクセプター
連結系の光電子移動反応」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

176. 大久保敬 (阪大院工, JST SORST), Francis D'Souza (ウィチタ州立大), Daniel T. Gryko (ポーラ
ンド科学院), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「コロール–フラーレン連結分子を用いた非極性溶媒中における長寿命電荷分離状態の生
成」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

177. 信国浩文 (九大院理), 谷 都 (九大先導研), 島崎優一 (茨城大理), 成田吉徳 (九大先導研), 
大久保敬, 中西達昭, 小島隆彦, 福住俊一 (阪大院工, SORST), 関修平 (阪大院工) 
「フラーレンを包接したポルフィリンナノチューブの構造と光・電子物性」 
·第 19回基礎有機化学討論会 (大阪大, 2008.10.3−5) 

178. 岩田亮介, 水島健太郎, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 鈴木信夫 (東京化成), 福
住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子ドナー置換アクリジニウムイオンを光触媒として用いた分子状酸素によるトルエン

類からのアルデヒド及び過酸化水素生成反応」 
·第 41回酸化反応討論会 (九州大, 2008.11.27−28) 

179. 中西郁夫 (放医研, SORST), 大久保敬 (阪大院工, SORST), 宇都義浩 (徳島大工), 川島知憲 
(阪大院工, SORST), Sushma Manda, 堀均, 福原潔, 奥田晴宏 (国衛研), 小澤俊彦 (横浜薬
大), 伊古田暢夫 (就実大薬), 福住俊一 (阪大院工, SORST), 安西和紀 (放医研) 
「ブラジル産プロポリスに含まれるフェノール性抗酸化物質およびその誘導体のラジカル

消去活性」 
·第 41回酸化反応討論会 (九州大, 2008.11.27−28) 

180. 川島知憲, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「p−ベンゾキノン誘導体によるスカンジウム−スーパーオキシド錯体の電子移動酸化反
応」 
·第 41回酸化反応討論会 (九州大, 2008.11.27−28) 

181. 藤岡直史, 小谷弘明, 大久保敬 (阪大院工, SORST), Yong−Min Lee, Wonwoo Nam (梨花女子
大), 福住俊一 (阪大院工, SORST)  
「マンガン(IV)オキソポルフィリンの電子移動特性と不均化平衡」 
·第 41回酸化反応討論会 (九州大, 2008.11.27−28) 

182. 平井雄一郎, 宮崎総司, 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 水谷泰久 (阪大院理), 塩田淑仁, 吉
澤一成 (九大先導研), 福住俊一 (阪大院工, SORST)  
「プロトン共役電子移動によって生成する２つの高原子価ルテニウム−オキソ錯体のスピ
ン状態と反応性」 
·第 41回酸化反応討論会 (九州大, 2008.11.27−28) 
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183. 中西郁夫 (放医研, SORST), 大久保敬, 川島知憲 (阪大院工, SORST), 福原潔，奥田晴宏 
(国立衛研), 伊古田暢夫 (就実大薬), 福住俊一 (阪大院工, SORST)，小澤俊彦 (放医研, 横
浜薬大), 安西和紀 (放医研) 
“Radical−Scavenging Reaction of Polyphenols in the Presence of Metal Ions” 
·第 19回金属の関与する生体関連反応シンポジウム SRM2009 (大阪大, 2009.6.11−12) 

184. 川島知憲, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「芳香族アミノ酸および神経伝達物質による活性酸素種の光誘起生成およびDNA切断反
応」 
·第24回生体機能関連化学シンポジウム,第12回バイオテクノロジー部会シンポジウム (九
州大, 2009.9.13−15) 

185. 大谷政孝, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「単層カーボンナノチューブを電子ドナーとする超分子複合体の構築と光ダイナミクス」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

186. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 酒井平祐, 村田英幸 (北陸先端大), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「長寿命電荷分離状態を有する芳香族アミン−クマリン連結分子を分散させた誘電体の光
応答性」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

187. 花崎亮, 小谷弘明, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオン誘導体・金属ナノ粒子複合体の合成と光ダ
イナミクス」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

188. 水島健太郎, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「9−メシチル−10−メチルアクリジニウムイオンを光触媒とする臭化水素水による芳香族
炭化水素の光臭素化」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

189. 小林崇希, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アクリジニウムイオンと芳香族電子ドナーとの光電子移動反応生成物の分子間逆電子移

動過程におけるマーカス逆転領域」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

190. 土井 馨, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ナノサイズメソポーラスシリカ細孔内に挿入したドナーアクセプター連結分子の長寿命

光電荷分離」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

191. 兼松正典 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アルミニウム(III)ポルフィリンの光電子移動特性」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

192. 小谷弘明, 大久保敬 (阪大院工, SORST), Maxwell J. Crossley (シドニー大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「ポルフィリン誘導体を用いた電子移動還元反応に基づく蛍光スイッチ」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

193. 本多立彦, 中西達昭, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 
(阪大院工, SORST) 
「水素結合型電子ドナー−ポルフィリン超分子の光誘起電子移動ダイナミクス」 
·2009年光化学討論会 (群馬, 2009.9.16−18) 

194. 中山和哉 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「新規 Ru(IV)−オキソ錯体の生成機構とその反応性」 
·第５９回錯体化学討論会 (長崎大, 2009.9.25−27) 

195. 乾祐巳, 宮崎総司 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「環状トリアミンを配位子とするルテニウム−アロキサジン錯体の合成と性質」 
·第５９回錯体化学討論会 (長崎大, 2009.9.25−27) 

196. 矢野雄一 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
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「２つの近接した反応活性点を有するルテニウム三核錯体の反応性」 
·第５９回錯体化学討論会 (長崎大, 2009.9.25−27) 

197. 水島健太郎, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「アクリジニウムイオン誘導体を電子移動型光触媒とする分子状酸素による芳香族炭化水

素の高効率光酸素化及び光臭素化反応」 
·第４２回酸化反応討論会 (東北大, 2009.11.14−15) 

198. 土井馨, 末延知義, 山田裕介, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「メソポーラスシリカナノチューブに挿入されたドナー・アクセプター連結分子の長寿命

光電荷分離状態の生成とアルキルベンゼン類の選択的酸素酸化反応」 
·第４２回酸化反応討論会 (東北大, 2009.11.14−15) 

 
 その他 
国内 47件, 海外 0件 
 

1. Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Fernando Fernández−Lázaro, Ángela Sastre−Santos (Miguel 
Hernández大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Charge Separation in Donor−Acceptor Dyads by Complexation with Metal Ions” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

2. Ryosuke Harada, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Synthesis and Structural Regulation of Polyether−Linked Cyclic Porphyrin Dimer” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

3. Junpei Yuasa, Tomoyoshi Suenobu, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Scandium Ion−Promoted Photoinduced Electron Transfer from Alkylbenzenes to Pyrene and 
Acridine. Photocatalytic Oxygenation of Alkylbenzenes” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

4. Keiji Uehara, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“pH−Controlled One−Pot Synthesis of Amino Acids Involving Hydration of Acetylenic Acids and 
Subsequent Reductive Amination of Keto Acids in Water” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

5. Bunsho Kure, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Synthesis of a New Water−Soluble Ruthenium Hydride Complex by Hydrolysis of a Ruthenium 
Phosphite Complex” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

6. Kenji Saito, Yukiyasu Kashiwagi (阪大院工, SORST), Nathalié Solladie (Louis Pasteur 大), 
Maxwell J. Crossley (Sydney大), Yasuyuki Araki, Osamu Ito (東北大多元研), Shunichi Fukuzumi 
(阪大院工, SORST) 
“Photoinduced Electron Transfer in the Photosynthetic Models Composed of 
Multiporphyrin−Supramolecular Complexes” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

7. Makiko Tanaka, Kei Ohkubo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 
Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“π−Complex Formation between Bisporphyrins and Acridinium Ion and the Effects of Spacers on 
the Photodynamics” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

8. Hiroaki Kotani, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of Hydrogen Peroxide in Photocatalytic Oxidation of Aromatic Hydrocarbons with 
Oxygen using 9−Mesityl−10−methylacridinium Ion as an Effective Photocatalyst” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

9. Takashi Nishimura, Bunsho Kure, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
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“pH−Selective Activation of H2 and Hydrogenation of Carbonyl Compounds Catalyzed by 
Water−Soluble [NiRu] Sulfide Complexes” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

10. Takashi Kishi, Ryosuke Harada, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Thermal Catalytic System and Photocatalytic System for Oxygenation of Substrates Catalyzed by 
Manganese Porphyrin via Electron Transfer” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

11. Takashi Nanjo, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Efficient Photocatalytic Oxygenation of Tetraphenylethylene to 1,2−Dioxetane with Oxygen via 
Radical Coupling with Electron Transfer” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

12. Takuya Mizuno, Ryosuke Harada, Seiji Ogo (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard 
(ブルゴーニュ大), Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Generation and Reactivity of High−Valent Manganese−Oxo Pacman Porphyrins via Electron 
Transfer” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

13. Kazusa Yukimoto, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Detection of Nucleotide Radical Cations and DNA Oxidative Damage by Photoinduced Electron 
Transfer of 9−Mesityl−10−methylacridinium Ion with Nucleotides” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

14. Shunsuke Yamada, Junpei Yuasa, Tomoyoshi Suenobu, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Mechanisms of Scandium Ion−Promoted Reduction of p−Benzoquinone Derivatives: Electron 
Transfer vs Hydride Transfer” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

15. Motonobu Murakami, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Formation of Long−Lived Charge Separated State in Electron−Donor Substituted Coumarin” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

16. Toshiya Ono, Hiroaki Kotani, Kei Ohkubo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Photocatalytic Hydrogen Evolution from Ethanol Using 9−Mesityl−10−methylacridinium Ion” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

17. Ryota Kabe，Hideki Hayashi，Yusuke Murata，Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Catalytic Activity in CO2 Fixation over Ir (III) and Ru (II) Hydride Catalysis in Water” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

18. Daisuke Inoki, Seiji Ogo, Shunichi Fukuzumi (阪大院工, SORST) 
“Synthesis, Structure, and Reactivity of New Water−Soluble Organometallic Dinitrogen 
Complexes” 
·SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis (Osaka, Japan, 
2005.10.2−3) 

19. 福住俊一, 岸貴志, 水野琢也, 小島隆彦 (阪大院工, SORST) 
「光電子移動反応による高原子価マンガンオキソポルフィリンの生成と水を酸素源とする

オレフィンの光触媒酸素化反応」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

20. 小島隆彦, 中西達昭 (阪大院工, SORST), 原田了輔 (九大未来化セ, SORST), 大久保敬, 福
住俊一 (阪大院工, SORST) 
「サドル型歪みを有するポルフィリンの自己集積に基づくナノ構造の構築とその光化学」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 
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21. 小島隆彦 (阪大院工, SORST), 松本鉄也, 坂本太介 (九大院理, SORST), 大久保敬, 福住俊
一 (阪大院工, SORST) 
「ルテニウム−プテリン錯体におけるプロトン共役電子移動」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

22. 末延知義 (阪大院工, SORST), 小江誠司 (九大未来化セ, SORST), 福住俊一 (阪大院工, 
SORST) 
「イリジウムヒドリド複核錯体の可視光脱プロトン化反応と触媒的水素発生」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

23. 大久保敬, 小谷弘明, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ドナー・アクセプター直結型連結分子を用いた長寿命電子移動状態の生成とその p−ダイ
マーラジカルカチオンの検出」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

24. 大久保敬 (阪大院工, SORST), Ángela Sastre−Santos (Miguel Hernández大), 福住俊一 (阪大
院工, SORST) 
「金属イオンとの錯形成によるドナー・アクセプター連結系分子の長寿命電荷分離状態の

生成」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

25. 大久保敬, 田仲真紀子 (阪大院工, SORST), Claude P. Gros, Roger Guilard (Bourgogne大), 福
住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリンダイマーと NAD+類縁体の π錯体形成とその長寿命電子移動状態の観測」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

26. 大久保敬, 田仲真紀子, 行本和紗, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子移動および活性酸素種による核酸塩基の酸化と DNA損傷」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

27. 湯浅順平, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「NADH類縁体からテトラジン三重項状態への水素移動反応機構 一段階水素移動 vs逐次
的電子・プロトン移動」 
·SORST ジョイントシンポジウム  (5)~有機導電材料と電子伝達制御~  (東京 , 
2006.5.17−18) 

28. 斎藤健二, 大谷政孝, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ナノ炭素材料を電子アクセプターとして組織化した新規な光合成モデルの構築」 
·SORSTジョイントシンポジウム (5)~有機導電材料と電子伝達制御~ (東京, 
2006.5.17−18) 

29. 宮崎総司, 小島隆彦, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「水素結合によるルテニウムに配位したアロキサジンの酸化還元挙動及び電子状態の制

御」 
·SORSTジョイントシンポジウム (5)~有機導電材料と電子伝達制御~ (東京, 
2006.5.17−18) 

30. 中西郁夫 (放医研, SORST), 宇都義浩 (徳島大工)，大久保敬 (阪大院工, SORST)，堀均 (徳
島大工)，福原潔，奥田晴宏 (国立衛研)，伊古田暢夫 (就実大薬)，福住俊一 (阪大院工, 
SORST)，小澤俊彦 (放医研, 横浜薬大), 安西和紀 (放医研) 
「ビタミン E生合成前駆体 p−ヒドロキノンのラジカル消去機構」 
·第 3回バイオ関連化学合同シンポジウム (東工大, 2008.9.18−20) 

31. 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「金属イオンによる電子ドナー・アクセプター連結系分子の光電荷分離状態の長寿命化」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

32. 小谷弘明 (東工大院工, SORST), 末延知義 (阪大院工, SORST), Yong−Min Lee, Wonwoo 
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Nam (梨花女子大学), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「非ヘム Feオキソ錯体の電子移動特性に対するプロトン及び軸配位子の効果」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

33. 宮崎総司 (阪市大院理), 小島隆彦 (筑波大院数物), James M. Mayer (ワシントン大), 福住俊
一 (阪大院工, SORST) 
「水素結合により促進されるフェノール類から Ru(III)−プテリン錯体への水素原子移動反
応」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

34. 中西達昭  (阪大院工 , SORST), 大久保敬  (阪大院工 , SORST), 羽曾部卓  (北陸先端大 , 
PRESTO), 中山健一  (山形大院工 ), 小島隆彦  (筑波大院数物 ), 福住俊一  (阪大院工 , 
SORST) 
「ポルフィリンナノチャンネルの光伝導性及び光電気化学特性」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

35. 川島知憲, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「スカンジウムイオン・スーパーオキシド錯体の電子移動反応」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

36. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 羽曾部卓 (北陸先端大, PRESTO), Dirk M. Guldi, 
Andreas Hirsch (FAUエアランゲン), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「N,N−ジメチルアニリン−フラビンとフラーレン誘導体の超分子形成および有機デバイス
への応用」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

37. 大谷政孝 (阪大院工, SORST), Prashant V. Kamat (ノートルダム大放射線研), 福住俊一 (阪
大院工, SORST) 
「サイズ制御されたカップ型ナノカーボンを電子アクセプターとするドナー, アクセプタ
ーナノハイブリッドの光電気化学特性」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

38. 岩田亮介, 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「芳香族化合物の π ダイマーラジカルカチオン生成による電子移動酸化反応の活性化」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

39. 小林岳史, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「遷移金属錯体触媒を用いた水中常温でのギ酸分解による高効率な水素発生と水素同位体

の選択的生成」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

40. 土井馨, 伊藤彰規, 末延知義, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「メソポーラスシリカに挿入したカチオン性ドナー・アクセプター連結分子の長寿命電荷

分離状態の生成とアルキルベンゼン類及びベンジルアルコール類の光触媒酸素酸化反応」 
·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

41. 水島健太郎, 岩田亮介, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 相馬和憲, 山本康生, 鈴木信夫 (東
京化成), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「電子ドナー連結アクリジニウムイオンの光電子移動状態を利用したトルエン類の酸素化

及び過酸化水素生成反応」 
S·SORST シンポジウム  (２ )フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像  (東京 , 
2009.2.12−13) 

42. 本多立彦, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 小島隆彦 (筑波大院数物), 城始勇 (リガク), 楠川
隆博 (京工繊大院工芸科学), 福田貴光, 小林長夫 (東北大院理), 福住俊一 (阪大院工, 



 95 

SORST) 
「サドル型ジプロトン化ポルフィリン・サドル型亜鉛フタロシアニン複合超分子の構築と

光誘起電子移動」 
·SORSTシンポジウム (２)フレクシブルデバイス／マテリアルの未来像 (東京, 
2009.2.12−13) 

43. 小林岳史, 末延知義, 山田裕介, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「二酸化炭素を利用した水素吸蔵・放出のための錯体触媒の開発」 
·SORSTシンポ(４)「ナノ空間材料」その特性と魅力 (東京, 2010.1.29−30) 

44. 大久保敬, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ドナー・アクセプター超分子錯体の長寿命光電荷分離状態生成」 
·SORSTシンポ(４)「ナノ空間材料」その特性と魅力 (東京, 2010.1.29−30) 

45. 大谷 政孝, 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「酸化還元活性な補酵素類縁体で被覆した単層カーボンナノチューブ超分子複合体の形成

と光ダイナミクス」 
·SORSTシンポ(４)「ナノ空間材料」その特性と魅力 (東京, 2010.1.29−30) 

46. 村上元信, 大久保敬 (阪大院工, SORST), 羽曾部卓 (北陸先端大), Dirk M. Guldi, Andreas 
Hirsch (エアランゲン大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「N,N−ジメチルアニリン−フラビン連結分子とフラーレン誘導体で構成される水素結合複
合体の生成と光電変換特性」 
·SORSTシンポ(４)「ナノ空間材料」その特性と魅力 (東京, 2010.1.29−30) 

47. 高井淳朗 (阪大院工, SORST), Mohammed Chkounda, Claude P. Gros, Jean−Michel Barbe (ブル
ゴーニュ大), 福住俊一 (阪大院工, SORST) 
「ポルフィリン三量体を用いた電子ドナー・アクセプター複合体の構築と光誘起電子移動」 
·SORSTシンポ(４)「ナノ空間材料」その特性と魅力 (東京, 2010.1.29−30) 
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(3)特許出願（SORST研究の成果に関わる特許（出願人が JST以外のものを含む）） 
 

出願元 国内（件数） 海外（件数） 
JST 7 0 

研究機関 13 2 
計 20 2 

 
 
取得特許 10件 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：芳香族アルデヒドの選択的製造法 
特許番号：特許第 4079584号 
出願番号：特願 2000−309122 
出願日：2000.10.10 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：光触媒 
特許番号：特許第 4004770号 
出願番号：特願 2001−331307 
出願日：2001.10.29 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：発光材料 
特許番号：特許第 3884650号 
出願番号：特願 2001－ 389063 
出願日：2001.12.21 
 
発明者：福住俊一、今堀博 
発明名称：触媒組成物 
特許番号：特許第 4000310号 
出願番号：特願 2003－ 344760 
出願日：2003.8.17 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：光エネルギー変換触媒組成物 
特許番号：特許第 4222907号 
出願番号：特願 2003−307064 
出願日：2003.8.29 
 
発明者：福住俊一、小江誠司、末延知義 
発明名称：光酸発生剤 
特許番号：特許第 4044505号 
出願番号：特願 2003−338664 
出願日：2003.9.29 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：水を酸素源としたマンガンポルフィリンによる基質の触媒的酸素化反応 
特許番号：特許第 4014102号 
出願番号：特願 2004−068246 
出願日：2004.3.10 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：パイ電子系拡張ビオローゲン誘導体とポルフィリンとの超分子錯体を用いる光電荷分離 
特許番号：特許第 4201339号 
出願番号：特願 2004−068247 
出願日：2004.3.10 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：多数の人工光合成反応中心を有する亜鉛ポルフィリンデンドリマーとピリジルナフタレンジイ
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ミドとの超分子錯体 
特許番号：特許第 3953037号 
出願番号：特願 2004−068248 
出願日：2004.3.10 
 
発明者：福住俊一 
発明名称：ブルー銅モデル錯体を酸化還元対に用いた色素増感太陽電池 
特許番号：特許第 4260765号 
出願番号：特願 2005−127187 
出願日：2005.4.25 
 
出願特許（国内：19件 国際：2件） 
 
発明者：福住俊一、小谷弘明、大久保敬 
発明名称：過酸化水素の製造方法 
出願番号：特願 2006−136990 
出願日：2006.5.16 
 
発明者：福住俊一、齋藤健二 
発明名称：カーボンナノチューブとポルフィリン含有ペプチドとの複合体 
出願番号：特願 2006−186773 
出願日：2006.7.6 
 
発明者：福住俊一、大谷政孝、齋藤健二 
発明名称：カップスタック型カーボンナノチューブから個々のナノカーボン筒状単位を分離する方法 
出願番号：特願 2006−187853 
出願日：2006.7.7 
 
発明者：小島隆彦、福住俊一、横山温和 
発明名称：金属ポルフィリン－ ポリオキソメタレート化合物 
出願番号：特願 2006−181187 
出願日：2006.7.27 
 
発明者：福住俊一、大久保敬、村上元信 
発明名称：フラビンおよびそれを用いた製品 
出願番号：特願 2006−233186 
出願日：2006.8.30 
 
発明者：福住俊一、小谷弘明、大久保敬 
発明名称：キノリニウムイオン誘導体、その製造方法、および前記キノリニウムイオン誘導体を用いた製

品 
出願番号：特願 2006−243643 
出願日：2006.9.8 
 
発明者：福住俊一、末延知義、小江誠司 
発明名称：ギ酸分解用触媒、ギ酸の分解方法、水素製造方法、ギ酸製造および分解用装置、水素貯蔵およ

び発生方法 
出願番号：特願 2006−311072 
出願日：2006.11.17 
 
発明者：福住俊一、伊藤彰規、小谷弘明 
発明名称：無機有機複合物質、無機有機複合物質の製造方法、無機有機複合物質を用いた製品 
出願番号：特願 2007−060929 
出願日：2007.3.9 
 
発明者：福住俊一、大谷政孝、齋藤健二 
発明名称：カップ型ナノカーボンの製造方法およびカップ型ナノカーボン 
出願番号：PCT/JP2007/050023 
出願日：2007.1.5 
 



 98 

発明者：福住俊一、小谷弘明、大久保敬 
発明名称：キノリニウムイオン誘導体、キノリニウムイオン誘導体の製造方法、キノリニウムイオン誘導

体を用いた製品、キノリニウムイオン誘導体を用いた還元方法および酸化方法 
出願番号：PCT/J2007/054152 
出願日：2007.3.5 
 
発明者：福住俊一、伊藤彰規、末延知義 
発明名称：無機有機複合物質、無機有機複合物質の製造方法、無機有機複合物質を用いた製品 
出願番号：特願 2007－ 246586 
出願日：2007.9.25 
 
発明者：福住俊一、小谷弘明、大久保敬、花崎亮 
発明名称：水素発生触媒 
出願番号：特願 2007−247656 
出願日：2007.9.25 
 
発明者：小島隆彦、福住俊一、平井雄一郎 
発明名称：ルテニウム錯体による有機系基質の触媒的酸素化反応 
出願番号：特願 2007−274439 
出願日：2007.9.20 
 
発明者：大久保敬 
発明名称：新規 9−置換アクリジニウム誘導体、および 9−置換アクリジニウム誘導体を用いた芳香族アルデ
ヒドと過酸化水素の同時製造方法 
出願番号：特願 2008−255128 
出願日：2008.9.3 
 
発明者：福住俊一、小林岳史、末延知義 
発明名称：重水素（D2)および重水素化水素（HD）の少なくとも一方を製造する方法およびこれに使用する

ギ酸分解用触媒 
出願番号：特願 2008−256900 
出願日：2008.10.1 
 
発明者：福住俊一、齋藤健二、大谷政孝 
発明名称：カップ型ナノカーボンの製造方法およびカップ型ナノカーボン 
出願番号：特願 2008−523603 
出願日：2008.11.7 
 
発明者：福住俊一、小谷弘明、大久保敬 
発明名称：キノリニウムイオン誘導体、キノリニウムイオン誘導体の製造方法、キノリニウムイオン誘導

体を用いた製品、キノリニウムイオン誘導体を用いた還元方法および酸化方法 
出願番号：特願 2008−533049 
出願日：2009.3.5 
 
発明者：福住俊一、小林岳史、末延知義 
発明名称：重水素（D2）および重水素化水素（HD）の少なくとも一方を製造する方法、並びにこれに使用

するギ酸分解用触媒 
出願番号：特願 2009−060187 
出願日：2009.3.12 
 
発明者：福住俊一、大久保敬、村上元信、村田英幸、酒井平祐 
発明名称：光照射によって誘電率が変化する膜およびそれを用いた電子デバイス 
出願番号：特願 2009−205923 
出願日：2009.9.7 
 
発明者：大久保敬、福住俊一、水島健太郎 
発明名称：芳香族化合物の酸化反応生成物の製造方法 
出願番号：特願 2009−213811 
出願日：2009.9.15 
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発明者：福住俊一、村上将人 
発明名称：過酸化水素製造方法および過酸化水素製造用キット 
出願番号：特願 2010−003477 
出願日：2010.1.10 
 

 (4)その他特記事項 
 
① 受賞 
1. 日本化学会賞, 福住俊一, “電子移動化学の新しいパラダイムと応用” (平成 17年 3月)  
2. Honorary Degree from Tampere University of Technology, Shunichi Fukuzumi (平成 18年 5月) 
3. 日本化学会欧文誌ＢＣＳＪ賞, 大久保敬, 南條崇, 福住俊一, “Photocatalytic Electron−Transfer Oxidation 

of Triphenylphosphine and Benzylamine with Molecular Oxygen via Formation of Radical Cations and 
Superoxide Ion” (平成 18年 10月) 

4. 日本化学会進歩賞, 大久保敬, “長寿命の光電荷分離状態を有するドナー・アクセプター連結系分子の
開発と応用” (平成 19年 3月) 

5. 平成 19年度日本希土類学会 奨励賞, 末延知義, “電子移動化学における希土類の利用” (平成 19年 5
月) 

6. SPP−JPP Young Investigator Award in Porphyrin Chemistry (Society of Porphyrins and Phthalocyanines), 大
久保敬,（平成 20年 7月） 

7. 第 58回 錯体化学討論会 学生講演賞, 平井雄一郎 (平成 20年 9月) 
8. 第 19回 基礎有機化学討論会 ポスター賞, 本多立彦 (平成 20年 10月) 
9. 第 41回 酸化反応討論会 ポスター賞, 平井雄一郎 (平成 20年 11月) 
10. The 4th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference ポスター賞, 本多立彦 (平成 20年 11月) 
11. The International Workshop on Molecular Information and Dynamics 2008 優秀ポスター賞, 横山温和, (平

成 20年 11月) 
12. APA (The Asian and Oceanian Photochemistry Association) Prize for Young Scientists, 大久保敬 (平成 20年

11月) 
13. 2009年光化学討論会 ポスター賞, 水島健太郎 (平成 21年 9月) 
14. 第 59回錯体化学討論会 ポスター賞, 中山和哉 (平成 21年 9月) 
15. 第 42回酸化反応討論会ポスター賞, 水島健太郎 (平成 21年 11月) 
 
② 新聞報道 
化学工業日報 (平成 21年 1月 9日) 
産経新聞 (平成 20年 7月 17日) 
 

以下の論文が掲載雑誌の表紙に選ばれた。 
 

   

Dalton Trans. 2006, (39). Bull. Chem. Soc. Jpn. 2006, 79 (10). Chem. Commun. 2007 (39). 



 100 

   

Chem. Mater. 2007, 19 (1−4). Chem. Commun. 2007, (1). Chem. Asian J. 2007, 2 (2). 

 

   

Eur. J. Inorg. Chem. 2008, (9). 
 

Angew. Chem. 2008, 47 (35). ChemSusChem 2008, 1 (10). 

 

 
 

 

Chem. Mater. 2009, 21 (6). Dalton Trans. 2009 (20). Chem. –Eur. J. 2010, in press 
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産経新聞 2008年 7月 17日掲載。 化学工業日報 2009年 1月 9日掲載。 

９．結び 

CREST−SORST 研究の成果は 2000 年以降から 10 年の間に 411 編の査読付き英文論文と
して発表した。その内トップジャーナルには J. Am. Chem. Soc.に 105報、Angew. Chem. Int. Ed.
に 17報、Chem. −Eur. J.に 24報、Scienceに 1報発表し、この分野で世界トップの業績をあ
げている。図１５に示すように論文掲載数及び引用数共に CREST研究開始以来急激に増大
した。SORSTが始まった 2004年からは引用数の伸びが顕著で、2009年の引用数は約 1900
件に達した。研究代表者の研究論文数は 700 編近くなっており、その研究アクティビティ
ーは世界的に見ても群を抜いている。総引用回数も 15000 件になっている。基礎研究から
発展、展開した応用研究においても特許を数多く取得しており、基礎から応用まで幅広く

総合的な取組みをしてきた。また、研究代表者は一貫して電子移動過程の精密制御とその

応用に関する研究を推進してきており、人工光合成に代表される電子移動応用研究におい
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図１５．研究代表者 (福住俊一) の論文掲載数と引用数の経年変化 (Web of Science)。 

著作権の保護のため、非表示にしています。（科学技術振興機構）
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て世界的にも極めて高い評価を得ている。  
 研究代表者の研究グループは 2001年以来の J. Am. Chem. Soc.の掲載件数が世界中で最多
であり、質および量ともにその研究遂行能力は世界的に見てもトップランクに位置づけら

れる。平成 17年には日本化学会の最高の賞である日本化学会賞を受賞した。また、平成 18
年にはフィンランドのタンペレ工科大学から名誉博士の称号を授与された。 
 本 SORST研究は、21世紀の最重要課題である地球環境エネルギー問題の根本的解決につ
ながるものである。最近米国では、カリフォルニア工科大学とマサチューセッツ工科大学

が連携し、”Powering the Planet"を標語として、水素エネルギー社会構築を目指した取り組み
を始めている (上述)。そのプロジェクトのリーダーである Harry Gray教授と研究代表者 (福
住) と論文引用数を比較すると、2006年から、福住の引用数の方が顕著に多くなっている。
また、総引用回数は約 15000回 (2010年 2月現在) に達している。図１５からもわかるよう
に CREST, SORST プロジェクトは研究代表者の研究の進展にとって非常に大きな意味があ
った。人工光合成の研究は、光捕集、電荷分離の分子設計から合成及び錯体触媒の設計、

合成、さらにＸ線結晶構造解析、レーザー時間分解測定、電気化学測定など多岐にわたる

手法すべてが要求される。CREST, SORSTプロジェクトにより必要な薬品、装置をすべて揃
えることができた (次ページ写真 4–10参照)。人工光合成研究に必要な実験装置がすべて揃
っているのは世界的に見ても他に例がない。このプロジェクトがなかったら、世界トップ

レベルにまで達することは困難であったと思われる。この研究費援助に対して深甚なる感

謝の意を表するものである。 
 

 

 

写真 1. 平成 21年度福住研究室のメンバー。 
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写真 2. SORSTで招へいした UCLAの博士研究員 Kevin Barnese、JST田村参事と。 
 
 

 

写真 3. SORSTで招聘した教授、研究員の歓迎会。 
 
SORSTで購入した備品 

     

写真 4. 低温セル室コントローラー。        写真 5. 示差熱・熱重量測定装置。 
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写真 6. 過渡吸収分光測定装置。 写真 7. Xeランプ 500W点灯装置一式。 
 
 
 

 

写真 8. 粒子径・分子量測定装置。 写真 9. YAGレーザーユニット一式。 
 
 

 

 

写真 10. フェムト秒レーザー時間分解分光装置。 写真 11. SORST研究の実験風景。 
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写真 12. 第 5回 SORST横断デバイス物性研究会  H21.10.28大阪。 
 

 

写真 13. SORST シンポジウム（2）フレクシブルデバイス/マテリアルの未来像  H21.2.12−13 東
京。 

 

 
写真 14. International Symposium on Advanced Science and Biotechnology 2008  H20.3.22−23 
大阪。 



 106 

 

写真 15. The 1st International Symposium on Photofunctional Devices  H20.3.14−15大阪。 

 

 

写真 16. 第 4回ＳＯＲＳＴ横断デバイス物性研究会  H20.10.1大阪。 
 

 

写真 17. International Symposium on Frontier Life Science and Technology; Sponsored by Graduate 
School of Engineering of Osaka University and JST  H18.4.7−9 大阪。 
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写真 18. SORST International Symposium on Homogeneous Oxidation Catalysis; Sponsored by 
Japan Science and Technology Agency, Co−sponsored by COE of Osaka University: Post 
Symposium of 5th World Congress on Oxidation Catalysis  H17.10.2−3大阪。 
 


